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はじめに

20世紀におけるショアーの犠牲とイスラエル国家の成立は､当事者となった

ユダヤ人にとってその影響は甚大で､ユダヤ人であることの自覚の仕方､また

それに基づくユダヤ人としての行動の仕方を再定義させるまでに至っており､

ユダヤ人アイデンティティの問題は､ 20世紀において決定的に新しい段階に入

ったと言える｡今回の共同研究は,この間題を､オーストリア･ドイツ･アメ

リカ･フランスといった､ディアスポラ･ユダヤ人が量的にも質的にも重要な

活動を行なってきた諸国における文学的テクストを中心にして(他に,映画･

舞踊･ポップス等)検討した｡また｢非ユダヤ人的ユダヤ人｣の領域も重要な

対象としつつ,特殊20世紀的なユダヤ人アイデンティティの構成契機､表現方

法､確立過程を解明することを試みた｡

1研畢辞遵

｢20世紀ディアスポラ･ユダヤ人のアイデンティティ｣
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2 ほじめに

3 配分境 (金額単位:千円)

直接経費 間接経費 合計

平成14年度 1,700 0 1,700

平成15年度 1,600 0 1,600

総計 3,300 0 3,300

4 研究発表

(1)学会牡書

1)長畑明利｢テロリズムと虚構-プレット･イーストン･エリスの『グラ

モラマ』｣,『国文畢』47.10､ 2002年8月号｡

2)長畑明利r視覚詩を読むこと-SteveMcCafferyのCamivalJ､名古屋大

学言語文化部･国際言語文化研究科紀要『言語文化論集』第XXIV巻第1号,

2002年11月｡

3) (書評)長畑明利｢阿部公彦『モダンの近似値-ステイ-ヴンズ･大江･

アヴァンギャルド』｣､ 『英文畢研究』79.1, 2002年｡

4) (書評)長畑明利｢Steven Meyer, IrresistibleDictation: Gertrude Steinandthe

correhtions of Writingand Science (Stanford:Stanford Umiversity Press, 2001 )AIvy

35,2002.

5)長畑明利｢アメリカ詩の20世紀､そして21世紀一大衆化と革新性の行

方｣､ 『英語青年』148.10､ 2003年1月｡

6)長畑明利｢TransporttoStmerにおける戦争･抽象･系譜｣､名古屋大学

言語文化部･国際言語文化研究科紀要『言語文化論集』第XXIV巻第2号､
2003

年3月｡

7)長畑明利rエリオット的モダニズムと黒人詩人-MelvinB･TolsonのT･

s.Eliot受容｣､ 『英語青年』149.3, 2003年6月｡

8)西川智之｢メルヒェンの森-KHM29の-解釈-｣､名古屋大学大学廃
国際言語文化研究科紀要『言語文化論集』第XXV巻第1号, 2003年11月｡

9)田所光男｢ポスト･ショアーの｢良きユダヤ人｣ -ピエール･ゴールド

マン『ラボポール』試論(
Ⅰ) -｣､名古屋大学大学院国際言語文化研究科

紀要『言語文化論集』､第ⅩXV巻第1号､ 2003年11月｡

10)長畑明利('The Composition of the 20th･Century Salt Commissioner: Pound's

social Viewand lts Aesthetic Reflection in -Canto 9$land tCanto 99.)) Ezra Pound:
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Dans le Vortex de la Traduction,Amales du MondeAnglophone, 16 , 2003.

ll) (翻訳)長畑明利｢『一千年の平和の国』他｣､ 『るしおる』50､ 2003o

12) (翻訳)長畑明利｢『詩篇』第98篇｣,日本エズラ･パウンド協会EzraPound

Revt'ew第4号･第5号(合冊号)､ 2003.

13)西川智之｢ウィーン-その表層-の固執-｣､ 『言語文化研究叢書3

都市と文化』(名古屋大学大学院国際言語文化研究科)
､2004年3月刊行予定｡

14)田所光男｢パリ･ロジェ通り界隈一浸透するユダヤ的差異-｣､ 『音簿

文化研究叢書3 都市と文化』 (名古屋大学大学院国際言語文化研究科) ､ 2004

年3月刊行予定｡

15)田所光男｢ポスト･ショアーのr良きユダヤ人｣ -ピエール･ゴールド

マン『ラボポール』試論(Ⅱ) -｣､名古屋大学大学院国際言語文化研究科

紀要『言語文化論集』､第XXV巻第2号､ 2004年3月刊行予定｡

16)長畑明利｢隠蔽と灰めかし-John Yauの詩におけるエスニック･アイ

デンティティの撹乱｣,アジア系アメリカ文学研究会AALAJoumal9
､ 2004

年刊行予定｡

(2)日額発表

1)山口庸子｢表現主義舞踊における『醜の美学』 -

『死の舞踊』を中心に｣､

名古屋大学大学院国際言語文化研究科公開講座｢美と文化｣､名古屋大学,

2002年6月15日｡

2)長畑明利｢1990年代の｢終末論的気分｣
-ドン･デリロの『マオⅡ』｣､

日本アメリカ文学会中部支部月例会､名古屋大学, 2003年1月｡

3)長畑明利｢越境､もうひとつのモダニズム｣､モダニズム研究会出版記念

シンポジウム｢モダニズムの越境｣､三宅昭良(司会]),村田宏､宇沢美子と､

立命館大学､ 2003年1月､立命館大学｡

4)田所光男｢北アフリカからのユダヤ人一息想家,歌手､お笑い芸人-｣､

映画『デリダ,異境から』上映会､名古屋大学､主催:名古屋大学大学院国

際言語文化研究科,協賛:日本フランス語フランス文学会中部支部,協力:

国際交流基金､アテネ･フランセ文化センター, 2003年5月14日｡

5)西川智之｢19世紀末ウィーンの建築と芸術｣､名古屋大学大学院国際言簿

文化研究科公開講座｢都市と言語文化｣､名古屋大学､ 2003年6月14日｡

6)田所光男｢パリ:ロジュ通り周辺一人聞かユダヤ人か-｣,名古屋大



4 はじめに

学大学院国際言語文化研究科公開講座｢都市と言語文化｣ ､名古屋大学､
2003

年6月21日｡

7)田所光男rユダヤ移民が越えるもの-ホロコースト後のユダヤ人性の問

磨-｣､名古屋大学公開講座｢『越境』を科学する-まざり合い､せめぎ

あう世界一｣､名古屋大学､ 2003年10月2日｡

8)山口庸子≪Literatur als Schauplatz Yon Figurationen: Hofmannsthals

Essay ``DieunvergleichlicheTanzerin''≫
､国際コロキアム｢ダンスの『身

体性』
- ｢身体表象Jの構築,脱構築､そしてその後-｣､学習院大学､

2003年10月26日｡

(3)出版物

1) (共著)長畑明利『アメリカン･モダニズム』､富山英俊,三宅昭良､江田

孝臣との共著､せりか書房､ 2002年4月｡

2) (共著)長畑明利『21世紀から見るアメリカ文学史』､早瀬博範･吉崎邦子

編､英宝社, 2002年12月｡

3) (共著)長畑明利『アメリカ帝国と多文化社会のあいだ一国際比較文化フ

ォーラム21世紀』,林康次編､開文社, 2003年12月｡

4) (共訳)田所光男『18世紀の恐怖』､ジャック･ベールシュトルド,ミシ

ェル･ボレ編､飯野和夫･中島ひかるとの共訳､法政大学出版局､
2003年12

月｡

5) (共著)山口庸子『ベルリンのモダンガール』､田丸理砂･香川檀編,三修

社､ 2004年1月｡

5 研究成果

(1)本研究グループが主催した訴;1会.セミナー･研究会等

場所はすべて名古屋大学内である｡

1)田所光男(名古屋大学助教授) ｢ユダヤ移民の兄弟をつなぐもの-

Imigration/ Shoah/ Sartre/Justes｣､ 2002年7月22日o

2)山口庸子(名古屋大学助教授) ｢エルゼ･ラスカー-シューラ-と(ユダ

ヤ性)｣､ 2002年9月9月｡

3)黒川知文(愛知教育大学助教授) ｢東欧ユダヤ人の歴史と文化｣､ 2002年

11月13日｡
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4)三谷研爾(大阪大学助教授) ｢世紀末の他民族都市プラハ｣､ 2002年11月

30日｡

5)井村俊義(アメリカ文化研究者) ｢ユダヤ･ヒスパニック文学の系譜｣､2003

年5月31日｡

6)西成彦(立命館大学教授) ｢イデイッシュ文学からユダヤ系ブラジル文学

へ｣, 2003年7月12日｡

7)クリチェリ･ヨセフ(岐阜県八百津町国際交流員) rイスラエル人のアイ

デンティティについて｣､ 2003年11月6日｡

8)上田和夫(福岡大学教授) ｢イデイッシュ語研究の歴史｣,及びイデイッシ

ュ語講座､ 2003年11月29日｡

9)長畑明利(名古屋大学助教授) ｢woody Allen作品におけるユダヤ系アメ

リカ人表象再考-AmieHallを読む｣､ 2004年2月19日｡

10)西川智之(名古屋大学助教授) ｢フランツ･カフカは幻想的か?
-カフカ

におけるプラハユダヤ人の現実の反映-｣､ 2004年2月19日｡

(2)研究分担者の未発表aB文.及び､ご協力いただいた外8Bの研究者の■文･

報告

【目次】

Ⅱ

ヘブライ清市におけるユダヤ人アイデンティティ

クリチェリ･ヨセフ:イスラエル人のアイデンティティについて

イデイッシュ拝辞におけるユダヤ人アイデンティティ

上田和夫:イデイッシュ語学文学研究の歴史

黒川知文:東欧ユダヤ人の歴史と文化

ポルトガル拝辞におけるユダヤ人アイデンティティ

西 成彦:ブラジルのユダヤ系ブラジル文学をめぐって

[補論]ブラジルのイデイッシュ詩文学(日本語文学との対比

の中で)

Ⅳ ドイツ拝ftIにおけるユダヤ人アイデンティティ

西川智之:ボ-ミア､プラハのユダヤ人-19世紀末-20世紀初頭に
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かけての言語事情を中心に一

山口庸子: ｢屑｣としての詩人-ゲルトルート･コルマルとヴァルタ

ー･ベンヤミンにおける収集のモチーフー

v 美拝fqにおけるユダヤ人アイデンティティ

長畑明利:恥｡dyAllen作品におけるユダヤ系アメリカ人表象再考-

ADD1･e Hall､ Zel1･g. Cr1'mes and M1'sdemeaDOrSを読む

井村俊義:時空間の境界線を越えるための歴史/地理哲学-ユダヤ人

とチカーノの事例から

Ⅵ フランス清市におけるユダヤ人アイデンティティ

田所光男:北アフリカからのユダヤ人一息想家,歌手,お笑い芸人



Ⅰ

ヘブライ詩碑(こおける

ユダヤ人アイデンティティ





イスラエル人のアイデンティティについて

クリチェリ ヨセフ

国費アイデンティティの二つの分類とイスラエルの位t

アイデンティティとは,どのようなものでしょうか｡そしてそれはどのよう

に形成され､どのようなものが必要でしょうか｡各個人に､この質問を向けら

れるならば､この答えは難しい｡これが国家に向けられるとさらに答えは複雑

で困難なものになるでしょう｡

国家のアイデンティティはどのように形成されるのでしょうか｡それが形成

されるための要因およびその条件はなんでしょうか｡それは一回だけのプロセ

スだけで形作られてしまうのでしょうか｡それとも､そのプロセスが動的なも

ので常に発展し変化するものなのでしょうか｡人間が生まれ発達していく過程

において､アイデンティティも同時に形成されていきます｡同様に国家のアイ

デンティティも国家の発達と共に､また時の流れによって形成されていきます｡

人間のアイデンティティが発達しないと人間は成長しない｡国家の場合でも同

様に,アイデンティティの発達や変化がないならば､前進するどころか低下し

てしまうことになるでしょう｡

国家のアイデンティティを理解したい時には,何をベースにしてチェックす

るべきでしょうか｡各国家においてその国の全体としてのアイデンティティを

チェックするのか､それともその国やその地域に在住するそれぞれのエスニッ

ク･グループのアイデンティティをチェックするのか｡

そしてまず､その疑問をチェックする前に世界を二つに分けて考えるべきだ

と思いますo一つ目は一つのエスニック･グループから成り立っている国家(簡

単な例をとると日本)｡二つ目は多種多様なエスニック･グループから成り立っ

ている国家(簡単な例をとるとアメリカ)｡そしてそれらの国家の分類とは別に
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イスラエル｡

まず一つ目のグループに分類される日本について簡単に触れておきましょう.

日本列島には古代から日本人と呼ばれている人種が存在していました｡日本に､

侵攻や移民という事象は無かったため､日本人以外の月本人と呼ばれる人種し

か存在しなかったのである｡よって､日本は古代から一つのユニットとして発

達した.一つの人種､一つの言語､一つの文化.もちろん地域によって様々な

違いがあったが基本的に同じ｡確かに､中国などの海外からの影響がありまし

た｡例えば文字､食物や宗教｡その影響を受け､現在の日本人の文化などに反

映されています｡しかし,その影響受けても日本人のアイデンティティは｢半

中国人｣のアイデンティティにはなりませんでした｡というように日本人には

固有のアイデンティティが強く存在するのです｡

結論として日本人のアイデンティティとは何かと言う疑問に答えるならば,

それは非常に複雑なことでは無く､日本人の歴史や文化によって発達してきた

ものであると私は思います｡

次に二つ目のグループに分類されるアメリカについて簡単に触れておきます｡

アメリカは数世紀前に誕生した国です｡ヨーロッパなどの古い世界から移民し

て来た人々によって新しい社会が作られました｡その開拓者たちの苦労によっ

て次々に土地が広げられました｡彼らにとって土地に対する執着心というもの

はとても強いものでした｡しかしその後､開拓者らの労働によって国の生活水

準が上がったため､その繁栄を楽しむために移民達がやって来た｡彼らは開拓

者ほど国の発展のため苦労する必要がなく､土地-の執着心は弱いものであっ

た｡何であろうと､持つもののために苦労をしなければ,執着心というものは

弱いものでしょう｡結局アメリカにおけるアメリカ社会と言われるものは,世

界のいろんな国から様々なアイデンティティをもった移民たちによって構築さ

れることになったのです｡そのために､アメリカ社会に一つだけのアメリカン･

アイデンティティが存在するということはありえないことなのです.そこが一

つ目のグループとの違いである｡

ユダヤ人アイデンティティー宗教的アイデンティティの持続

そしてこれからイスラエルのアイデンティティについて説明したいと思いま

す｡イスラエルは55年前､建国された新しく､若い国家です｡この国において

55年間という歳月はアイデンティティ形成にとって,十分でしょうか?それと
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も､アイデンティティはまだ形成プロセス中でしょうか?しかし､イスラエル

は他の新しい国と少し異なります｡イスラエルはユダヤ人国家である｡皆さん

が知って見えるようにユダヤ民族は長い歴史を持つ民族の一つであります｡日

本に比べると､日本歴史は約紀元前7世紀から歴史がある民族ですが､ユダヤ

民族の歴史は釣1000年先､紀元前18世紀にさかのぼります｡ユダヤ歴史はア

ブラハムという創始者によって始まっている｡イスラエルのアイデンティティ

を理解するためにまずユダヤ人のアイデンティティを知るべきです｡しかし､

まだ一つ問題がある｡ユダヤのアイデンティティはローマ帝国による追放され

るまで一つだったということは確かだと思いますoローマ時代までユダヤ民族

はエレツ･イスラエルに暮らし､一人の神様を集ることをしながら存在してい

ましたo当時から大変長い時間が経過しましたがそのアイデンティティは強い

宗教的なアイデンティティに守られていたと言うことは間違いではないでしょ

うo しかし､そのアイデンティティもローマ帝国に追放されてから分裂しまし

た｡

それ以来,新しいアイデンティティが形成された｡それはディアスポラのア

イデンティティでしたoユダヤ人ほ世界中に散りばれたため地域によって様々

な違いがあったが,一つの基本的なディアスポラのアイデンティティが存在し

ていましたoそしてそのような宗教的なアイデンティティがユダヤ人を民族と

して守ることとなったのですoユダヤ人はユダヤ教を信仰するため他の宗教教

徒たちからの圧力や迫害を受けて苦しんでも団体として宗教の改宗をすること

はなかったo改宗すると個人的に圧力や迫害から逃れ生活が以前より楽なもの

になるはずだったo確かに改宗をした人たちもいましたが､団体として改宗を

すれば,ユダヤ人としてまた民族としてのアイデンティティを失うことになっ

たでしょうoそして､改宗しない結果として2000年間ユダヤ人はさまざまな虐

殺､迫害､差別などを受けて苦しみました｡

ユダヤ人の存在のモットーは｢苦しみは古代の神様の其の教えから離れたと

いう罪悪に対する代償である｣というものでした｡それによってユダヤ人はそ

の苦しみを受け止めることができた○彼らは常に救世主(メシア)を信じた｡

メシアが現れることによって自由の獲得とェレツ･イスラエルへの帰還を信じ

ていた｡ディアスポラにいる期間にユダヤ人はエルサレムとェレツ･イスラエ

ルへ戻ることを望んでいた.その希望をよく示している二つの言葉がある｡一

つ目は｢来年エルサレムにいること｣､もう一つは｢エルサレムよ､もしあなた
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を忘れてしまったら私の右腕を失うでしょう,舌が口の中にくついて離れない､

もしあなたを忘れてしまったら｣｡この夢が2000年も続きました｡しかしなが

ら､その非ユダヤ人社会の中で生き続け,社会から与えられた役割を果たした｡

ユダヤ人は住んでいる国の王様や社会から苦しみを与えられてもそこのルール

に反対すること無く､いつもルールや社会の仕組みに従った｡よって､歴史上

でユダヤ人が反乱したことは一度もない｡ユダヤ人はいつも素直だった｡座れ

と言われれば座り､立と言われれば立ち､這えと言われれば這った｡ユダヤ人

はそういうものでした｡

ユダヤ人はエネルギーを勉強などに費やし聖書や経典を学び､神様を倍仰し

続けた｡それはヨーロッパのユダヤ人でも､中東のユダヤ人でも､北アフリカ

のユダヤ人でも同じだった｡

シオニズムの成立

しかし､ 18世紀や19世紀にユダヤ人に変化が訪れた｡当時はヨーロッパで

の産業革命と啓蒙思想の時代でした｡当時のユダヤの若者たちは当時の新しい

考え方と理想によって興奮しました｡古いトラ-や経典の学びだけでは先に進

めないということを感じ始めていた｡そして､その新しい考え方とともに神様

だけに頼るだけではなく､自らが自分たちの運命を変えていかなければならな

いと考えるようになった｡そして､その世俗的な考え方から新しい運動が生ま

れた｡それはシオニズム運動でした｡

どの民族でも定義と独立した国で暮らす権利を持っており､シオニズムの基

本的なアイデアもユダヤ人にとっても同じだった｡そして, 1897年にスイスの

バゼル市でテオドル･ヘルツェル氏の指導で開催された初のシオニズム会議の

決定はユダヤ国家を建国すること-の努力を認めるものであった｡その後-ル

ツェル氏は｢バゼルでユダヤ国家を建国した｣ということを言いました｡

当然その夢をかなえる土地はユダヤ人にとってエレツ･イスラエルであり,当

時世界中からパレスチナと呼ばれる場所でした｡ ｢パレスチナ｣という名前は紀

元135年にローマ帝国がユダヤ人を罰するために｢イェフダ｣から変更した名

前です｡

バゼル会議の数年前､ 1882年にユダヤの若者たちがロシアと東ヨーロッパか

ら､ユダヤ国家と｢新ユダヤ人｣を作るためにエレツ･イスラエルに移民し始

めた｡新ユダヤ人はトラ†だけを学ぶのではなく､土地の発達をより重視して
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いたoその人たちは現在｢パイオニアズ｣と呼ばれている｡当時のエレツ･イ

スラエルは不毛の土地だった｡その開拓者たちによって､現在の豊かな国のイ

スラエルが建国され始めました｡

当時エレツ･イスラエルはオスマン･トルコ帝国の支配下にありました｡ユ

ダヤ人はオスマン王にお願いし､当時のオスマン帝国は勢力が弱っていったた

め､お金のために王がェレツ･イスラエルの土地をユダヤ人に売ることに賛成

しました｡またアラブ系の地主たちも沼や不毛な土地を高い値段で売ることは

構わなく喜んで売りました○ユダヤ人はその土地を部分的にできるだけたくさ

ん購入しました｡土地の発達の苦労で大勢がマラリアなどの病気で死んでしま

いましたo しかし､少しずつ土地ほ発達していた｡たくさんの新しい村が作ら

れ､ 1909年に最初のユダヤ人の都市でテルアビブを海沿いに創設しました｡エ

レツ.イスラエルでの生活水準が上がったため周りのオスマン帝国の他の地域

から大勢のアラブ系イスラム教徒たちが労動のために移民して来ました｡その

人たちは現在のシリアやレバノンなどの近い地域からやって来たし､遠いイエ

メンやスーダンからもやって来ました｡

1917年に､第一世界大戦中､イギリス帝国軍がアレンビ将軍の指導でエジプ

トのほうから侵略し,オスマン帝国と戦うことなくエレツ･イスラエルの土地

を占領したo戦後,国際連盟がイギリスに30年間その土地を統治することを認

めた(英語でそれはMandateと呼ばれます)0 30年後またどうするか土地の将

来を考えて行くことにしたoその時からユダヤ人はイギリス帝国に対して､そ

の土地で国を建国する許可を求めた.イギリス側がいくつかの会議を開き､結

局その土地を分割することをユダヤ人にもそしてアラブ人にも約束した｡ユダ

ヤ人はその分割に賛成したが､アラブ側は拒否しました｡そして､ 20世紀の20

年代よりアラブ側は反ユダヤ･テロなどを開始した｡しかし,過去と違ってユ

ダヤ人の民兵的なグループがあり､アラブの攻撃などから守られたo
1936年か

ら1939年までアラブ側による反英大反乱が行われました｡

イスラエル国家の連投

しかし,その当時､ユダヤ民族が受けた一番大きな悲劇が起こった.それは

ナチス･ドイツによる大虐殺(ホロコ-ス.ト)であった｡ 1941年に始まったホ

ロコーストで600万人ユダヤ人が収容所などで殺された｡戦後､新国際施設､

国連が,そのユダヤ人の悲劇を認め､ 1947年の11月29日にユダヤ人国家を,
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分割されたエレツ･イスラエルで建国させることを認めた｡その決議に賛成し

たのは33カ国､反対したのは13カ国,棄権したのは10カ国でした｡アラブ諸

国は当然反対しました｡

そして､イギリスのMandateが終了した日1948年5月14日に､ユダヤ人社

会指導者たちはテルアビブ博物館で会議を行ない､中心的指導者ダビデ･ベン･

グリオン氏が､民主主義的ユダヤ国家であるイスラエルの独立を宣言しました｡

翌日の15日に7カ国の回りのアラブ諸国がイスラエルを侵略してきました｡50

万人のアラブ兵士対60万人のユダヤ人市民の状況だった｡第二のホロコースト

という危険の可能性が高かった｡そして､その日にイスラエルの独立戦争が始

まり､その日に新イスラエル人のアイデンティティも確立された｡

その日､ユダヤ人の中から,素直で消極的なユダヤ人が消えた｡新しい自分

の権利を守る､また権利と自由のために戦うイスラエル人が生まれた｡イスラ

エル人はその戦争で負けることはできなかった｡負ければ2000年ぶりにやっと

できた国を失い､自由を失い､追放されたり､虐殺されたり､ディアスポラの

存在に戻ることになってしまうからである｡結局イスラエル人が戦争を勝ちと

りました｡

この勝利は､イスラエル人のアイデンティティの形成に大きく関与しました｡

7カ国の合同軍に対する勝利は､イスラエルとアラブ諸国双方を大きく戸惑わ

せた｡双方とも数万人の民兵が50万人の兵士に勝つことを信じることができな

かった｡この勝利はイスラエル人のモラルを高め, 2000年ぶりにユダヤ人が勝

利者となった｡

これは周りのアラブ社会に大きなショックだった｡その時まで,歴史の中で

アラブの武士というものはとても名高いものでした｡その武士は達しく､目的

を遂げるまで戦う武士だったが,この戦いにおいてはわずかな武装しかなくユ

ダヤ人であるものに負けた｡この戦争はイスラエル人のアイデンティティを形

作る上で大きな影響を与えたとともに､アラブ人のその時までのアイデンティ

ティを揺さぶるものとなった｡

一番初めに来た開拓者たちおよびその後に来た人たちはヨーロッパ系のアシ

ュヶナジのユダヤ人だった｡その人たちによって建国が始まったが,その新し

い国は全てのユダヤ人を歓迎した｡北アフリカ(エジプト､リビア､チュニジ

ア､モロッコなど)と中東(シリア､レバノン､イラク､イランなど)のユダ

ヤ人たちはその国々から受けた迫害と追放から逃れるためにイスラエルにやっ
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て来た｡また､イスラエルが大規模にユダヤ人をイスラエル-避難させた場合

もある(例えば､ 1949年にほとんどのイエメンのユダヤ人を｢魔法の械趨｣と

いうオペレーションで､イスラエル-飛行機により移送した)｡その大規模の移

民は新しい国に大きいな問題を作った｡ 60万人の国が100万人を短期間に受け

入れることを想像してみて下さい｡また戦後の経済力がない状況の日本におい

て1億3000万人を受け入れることはできたでしょうか｡それと同じです｡最初

に移民者はテントや掘っ立て小屋に住まわせられた｡数世紀の間ユダヤ人はイ

スラエルを｢蜂蜜と牛乳で豊かな国｣と夢見てきたが,実際はそれとは全く違

うものでした｡病気を持って入らないために衛生的な措置をとられ､ワクチン

を打たれました｡きちんとした建物などに移るまで数年もかかり､政府は新し

い村と町をイスラエルの中心から離れたところにもたくさん作りました｡同時

に戦地からアラブ諸国の方-逃れたアラブ人はアラブ諸国によって受け入れら

れず､ 55年を経ても未だに難民キャンプなどで暮しています｡

その時の苦しんだ時代(皆が苦しかった)が今もなおイスラエル人の中に多

くの傷を残している｡大勢のセファラディ(東系のユダヤ人)が､エリートに

思われるアシュケナジムに対して恨みをもつ｡今まで自分のアイデンティティ

をイスラエリの先にセファラディとして認める人たちもいます｡今でも苦しみ

を感じるセファラディムは､全てがアシュケナジムと改府のためであると言う｡

あるセファラディムは被害者のアイデンティティを作り､固からなんでも藩め

られ与えられるべきだという考え方を持っ｡しかし､ほとんどのセファラディ

ムはその被害者妄想から出し自分たちを社会の一部として感じている｡

文化的な問題もありました｡初めに､セファラディムとアシュケナジムを結

んだことは両者がユダヤ人であったということでした｡他の面では､違いが多

かった｡外見も違うし,文化的背景も違い,言葉も違う､食べ物も違う､全て

が違うo最初はコミュニケーションがなく,交流を持つことはとても困難でし

た｡

そして､この難しい状況からイスラエル社会を作ることが始まったのです｡

~つの教育システムを作られ､一つの言葉だけを使い､以前と変わった状況が

イスラエルに誕生したということを認識することが非常に大事であった｡ 2000

年ぶりにユダヤ人は自治政府の状態にあった､セカンド･チャンスはなかたで

ある｡
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T放とアイデンティティ

軍隊には社会作りで主な役割がありました｡軍隊においてはセファラディム

とアシュケナジムの区別がない｡皆は同じ兵士である｡つまり軍隊はイスラエ

ル社会の交錯するところであり､皆はそれを通過するべきです｡軍隊は人にア

イデンティティを与える道具でもあり､大きなものの一部分として感じさせる

ものである｡イスラエルでは全住民が入隊することが義務付けられており,皆､

その感覚を与えられることになる｡自分たちの身で国を守り､国に対する愛国

心は強く､国が私たちを必要とすればすぐに国のために尽くします｡

そして､国は何度も私たちを必要とした｡周辺のアラブ諸国からの攻撃によ

る大規模の戦争を5回も戦い抜きました｡そして､イスラエルが誕生してから

テロとの戦いは今現在も続いている｡イスラエルではほとんどの人が国を守る

ことは自分の義務であることをよく理解しています｡数年前までその義務から

逃れたい人々がいればその人々は社会から非難をあびた｡しかし､オスロ合意

時代にはその状態が少し変わりました｡オスロ合意に入ってからある人たちに

ょって軍隊の必要性が減ったと見受けられた｡入隊を拒否する人数が増え､社

会から前ほど非難されなくなったが､最近,パレスチナ自治政府による反イス

ラエル･テロによってこの状況は前に戻りましたoそして､一般イスラエル人

は軍事的､防衛的なアイデンティティを持つということが当然のこととなりま

した｡

イスラエル人は軍事的なアイデンティティを持っても､イスラエルは自らだ

れとも戦いがしたくない｡イスラエルは常に､平和-の道を探している｡独立

宣言で回りの諸国と平和に暮らすことを希望したが､戦争で答えられた｡また､

10前オスロ合意という平和-のプロセスを開始した｡しかし､パレスチナ側は

そのプロセスにサインしても､それを守ることは本心ではなかった｡

イスラエルはユダヤ人社会だけでない｡ 130万人ほど非ユダヤ人のイスラエ

ル人もいます｡ほとんどの人たちはイスラム系アラブ人です｡しかし,ドルー

ズ民族･t､べドインや他のエスニック･グループもいます.ドローズとベドイ

ンは誕生した日からイスラエルを認め協力しました｡そして,当時から未だに

入隊もしています｡しかし､アラブのほうが違う｡最初の1948年の戦争では､

侵攻したアラブ諸国の軍に協力した｡そのためにアラブ系イスラエル人は入隊

できない｡アラブ諸国の軍隊が負けた結果として大勢(約30万人)がイスラエ

ルが報復すると勘違いとしたため､イスラエルからアラブ諸国のほう-逃れたo
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イスラ羊ルは当然報復しなかったが､戦後以来5年間,軍の法律によって統治

されたoその5年後アラブ市民も-般市民となりました｡ただ一つの制約は先

ほど言ったように入隊が出来ないことです｡イスラエルの敵はアラブ諸国であ

るためイスラエルがアラブ兵士対アラブ兵士のモラル的な葛藤を作りたくない

し､軍隊の中にトロイの木馬を入れたくない｡

この条件がまた他の問題を起こした｡兵役後一般市民となった元兵士たちは

国からいくつかの恩恵を受けることができる｡それはお金ではなく､仕事の斡

旋や､よりやさしい住宅ローンなどです｡しかし､アラブ市民はその恩恵を受

けることはできないoそのために､アラブ人がイスラエルは差別する国ですと

訴えたりする｡しかし､ユダヤ系イスラエル人にとってそれは差別ではない｡

なぜならば､ 3年間も自分の人生を国のためにささげるから国からその恩恵を

受けることは当然なことですo入隊しなかったユダヤ人はアラブ人のようにそ

ういう恩恵を受けませんo一方では,アラブ系イスラエル人はイスラエルの敵

を､モラル的に､たまに実質的に支援している｡イスラエルのアラブ市民は他

のアラブ諸国の市民より自由や権利を持っているのにもかかわらず､ほとんど

パレスチナやアラブ諸国に反イスラエルのサポートをしている｡

また､アラブ系のイスラエル人はアラブ諸国の住民にはない投票権を持ち､

国会の120議席のうち現在10義席をアラブ系イスラエル人が占め､大学もどの

大学にも進学できるのにもかかわらず､イスラエルは差別的な国であると訴え

ています｡

間違いなく､アラブ系イスラエル人の立場は複雑なものです.一方はアラブ

人であり,一方イスラエル人であるからです｡彼らの情義はそのエスニック･

グループのところにあるが､全ての権利や存在はそのエスニック･グループが

戦っている国であるイスラエルから受ける｡確かに､困難な立場である｡しか

し､他のアラブ諸国の一般市民の状況より､アラブ系イスラエル人の状況のほ

うがずっと良いoそれなのに､アラブ諸国の方-､｢イスラエルが良い国である｣､

とか｢イスラエルと共存しよう｣というようなメッセージを伝えようとしない｡

ディアスポラの拒否

上記の状況はイスラエルのアイデンティティの中にある不安な要素である｡

現代のイスラエル人は世俗主義的です｡当然オーソドックスや保守的な部分が

社会にありますが､ほとんどは世俗主義的です｡ホロコーストの結果､たくさ
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んのユダヤ人が宗教とかかわりを何も持ちたくないのですoその理由をを説明

すると､ ｢なぜ神様がホロコーストの時になにもしてくれなかづたのか｣の疑問

が現在まで続いているからです｡ほとんどの市町村市民は世俗主義的な西洋的

な暮らし方をしています｡

イスラエル人はディアスポラで存在するという考え方に対して憎しみを持っ

ている｡例えば､敵の攻撃を阻止するために､敵の強要に対して何でも従うと

言う人がいれば､その人を｢ディアスポラのユダヤ人の考え方を持つ｣人と呼

ぶ｡そういう人を弱虫と言い自分や国の権利を守ろうとしない人であるoそれ

はなぜならば､全てのイスラエル人がユダヤ人の悲劇的な他国での歴史的背景

をよく理解しているからです｡誰もディアスポラに戻りたくないoユダヤ人の

国が存在しない､イスラエルが存在しない時代には誰も戻りたくないo確かに,

イスラエルの多くの人々は今現在でも他国に住んでいるが彼らはイスラエルに

深い愛国心を感じている｡

もう一つの恐れはイスラエルが戦争で負けることですoイスラエル人にとっ

て戦争で負けることは考えられないことですoテロ以上に､イスラエル人が戦

争で負けることは恐怖である｡皆がそんな負けの結果はイスラエルの存在の終

ゎりであることの意味をよく理解していますoそして､それと同時にユダヤ人

の自由の民族としての存在の終わることを意味していますoイスラエルの敵が

よく自分たちの希望を示した青葉に｢イスラエルを海-捨てる｣というものが

ぁる｡もっと簡単に言うと､イスラエルを破壊することです｡そのためイスラ

エルのアイデンティティの不安な部分はかなり大きい｡イスラエル人はセカン

ド･ホロコーストを一番恐れている｡しかし､もし再びホロコーストが起きて

しまえば､その時イスラエル人は羊にように簡単には火葬場に行くことはない｡

イスラエル社会にはたくさんの考え方があるが､上記の恐れの場合で皆が一

っの共同体になる｡これがイスラエル人のアイデンティティであると私は考え

ています｡



Ⅱ

イデイッシュ詩碑(こおける

ユダヤ人アイデシティテイ





イデイッシュ語学文学研究の歴史

上田 和夫

まず東欧ユダヤ人の言葉であるイデイッシュ語が誕生したいきさつ､および

その語学的生活について簡単に説明したあと､この言語をユダヤ人の歴史に関

連させて概説した｡内容は以下の通り｡

10世紀頃のドイツに定住していたユダヤ人は初めは周囲のキリスト教徒と

ほとんど変わらないドイツ語を話していたのだが､しかしユダヤ人だけの中で

はユダヤ教の単語やフレーズを差し挟んで話していた｡また筆記に当ってはヘ

ブライ文字を用いるのを常としたoこの時代に彼らが使っていた音詩はユダヤ

的色彩の濃いドイツ語と言ってよい○これを西イデイッシュ語と呼ぶ0

しかし12世紀末からは十字軍が組織されたり､ 14世紀にはペストが発生す

ると､ユダヤ人はキリストを殺した張本人とか､ペストの元凶であるとの濡れ

衣を着せられたために,大挙して東欧､特にポーランドに逃げた(しかし西に

残ったものもいるo彼らはそこでこの言語を発展させたが､
18世紀にメンデル

スゾーンが唱えた啓蒙主義運動の結果,この言語は消滅する)｡彼らはその時

このユダヤドイツ語を携えて彼の地に移住したのである｡そしてそこでスラグ

請(特にポーランド語)を吸収した結果､ユダヤドイツ語は非常に混成言寄の

様相を帯びるようになったo更に時を経るにつれこの言語はいっそう発展を遂

げ(これを東イデイッシュ落と呼ぶ)､ 19世紀にはとりわけポーランド･リト

アニアにおいてユダヤ人め日常語として使われた｡またこの言語を用いた文学､

新聞,雑誌､また演劇が一大発展した.この言語は後にロシアでも使われ､ま

たイデイッシュ文化もそこで栄えたが､ 19世紀末にロシアでは政治的経済的不

安定となったため､ユダヤ人はポグロムに遭遇したり極貧の生活を強いられた

結果,大量の人間が｢貴金の国｣アメリカに移住した｡彼らはそこでもイディ
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ッシュ簿を使用した｡ニューヨークではイデイッシュ語による新聞､雑誌､演

劇などが大繁栄を遂げた｡ 19世紀後半にはまた東欧､ロシアにおいて民族主義

運動が興ったため､ユダヤ人の間でもシオニズム(パレスチナ-帰る運動oへ

プラライ語を支持)や流浪民族主義運動(イデイッシュ語を支持)が盛んにな

ったo 20世紀に入ると､革釦ミ興った新生ソ連ではイデイッシュ語はプロレタ

リアの言語として栄えた｡ 20世紀半ばには,ナチスのホロコーストにより特に

ポーランドで大量のユダヤ人が殺戟され､イデイッシュ語の話し手が激減したo

残った者の一部はイスラエル-移住した｡イデイッシュ語はそこで日陰の存在

ながら細々と生き延びることになる｡

以上のようなイデイッシュ語､ユダヤ人をめぐる社会的背景に触れながら､

イデイッシュ語文学研究の歴史を振り返った｡内容は次の通りo

この言語-の関心と研究は16世紀にドイツにおいてキリスト教徒の学者や

宣教師たちによって始められたこと､ 19世紀には啓蒙化された近代的な｢ユダ

ヤ学教学｣の学者には軽蔑されたこと､しかし近代的な比較言語学(ドイツで

発達)の彪響を受けてイデイッシュ語研究の分野でも近代的な研究方法で論文

が書かれ出したこと､また大学でもイデイッシュ語を扱う博士論文が増えてき

たこと､ 20世紀になると､一時は東欧やソ連(ベロロシア,ウクライナ)でも

イデイッシュ語文学研究の拠点が作られ､そこでは言語地理学や文体論などの

分野において､重要な研究がなされたこと,アメリカでもナチスを逃れた研究

者によってヨーロッパでのイデイッシュ語研究が引き継がれたこと等について

触れたあと､イスラエルを初め現代の世界各地におけるイデイッシュ語学･文

学研究の状況について触れた｡

イデイッシュ語は初めは女のことばとして､あるいはゲットーの象徴として

蔑まれてきたが､時代が移り変わると共にこの言語-の見方が変わってきた｡

すなわち今ではイデイッシュ語はその混成言語としての特徴と1000年にわた

るユダヤ人の歴史を研究するに無くてはならない貴重な存在と認められるよう

になってきたのである｡

以上の講演のあと､ 30分程度の間隔をおいて,イデイッシュ語の手ほどきを

行なった｡ 2時間余りであったが,この講習によって参加者はイデイッシュ語

の文字(-プライ文字)の読み方が習得できたと思う｡文字さえ読めるように

なれば､西洋語に通じているものにとってはイデイッシュ語は決して難しい言

語ではない｡これを機に参加者がこの魅力あふれる言語文学文化の世界に興味
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を持っていただければ幸いである｡
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東欧ユダヤ人の歴史と文化

黒川 知文

本講義においては､ディアスポラユダヤ人の定義､中世から宗教改革期にお

けるユダヤ人を概説した後､東欧ユダヤ人に焦点があてられた｡なおここで論

じる｢東欧ユダヤ人｣とは今日のポーランド､ベラルーシ-､ロシア､ウクライ

ナのユダヤ人を意味する｡

1.東欧ユダヤ社会の形成

東欧ユダヤ人社会は, 14世紀の黒死病蔓延の原因とみなされて迫害され､西

欧から移住してきたユダヤ人を中心に成立した｡彼らは､ポーランド貴族から

土地を借用し､そこにおいて商店や宿屋等を経営するアレンダ制に従事した｡

彼らはさらにウクライナの辺境地-の植民活動に従事した｡

東欧において､シュテットルと呼ばれる小さな町が形成された｡これは､シ

ナゴーグ､市場､家庭から成るユダヤ共同体であった｡シュチットルにおいては､

イデイッシュ語が使用され､非ユダヤ人との交流は稀であった｡排他的共同体

といえよう｡

1623年には､ヴァドと呼ばれる東欧ユダヤ人の地方自治が設立された｡ヴァ

ドでは,シュテットルの諸問題が協議された｡国家をもたないユダヤ人にとっ

てヴァドは国家的存在として機能していた｡

1648年にはフメリニッキーによる虐殺が､1734年にはハイダマク運動による

虐殺がおこなわれたoいずれもコサックによるユダヤ人虐殺であった0

18世紀には､ 3度にわたりポーランドが分割され､約100万人のユダヤ人は

ロシア支配になった｡

歴代ツァーリは,ユダヤ人居住地を定住地域内に限定して土ダヤ人同化策を
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執行したがユダヤ人の抵抗にあい失敗に終った｡

2.文政ユダヤ社会と西欧ユダヤ社会

ところで､近代にいたって東欧のユダヤ社会は､西欧のそれとは異なる傾向

をもつようになった｡

西欧ユダヤ社会においては､キリスト教文化に同化していく傾向が強まった｡

これはモーゼス･メンデルスゾーン(1729-1789年)が提唱したハスカラー運

動が,西欧において進展したことに起因する｡この運動は､キリスト教文化をユ

ダヤ人も積極的に受け入れていこうとする運動である｡当初はドイツの教育や

言語､キリスト教文化を学習する運動であった｡フランス革命はさらにユダヤ

人の同化を促した｡というのは､ 1791年にフランスのユダヤ人は市民権を獲得

したからであった. 1871年にはドイツのユダヤ人にも市民権が与えられ､ユダ

ヤ人の解放が完成された｡

東欧ユダヤ社会は西欧のそれと対照的に､排他的傾向が強く見られる｡これ

は､イスラエル･ベン･エリエゼル(1700-1760年)を創始者とするハシデイ

ズム運動が展開したことに起因すると考えられる｡神秘的宗教運動として東欧

とロシアのユダヤ民衆の間に急速に広がったハシデイズムは､ 17世紀以降､フ

メリニッキーの虐殺により壊滅的打撃を受けていたユダヤ社会を再建するのに

大きな役割を果した｡

3.近代におけるユダヤ社会の対応型

西欧においてユダヤ人の解放が完成した直後に,近代的ユダヤ主義が台頭し

た｡これは人種理論と国民主義にもとづくものであり､中世における宗教的反

ユダヤ主義とは異なる｡その規模も大きく､ホロコーストによってその極みを

見るものである｡なぜユダヤ人の解放直後に近代的反ユダヤ主義が生起したの

か｡これは歴史上のひとつの謎である｡

ユダヤ社会は新たに台頭したユダヤ主義に対して,以下の四つの形の対応を

した｡

･同化型:キリスト教に改宗してユダヤ人としてのアイデンティティを放棄す

る｡主にドイツ､フランス､イギリス等の西欧ユダヤ社会がこれにあてはまる｡

･国家内国家型:同化を拒否して,ユダヤ人の国家的組織を非ユダヤ社会の中

に建設するo東欧とロシアのユダヤ社会一般がこれに該当する.
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･革命参加型:革命を成功させることにより市民権を獲得しようとする型であ

り,東欧､ロシア､中欧(ハンガリー)等において見られる｡これには主にユ

ダヤ人のインテリ層や青年が参加した｡彼らは､ハスカラー運動によりマルク

スの革命思想を学んだ｡

●シオニズム型:反ユダヤ主義の解決は､ユダヤ人がみずからの国家を建設す

ること以外にはないとする看である○西欧では政治運動として､東欧では移住

運動として進展した｡

4.シオニズム運4bの&開

パレスチナにユダヤ国家を創設しようとするシオニズム運動は､東欧におい

て,まず移民運動として展開したo西欧においてはユダヤ人の政治活動として

進展したoシオニズムにはいくつかの種類がある｡

宗教的シオニズムは､中世以降ユダヤ教を倍じる者全般において見られるも

のであるoメシアが現れて,預言者エリアの吹く角笛により､全世界から離散

ユダヤ人が集められ､エルサレムにメシアを王とする国家が出現するというも

のである｡

精神的シオニズムは､アハド･ハアム(1858-1927年)が提唱したものであ

るoユダヤ民族の精神的文化的復興を願う者だけがパレスチナに移住し､そこ

にユダヤ人の精神的センターを創設しようとするものである｡これは東欧ユダ

ヤ人のパレスチナ-の移住運動に影響を与えた｡

政治的シオニズムは,ドイツのモーゼス･-ス(1812-1875年)の『ローマ

とエルサレム』 (1862年)､テオドール･
-ルツル(1860-1904年)の『ユダヤ国

家』 (1896年)を理論的根拠とするものである｡政治活動により合法的にユダ

ヤ国家を建設しようとするもので､ 1897年に開催された第一回シオニスト会蔑

においてヘルツルが議長に選出され､
-ルツルを指導者として展開した｡これ

はユダヤ国家をパレスチナに限定しないために,アフリカのウガンダが候補に

なった時もあったo西欧ユダヤ人がこれに参加し､ 1917年のパルファア宣言に

おいて実現したとされる｡

社会主義シオニズムは､ナフマン･スイルキン(1868-1924年)が提唱した

もので,パレスチナに社会主義によるユダヤ国家を創設しようとする運動であ

るo東欧ユダヤ人の間に支持者を得たoモシヤブ､そしてキプツにおいて実現

したといえる｡
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シオニズムに反対した運動が,シモン･ドゥプノーフ(1860-1941年)によ

るユダヤ民族自治主義の運動であった｡これは東欧のユダヤ人の多くにより支

持された｡ユダヤ人は目に見えない精神的国家を世界中においてすでに建設し

ており,領土を保有する国家を持つ必要はないとするものである｡ 1948年イス

ラエル国が樹立しても､米国ユダヤ人が経済的に国を支えていることに､この

思想が実現しているということができる｡

イスラエル国は､第二次大戦のホロコーストの犠牲の結果として, 1948年に

国連決裁に基づき､パレスチナに創設された｡国家指導者の多くは､東欧ユダ

ヤ人であった｡

5.ハシティズム

東欧ユダヤ人の宗教文化は､ハシデイズムをぬきにして語ることはできないo

1881年に発生したポグロムを分析しても､背景にはロシア人の-シデイズムに

対する嫌悪というものが指摘される｡そこで､ハシデイズムとロシア正教を比

較する｡

ハシデイズムは神秘的反知性主義的宗教運動である｡伝統的ユダヤ教とは異

なり､神と人との仲介者としてツアディクの存在を認めている｡ツアディクは

ユダヤ共同体指導者でもあった｡それに対して､ロシア正教では､イエス･キ

リストが唯一の神と人との仲介者である｡司祭は典礼を倍徒に授ける役割をも

っ職にすぎないoまた,聖人も神と人との仲介者ではないo

ハシデイズムの礼拝は､喜びを表現するものである｡これは神の遍在を強調

し,信徒が踊りと歌に興じる時に感じる喜びの仲に神は存在すると考えられたo

ハシデイズムの礼拝は｢身体を用いる礼拝｣と呼ばれ､集団による熱狂状況と

なる｡ニグンと呼ばれる特有の音楽も使用される｡喜びという感情が強調され

るのである｡一方､ロシア正教では,宗教感情は､典礼遵守の中に昇華されるo

典礼と臥地上で神の王国,救いを体験することである.従って荘厳で人を沈

黙に導く礼拝になる｡

このように,神論と拝論において両者に大きな違いがあるoだが､選民思想

と共同体理念には､共通するものがある｡

ハシデイズムは｢神の選民ユダヤ人｣という基本的思想があるoロシア正教

においても､ 15世紀後半からモスクワを第三のローマとする｢第三ローマ理念｣

が掲げられ､これは総主教座が確立したことによって実現されたとみなされて
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いるo今日もロシア正教がキリスト今日の中心だとする理念がある｡

ハシデイズムは､ユダヤ教信仰共同体という宗教共同体理念がある｡ロシア

正教にも19世紀後半から｢ソボールノスチ｣と呼ばれる宗教共同体理念がある｡

これらはいずれも排他的な共同体理念である｡そのために互いに交流すること

を避け､そのことがポグロムにおいてウクライナ民衆がユダヤ人を襲撃した精

神的背景に指摘することができる｡
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ブラジルのユダヤ系ブラジル文学をめぐって

[補論]ブラジルのイデイッシュ語文学

(日本語文学との対比の中で)

西 成彦

1.モアシール.スクリヤール(hacyr ScJiar, 1937- )

モアシール･スクリヤールは,現代ブラジルで代表的なユダヤ系作家である｡

モアシールは､ブラジル文学の古典である『イラセマ』Iracema (1865,ジョセ･

デ･アレンカール作o lracemaの名はAme占caのアナグラム.インディオ女性の

イラセマはポルトガル人に恋をし､最後は部族社会の捷を破って死ぬ)に登場

するシンボリックな混血ブラジル人の名に由来しているが､スクリヤールはウ

クライナ語の｢ガラス職人｣ c KJ" pから来ており､その両親は1917年革命

後の混乱期に､ロシアから移住したアシュケナージ系ユダヤ人である｡

ロシアのユダヤ人がブラジルやアルゼンチン-と大量に移り住むことになっ

た経緯としては､ 1880年代以降の反ユダヤ主義の高揚や､鉄道の敷設や資本主

義経済の導入にともなう地方商品経済の低迷などがあげられるが､そうした中

でドイツの富豪ヒルシュ男爵が構想したユダヤ人の再定住化計画がその大きな

波を作り出した.すでに1890年代以降､ポーランド人農民の移住熱は, ｢ブラ

ジル熱｣とさえ呼ばれる熱狂を示していたが,ユダヤ系移民に関しては,同じ

1890年代､ヒルシュ男爵が莫大な基金を下に購入した特定入植地-の集団移民

が先駆的である｡ ｢ユダヤ植民協会｣ JCAの大プロジェクトである｡協会の

指導の下､ブラジルで最初に切り開かれた南リオ･グランデ州のフィリプソン

入植地の設立は1903年｡その後､いくつかの入植地が同じブラジル南部に開か
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れることになる｡熱帯性のサトウキビやゴムにも,低緯度高地での栽培に適し

たコーヒーにも向かない代わり､ヨーロッパと同じ温帯性の農業に適したブラ

ジル南部には､すでにドイツ系･イタリア系･ポーランド系移民が先行して定

住を始めていた｡かならずしも酪農技術に優れるわけではないユダヤ人入植者

は､マテ茶愛飲の習慣を取り入れたとしても､万人が｢ガクーショ｣ (- ｢牛

飼い｣
､スペイン語の｢ガウチョ｣に同じ)の座に収まったわけではなく､多

くは奥地を棄て,都市経済を担うべく､州都ポルトアレグレ-と集中しはじめ

るが､今でもいくつかの入植地は健在である｡

スクリヤールの両親は､ 1910年代以降､急速にユダヤ系人口を増加させてい

たポルトアレグレに､ 1920年代に移住｡モアシールは, 1937年､市内のユダヤ

人集任地区(ボンフィン地区)で生まれる｡医者の道を歩むが､左翼運動家と

して､また作家としての道を歩み始めたとたんに, 1964年のクーデタで挫折.

カフカやガルシア-マルケスらの影響を受けて､魔術的な寓意小説を書き続け

る. 1968年の書籍デビュー以来､スクリヤールはすでに40冊以上もの短編集･

長編･随筆を著しているが､第二次世界大戦時のユダヤ人集任地区を措いた最

初の長編『ポンプイン戦争』AguerranoBomFim (1972)やユダヤ系の元娼婦を

措いた『還流』 ociclodasdguas (1975)から,ロシア系ユダヤ人移民の息子が

医師となり､アマゾン地域の先住民と出会い､連帯し､志し半ばで倒れる『シ

ングー族の誇り』 A majestadedoXt'ngu, (1997)まで､小鋭の各所に自伝的要素

を折りこみ､ 20世紀ブラジル社会におけるユダヤ系新移民のプレゼンスを措く

ことにきわめて積極的だ｡

ブラジルのユダヤ系作家として,最初の世代に属するのは,クラリセ･リスペ

クト-ル(1925-77)とサムエル･ラヴェト(1929-1994)である｡二人は一世と

いうより､むしろ準一世にあたり､家庭の中ではアシ土ケナ-ジ系ユダヤ人の

言語であるイデイッシュ語の残樺にとりまかれながら､ブラジルの言語や文化

に親しみながら育った｡しかし,ロシアからの移住家族の中で育ったも二人だ

とはいえ､この二人はきわめて対照的で,徹底的にユダヤ系移民社会を写実的

に描いたラヴェトに対して､リスペクトルは死に脅える現代人の実存的な不安

を執鋤なまでに描き､ユダヤ性の片鱗を作中に覗かせることに強く抵抗した,

言わば｢マラーノ｣的な作家である｡

モアシール･スクリヤールは,こうした準一世世代のユダヤ系作家のあとを追

走しながら､きわめて｢カーニバル的｣ (パフチン)な文体を用い､公式的な
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ブラジル史の書き換えに意欲的に挑戦している｡しかも､彼はアシュケナージ

系のユダヤ系移民(そしてその子孫)を取り上げるばかりでなく､ 『ラフアニ

ル･メンデスの不思議な種族』 A estranha nafa-o de RafaelMendes (19$3)におい

ては,ブラジルの建国に関わったもうひとつのユダヤ系移住者たち-
-ユダヤ

系改宗キリスト教徒(cristaoNovo)
-の問題にも新しい光を当てた｡ブラジ

ルにおいて､ユダヤ系作家が､みずからの出自を隠そうとすればおのずから内

在的に｢マラーノ性｣につきあたるが､逆に､ ｢ユダヤ性｣を前面に押し出す

スクリヤールのような作家にとっても｢マラーノ性｣の問題は､自己エキゾテ

ィスムの問題として強い形で浮上してくるのである｡

2.ユダヤ系改乗キリスト教徒間JL

ポーランド生まれの鉱山技師サムエル･シュヴアルツ(1880_1953)が, 1917

年にポルトガルの山中(ベルフォンテ)で隠れユダヤ人の共同体を発見するま

で､マラーノ問題はひとつの大きなタブーであった｡すでにヨーロッパではユ

ダヤ人の世俗化が進み､マラーノ化が時代の趨勢であるときに､マラーノの亡

塞-しかも生きた亡霊を呼び覚ますことは危険であった(ドイツの反ユダヤ

主義は,ある意味ではマラーノという存在形態そのもの-の人種主義的な弾圧

であった)
｡しかし､この危険なテーマに心を奪われたジャーナリストや研究

者は,その後､あとを断たない｡

じつは､植民地ブラジルが｢ユダヤ系改宗キリスト教徒｣にとって､選ばれた

土地のひとつであったことは,すでに17世紀はじめ,ユダヤ系オランダ人が南

米大陸最東端のレシーフェに上陸し,信教の自由を駆って,ポルトガル人勢力

に脅威を与えた時代,マラーノ化していたユダヤ系改宗キリスト教徒が続々と

カミングアウトをおこなった時点で,いったん顕在化した(レシーフェには,

オランダ統治時代に建設されたアメリカ大陸最古のシナゴーグ跡が残ってい

る)
｡ところが､このオランダ統治は短命に終わり､ユダヤ教徒として名乗り

を上げた人々の多くは､新たな｢改宗または追放､さもなくば死｣の運命を生

き､追放に身を預けたうちの23人が北上して､当時のオランダ領ニューアムス

テルダムに到達､ユダヤ教徒として,北米に最初に足跡を残したことは知られ

ている｡ところが､ 1822年のブラジル独立まで, ｢宗教的な寛容｣を欠き, 1891

年の共和国憲法の中で｢信仰の自由｣が蘭われるまで,ひさしくタブー視され

てきたマラーノ研究は､ブラジルにおいてもまた､アシュケナージ系ユダヤ人
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ジャーナリストの手によって､ようやく先鞭をつけられたのである｡

ブラジルにおいては､まずはポルトアレグレがアシュケナージ系ユダヤ人の活

動のセンターとなったことは前に触れたが､彼らはまず彼らの言語であるイデ

イッシュ簿を用いたジャーナリスムの定着にエネルギーを注いだ｡第一次世界

大戦やロシア革命の騒擾を逃れ､次から次-と殺到する同胞たちを迎え入れる

ための受け皿として､イデイッシュ語メディアの重要性を､彼らは北米その他

の先行的事例を踏まえ､確信していた｡

そうした中で､イツホク･ライズマン(1901年ポーランド生まれで, 1923年

にブラジル移住)は､はじめポルトアレグレやブエノスアイレスなど､南米各

地のイデイッシュ語メディアに随筆や小説を書き送っていたが,南米マラーノ

に対する関心を強めた彼は､ 1935年, 『ブラジル･ユダヤ人の歴史』Geshikh(ebn

yz'dn z'nBraz7'1を発表o この仕事は､エリョフ･リピネル(1916年べッサラビア

生まれで, 1935年にブラジル移住)によって受け継がれ､ちょうど東ヨーロッ

パでユダヤ人大量虐殺が進められた時期､ブラジルでは対岸で失われゆくユダ

ヤ人人口の損失を埋め合わせようとするかのように,ユダヤ系改宗キリスト教

徒をめぐる考古学的発掘が敢行されたのである｡ポルトガル語作家スクリヤー

ルのユダヤ小説が生まれ落ちた背景には､こうしたアシュケナージ系ジャーナ

リストの果敢な調査が潜んでいる｡ (ブラジルのイデイッシュ文化については,

日系文化との対比を通して見た補論を参照のこと｡ )

3.マルシオ･ソウザ(karcio Souza, 1945- )

ブラジルとユダヤ人との結びつきは､初期ポルトガル植民地時代と､ 20世紀

以降のアシュケナージ系移民という二つの段階に留まるものではない0

フランス革命やナポレオンの解放政策に感化され､ポルトガルからの独立を果

たしたブラジルは､ 1824年憲法の中で｢宗教的寛容｣をはじめて請った(カト

リックを国教だとする規定がはずれるのは1891年の共和国憲法以降である) o

その直後､アマゾン河口の港湾都市ベレンに待ってましたとばかり､シナゴー

グが建設される｡すでにナポレオン戦争時代の地中海地域動乱を避ける形で､

北アフリカ(特にモロッコ)からブラジル-､ユダヤ人の移住が始まっていた｡

これはかつてスペイン･ポルトガルを追われ,北アフリカや中東･バルカン(オ

スマン帝国)に再定住していたセファルディ系(ユダヤニスペイン簿一別称､

ラディ-ノ静-を母語とする)が中心で､同じユダヤ教徒といえども､イデ
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イッシュ語を母語としたアシュケナージ系とは典礼や生活習慣からしてかなり

異なる｡

その後､かつてのドル箱であったサトウキビや綿花の単一農業中心の貿易経済

に舞りがさし､119世紀後半になると､サンパウロ集を中心としたコーヒーと並

んでJアマゾン中上流地域での天然ゴムの採取が新しい換金経済の主流になる

19世紀後半､ベレン(パラ州)やマナウス(アマゾナス州)が国際都市として

急成長する｡アシュケナージ系のブラジル移民の大半は,リオデジャネイロや

サンパウロよりも南をめざしたが､セファルディ系の移住は,もっぱらパラ州･

アマゾナス州に集中したのである｡しかも､注目すべきは､ユダヤ人と同じく

西洋植民地主義の圧力に苦しめられることになったアラブ系イスラム教徒が､

19世紀後半から20世紀にかけ､数多くアマゾンを訪れ､天然ゴムの仲買や小売

業の分野において,ユダヤ系移民と競合しつつ､棲み分けや共存を図るように

なる｡

こういった背景の中から, 20世紀を代表するアマゾニアのユダヤ系作家､マ

ルシオ･ソウザが登場した. 『アマゾンの皇帝』GalvezITmperadordoAcre (1976)

で､ブラジル版魔術的リアリズムとも､ブラジル版ポストモダン小説とも呼べ

るセンセーショナルなデビューを果たしたソウザは､この地域におけるユダヤ

系移民の運命にとりわけ強い関心を寄せるわけではない｡アマゾン探検やゴム

景気にわく時代のベレンやマナオス(さらにはアマゾン上流ブラジルとボリビ

アの国境に位置するアクレ地方)には､多国籍資本と多様な才能と､おびただ

しい労働力と物欲･性欲が渦巻いた｡そこはブラジルやボリビアといった新興

国家間の外交関係に､英仏や合衆国の帝国主義的な野心が絡まりあった一種の

資本主義の前線だったのである｡グローバルな貨幣の流れと､先住民の｢未開｣

とされる習俗や文明人との交渉能力がせめぎあう場としてのアマゾニア｡ソウ

ザは､まさにそういった場としてのアマゾニアの治外法権的な過去を頼り起こ

す中で､ユダヤ系移民に直接は光を当てずとも,むしろセファルディ系を迎え

入れた環境を可能なかぎり､ユーモラスに措いて見せたのである｡

20世紀､アマゾン地方は,このソウザと並んで,ミルトン･アトウウン(1952_ )

というマナオス生まれのレバノン系作家を輩出しているが,ソウザがユダヤ系

であること,は､長い間､注目されることはなかったし､そのことをことさらに

言い立てることに意味があるとは誰も感じてこなかった｡ところが､ 1947年の

パレスチナ分割をめぐる国連決蔑以降､基本的に親イスラエル的なブラジルに
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対して､積極的な働きかけを怠らないイスラエル側で,ブラジルの作家をイス

ラエルに招蒋するプログラムを介して､ソウザはイスラエルを訪問｡その後､

ソウザはスタリヤールと共著の形で､ 『モーセとマクナイマのあいだで』とい

う一般書を著すo この二人の取り合わせは､ひとびとを大いに驚かせたが,ブ

ラジルのユダヤ系文学をマップとして捉え直すとき､この二人を同時に視野に

入れることはきわめて重要だ｡

その中で,ソウザは自身の家系をたどり直しながら,父方は17世紀にアマゾ

ニアを訪れたマラーノ系判事もしくは軍人の家系､母方は19世紀モロッコから

移り住んだセファルティ系ユダヤ教徒の家庭と記している｡したがって､イス

ラエル旅行に際しては､親類筋からユダヤ式の燭台(メノラ-)を土産にねだ

られたのだとも書いている｡それまでみずからのユダヤ性について無自覚であ

った親族が,血縁者一人のイスラエル旅行を契機に､ユダヤ性に目覚めはじめ

る｡ブラジルにおけるユダヤ性とは､多くの場合,こうした流動的な状態を指

す｡

ユダヤ教徒にとって､エルサレムの衝を歩くことは､特別な意味を持っている｡

いま､旅費さえ工面できるなら,彼らにとってエルサレムの街を歩くことは容

易なことである｡しかし､かといって,現状のエルサレムを歩くことは､ほん

とうのエルサレムに安住できる日の到来を予感させることはあっても､安住そ

のものではない｡世界のユダヤ系知識人の多くがそうであるように,ソウザは

イスラエル/パレスチナ情勢の現状に対して､きわめて強い憂慮をいだいてい

る｡しかし､そこから翻って､ソウザが自問自答するのは､ブラジルにあって

ユダヤ人であるということの持つ意味についてだ｡

もとはと言えば､北アフリカやオスマン帝国(中世まで遡れば､イベリア半島)

時代から隣人でありつづけたイスラム教徒とユダヤ教徒とが､まがりなりにも

共存しているブラジルにおいて､ユダヤ人であるということは､計量不可能な

無数のマラーノのようにユダヤ人であることと､地域のシナゴーグに名前を登

録し､計量可能なユダヤ人としてカミングアウトして生きていくことの両極の

あいだで揺れながら生きることだ｡そして､ブラジルの中で,アシュケーナ-

ジ系ユダヤ人とセファルディ系ユダヤ人が再会するように､北アフリカやオス

マン帝国といった古巣の記憶を内に秘めたユダヤ教徒とイスラム教徒もまた再

会する｡おそらく､イスラエル/パレスチナの地に現在欠けているのは､ ｢政

教分離国家｣という枠組みであると同時に､ ｢異なるものの出会いや再会｣と
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いうナラティヴなのである｡

スクリヤールとソウザが､ブラジルのユダヤ系作家として何か共通する役割

を果たしているとしたら､それは多文化的なブラジル-の同化とその顕彰と同

時に､さまざまな出会いと再会の物語の承認と修復という二人の試みにおいて

である｡そして,ここでは両大戦間期のイデイッシュ語ジャーナリズムが前例

としてなしとげたことの意味も忘れてはならない｡
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[補論]ブラジルのイデイッシュ静文学

(日本簿文学との対比の中で)

日本からブラジル-の移民は､ 190S年の笠戸丸移民を皮切りに､第二次世界

大戦前後にいったん中断した後,戦後の新移民-と受け継がれ,こうした移民

一世世代が日系社会の核を形成してきたo 日本政府とブラジル政府との間の外

交交渉の結果として推進された日系移民の存在と比べて,ユダヤ系の基金(I

CA)の入植活動､およびブラジル政府の難民受け入れ政策に依存するしかな

かったユダヤ系移民とのあいだには､大きな差がある｡しかし､ ICA主導で

始まったブラジル･南リオグランデ州-の集団入植の開始が1903年であったと
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いうことを考えると､ブラジルにおける日系人とユダヤ人避難民のステイタス

とは､彼らが｢移住前の国家｣に対する帰属意識･忠誠心をどれだけ維持しつ

づけたかという点に関しての極端な差異を除けば､きわめて似通っているので

ある｡

もっとも1941年､ブラジルは日独伊枢軸三国との国交を断絶｡日系･ドイツ

系･イタリア系ファシズム支持者に対する監視を強めることになった｡このこ

とは,一見､枢軸三国出身の移民だけが､過酷な運命を強いられたかのような

憶測をひとに与えがちだ｡ところが､じつは､第二世界大戦の勃発はユダヤ系

移民に対する優遇をたちどころに意味したわけではない｡当時のヴァルガス体

制は,おしなべて少数派に対する寛容に乏しく､むしろファシズム体制に近い

民族主義政策の推進者だった｡たとえば193各年には､ポルトガル語以外のすべ

ての言語による出版物の刊行が禁止され,この点では､日本語使用者もイデイ

ッシュ脊使用者も,出版の自由に関しては同じ拘束を蒙ったのである｡しかも,

ドイツ系のナチ党員や､イタリア系のファッショ党員､日本の国粋主義的天皇

倍奉者と同じく､ロシアやポーランドに出自を持つユダヤ系に対しては､潜在

的な共産主義者のレッテルが貼られ､彼ら彼女らの表現活動に対する検閲や制

限は､反論の余地なく国益にかなうものだと判断された｡これは､スペイン内

戦の戦禍を逃れて難民化したスペイン系入国者が､一律にコミュニストの嫌疑

をかけられたことや,ユダヤ系ドイツ人難民が､ 1939/年の第二次世界大戦勃発

以降,西側諸国で､ドイツ本国で市民権を剥奪された難民であるにもかかわら

ず､それでも敵性国人として,強制収容の対象とされたことに似ている｡した

がって､日本人とユダヤ人は､ブラジルにおいて､きわめて似通った文化的周

縁化を生きなければならなかった｡

現に､ブラジルにおける日本語およびイデイッシュ諸によるジャーナリズム活

動の始まりは､ともに1910年代o第一次世界大戦に便乗した南米諸国の好景気

時代であった｡しかも､かたや日本､そしてかたやロシア(ロシア領ポーラン

ドやリトアニアを含む)で､近代的な啓蒙を受け､活字メディアに対する依存

度を高めつつある状態でブラジルの地を訪れた移民たちは､後の日系文学やイ

デイッシュ文学の作家層･読者層を形成するに催するだけの教養を､すでに渡

航以前から身につけていた｡つまり､日系移民の中には森鴎外や島崎藤村,あ

るいは有島武郎や横光利一の愛読者が含まれていたのと同じように､ユダヤ系

移民の中にはショレム･アレイ-ムやイツホク･レイブシュ･ペレツの後継者
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を任ずる文学通が一定する含まれていたのである.であればこそ､ 1920年代以

降,サンパウロの日本語新聞が日系文学(通常､ ｢コロニア文学｣の名で呼ば

れる)の台頭に場所を提供し､ポルトアレグレ(南リオグランデ州の州都)や

サンパウロあるいはリオデジャネイロのイデイッシュ語メディアがユダヤ系ジ

ャーナリズムや文学活動の拠点となったのである｡

ただ､両大戦間期の日本語文学とイデイッシュ文学を比べた場合に､無視でき

ない条件的な開きがあったとすれば､思いつくところ､以下の三点である｡

1)ブラジルの日本語文学は､日本を含む他の地域の日本語文学との連携に乏

しく､自給自足的な面が強かった｡このことはブラジルの日本語文学が､日系

移民の悲劇や英雄的行為を描きながら､相互の承認や結束を強める役割を果た

したことを意味するのだが､逆に､そもそも中心を持たないイデイッシュ文学

は､ロシア/ソ連やポーランド､ルーマニア,あるいはアメリカ合衆国やアル

ゼンチンなどのイデイッシュ詩作家たちとの強い連携や相互刺激をともなって

発展を遂げた｡このためブラジルのイデイッシュ作家はイデイッシュ議の出版

が禁じられた時期にも完全なる空自を耐える必要はなく,ブエノスアイレスや

ニューヨークのイデイッシュ語メディアを通じて作品を発表することが事実上

可能であった｡

2)ブラジルの日本語文学は,例外的に190i年の笠戸丸以前まで遡ることは

あったとしても,明治初期のブラジル移住者や､ブラジルに先駆けて国策移民

が送り出されたペルー移民にまで遡るのが限界であった｡これに対して､ブラ

ジル･イデイッシュ文学は､遠くはブラジル発見時代にまで遡るブラジル史そ

のものを読み直すあたらしいナラティブの可能性を積極的に模索した｡ライズ

マンの『ブラジル･ユダヤ人の歴史』 (1935)やリピネルの『ポルトガルの河

のほとりで』 (1949)は､マラーノの足跡を､ 16世紀まで遡るばかりか､異端

審問期のポルトガルのマラーノに関する歴史的踏査を,さらに歴史的想像力で

補った画期的な作業だった｡

3)そして､上記の1) 2)と密接に関わることだが,ブラジルのイデイッシ

ュ文学は､ブラジルがユダヤ人にとって疎遠な土地ではなく､むしろすでに四

世紀におよぶ深い縁によって結ばれた土地であることを強調することで､ホロ

コーストの生き残りを含む難民層に対して､ブラジルの利点を強調する役割を

果たした｡これは,日系文学が｢棄民｣たちの文化喪失に対する抵抗という自

給自足の傾向を強く示していることとは対照的である｡古巣であった東欧地域
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に生き延びたイデイッシュ語使用者は､イスラエルも含めたさまざまな新移住

先の選択に際して,世界各地のイデイッシュ文学をきわめて実利的な目的意識

を持って読んだのである｡

しかし､上記のような差異に目を向けることも重要だが､何よりも強調すべき

は､日本語文学であれ､イデイッシュ文学であれ,ブラジルにおいては｢一世

の文学｣に留まらざるをえなかったというところである｡実際､第二次世界大

戦後,そして日本人で言えば第二波移民熱が去る1970年代以降､ユダヤ系で言

えば､イスラエルの建国以降､これらの｢一世の文学｣は､その使命や情熱を

しだいに失いはじめてきた｡少なくとも､二世以降は､日本語やイデイッシュ

語を遠ざけないまでも､みずからそれらの青葉を用いて表現するだけの能力も

意欲もともに失ってしまうからである.逆に,二世以降にとって､ ｢一世の文

学｣の達成を継承するのか､むしろそこから遠ざかることでブラジル文学の主

流に列なろうとするか､その境目が問題になる｡もちろん,この二つの選択肢

はかならずしも選言的ではない｡ ｢一世の文学｣の遺産を継承しつつ､ブラジ

ルの多文化主義的なトレンドの形成にあずかろうという綜合を可能性としては

含みこむ選択肢が二世以降の前には開かれている｡そして､そうした二世以降

のポルトガル語作家の作家の登場が､逆に､日本語やイデイッシュ語を用いる

一世作家たちの守備範囲を､もっぱら｢一世｣的主題-と特化させていくこと

にもなった｡

また､これはアルゼンチンで顕著に現われている傾向であるが,ユダヤ系や日

系の一世作家ににおいては､創作もさることながら､翻訳分野での活躍がめざ

ましい｡代表的な例として､アルゼンチン人にとって国民的聖典のひとつであ

る『ドン･キホーテ』のイデイッシュ語釈が1946年に完成したのと､軌を一に

して､ 1955年にはガウチョ文学の傑作『マルチン･フィエロ』の日本語訳が移

氏,興村禎-の手で完成する(出版は東京の協同組合通信社から1962年)
｡同

様の傾向は､ブラジルの日本語やイデイッシュ語での表現活動の中にも指摘で

きる｡これは､移住先-の迂回的な同化の試みだとも考えうるが､あくまでも

一世に特徴的な同化､つまり､母(国)語の喪失をともなわない擬装的な同化

の試みである｡逆に,二世以降は､イデイッシュ文学や日本文学の古典を,現

地語-と翻訳することで､やはり文化的出自-の郷愁と現地文化-の同化の両

立をめざすことが多くなる｡そして､これらバイリンガル世代の媒介者的な翻

訳活動は､いずれ､ブラジルの大学で学歴を積んだ日本研究者やユダヤ研究者
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の手-と受け継がれていくことになるo この一世的な文化異存と二世以降の文

化異存の隙間をどう捉えるか｡私の今の関心はそのあたりにある｡
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Ⅳ

ドイツ括圏における

ユダヤ人アイデンティティ





ボ-ミア､プラハのユダヤ人

-19世紀末-20世紀初頭にかけての青静事情を中心に-

西川 智之

1.ボヘミアのユダヤ人の歴史

プラハにいっごろからユダヤ人が住み始めたのかは定かではないものの､ ll

世紀末にはすでにユダヤ人コミュニティーが作られていたとのことである｡ 1)

その後, 1096年の第1回十字軍や14世紀半ばのペスト蔓延に端を発するポグ

ロムにより､プラ-のユダヤ人コミュニティーは､他の都市のユダヤ人コミュ

ニティー同様､何度か消滅の危機を経験する｡ 2)当時の神聖ローマ帝国内にあ

った多くのユダヤ人コミュニティーは何度も繰り返される迫害の結果消えて行

ってしまうが,
3)プラ-のユダヤ人コミュニティーはその度ごとに再建され､

15世紀には600-900人ほどのユダヤ人がプラハで生活していた.その後も｢2

-3年間のプラハからの追放を命じた1541年および1557年のフェルディナン

トⅠ世の追放令はあったものの､フランクフルトを除けば､プラハは中世以来

絶えることなくユダヤ人が住み続けた唯一のヨーロッパの都市であった｡｣ 4)

皇帝や領主たちは､ある時は率先してユダヤ人に対する迫害や追放を繰り返

す一方で､ユダヤ人という財源を必要としていたために､ボへミヤ､特にプラ

ハのユダヤ人には保護政策がとられた｡その結果､ 18世紀前半にはプラハに住

むユダヤ人は330家族､ 1万人余りを数え､プラハの全人口の28パーセントを

占めるまでになっていた. 5)しかし1726年9月25日に皇帝通告das Reskript

が出され､ユダヤ人コミュニティーの発展は阻止されることになる｡この通告

でボ-ミアのユダヤ人世帯数は$541と決められ､各家族でl人の男子にしか結

婚は認められなくなり､この通告の出された1726年にユダヤ人が居住していた
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町村以外には住むことも禁止された結果, 6)ユダヤ人口は人工的に抑制される

ことになる｡

1741年から1748年まで続いたオーストリア継承戦争で､ボ-ミアが反ハプ

スブルクに回ったことに対する措置のひとつとして､マリア･テレ-ジアは

1745年の3月にプラハからユダヤ人を追放し､1748年までプラハに戻ることを

許さなかったが,一方で啓蒙主義という時代の流れの中で､農業や教育などの

分野での改革が進められ､やがてその恩恵ははユダヤ人にも及ぶことになる｡

マリア･テレ-ジアの後を継いだヨ-ゼフⅠⅠ世は､啓蒙主義的な改革をさら

に急激な形で推し進めたo 1781年の寛容令により､カトリック教徒以外にも信

仰の自由が認められ､また､ユダヤ教徒たちも手工業･商業に従事できるよう

になり､大学教育を受けることも可能となる｡ユダヤ人に対する服装規定も廃

止され,たとえば胸にユダヤ人であることを示す黄色いマークをつける必要は

なくなる｡ 7)ヵトリック側からの反発は強かったものの､徐々に解放が進み､

商工業の近代化の中で経済的･社会的な成功を収め､ユダヤ人の多くは,ドイ

ツ人社会-の同化を果たすことになる｡そしてそれは同時に､ユダヤ人の脱ユ

ダヤ化でもあった｡

｢経済的な上昇を成し遂げたユダヤ人ブルジョワジーの中には,自分たちの外に

広がる世界の文化を自分たちも楽しみたいという気持ちも目を覚ました｡ウィー

ンよりもさらに早い時期に､プラハのユダヤ人は学校教育を受け､流行の衣服に

身を包み,カフェーや劇場､オペラといったキリスト教徒の娯楽施設を訪れ,ユ

ダヤ的伝統をないがしろにしだした.｣
8)

しかし各世帯で一人の子供(男子)にしか結婚を認めないという結婚制限や

転居を藩めないという居住地の限定が廃止されるのは,革命後の1849年になっ

てからであり,他の市民と同じ自由･権利が認められるまでには､さらに1867

年12月21日の憲法の制定を待たねばならなかった｡

その1867年の憲法で請われた平等とはハブスブルク帝国内の｢民族の平等｣

であり､具体的には｢言語の平等性｣､ ｢自分の民族言語で教育を受ける権利｣

の保障であった｡､9)ハプスプルク帝国は現在のオーストリア､ハンガリー,チ

ェコ､スロヴァキア､ルーマニア､セルビア､クロアチア､ポーランドやイタ

リアの一部などを含む多民族国家であったが､ 1867年の憲法で言う｢民族｣と
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は今挙げたようなドイツ民族･ハンガリー民族･チェコ民族等々を指すものの,

しかしその中には｢ユダヤ民族｣は含まれていない｡ 10)1910年のボヘミアの人

口は670万人あまり､そしてその民族構成はドイツ系約37パーセント､チェコ

系約63パーセントとなっているが､ ll)ユダヤ人は自分の使用言語をドイツ語

と登録するかチェコ語と登録するかで､ドイツ系あるいはチェコ系の民族にカ

ウントされたのセある.そして､次節で見るように､ユダヤ人が自分の使用言

語をドイツ語と届け出るか､チェコ語と届け出るかという点には､その時代状

況が､具体的にはボ-ミアに住む二民族つまりチェコ人とドイツ人の力関係と

彼らとのユダヤ人の関係が大きく反映していることが分かるのである0

19世紀後半には､産業化により都市-の人口流入が続き､急激な人口増加に

対応し､またそれに伴う衛生問題等を解決するためもあって､ヨーロッパの各

都市は都心の再開発を迫られた｡ 1850年代に始まるオースマンによるパリの再

開発や､ 1$60年代に始まるウィーンのリングシュトラ-セの開発がその代表例

であるが､それはプラハでも同様であった｡プラハのユダヤ人街(ゲットー)

は､ 1$52年に他の4つの地区と統合され,あの寛容令を出してユダヤ人解放の

端緒を開いたヨ-ゼフII世にちなみ｢ヨ-ゼフ街Josefstadt,Josefov｣とされた｡

1896年には再開発が決定され,20世紀初頭までには旧ユダヤ人街のほとんどの

建物は取り壊されるが､それはユダヤ人解放のひとつのシンボルと考えること

もできるであろう｡しかし実際には19世紀末を待つまでもなく､いち早くこの

ユダヤ人衝から出て行く者も大勢いた｡自由を手にした多くのユダヤ人たちは､

地方からプラ-やウィーンを目指してやって来たし,また中には更に未知の可

能性を求めてアメリカ-と旅立つ者もいた｡ 12)

2･ボヘミアの歴史-チェコ人とドイツ人の桝係を中心に

前節で､プラ-のユダヤ人の使用言語は､チェコ人とドイツ人の関係と密接

に絡み合っていたと述べたが､この節ではボ-ミアのチェコ人とドイツ人の関

係について歴史的に概観してみたい｡

ボ-ミアは神聖ローマ帝国の属国とされ､ 11世紀にはすでにドイツ人の入植

が始まっていた｡しかし､ボ-ミアは王国として独自の発展を遂げ､特に神聖

ローマ帝国皇帝にもなったカレルⅠ世(神聖ローマ帝国皇帝カール4世)の治

世下には､聖ヴィ-ト大聖堂やカレル橋などいくつもの新たな建造物がプラハ

に建てられ,また134S年には中欧で最初の大学となるプラハ大学が創設される
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など､ボヘミア王国は最盛期を迎える｡この間もドイツからの植民は積極的に

受け入れられ､経済発展のひとつの原動力となった一方､ドイツ人が多く住む

都市部やドイツと国境を接する地域では､ドイツ語が話され､ドイツ化が進む｡

そうした中､ 15世紀のフス戦争(1422-31)は､ボヘミアでのカトリック以

外の宗派を認めさせたという点で,次世紀のプロテスタントの宗教改革に通じ

ていくが､チェコ人とドイツ人の関係という点から見ても共通点がある｡ドイ

ツ人はフス戦争の際にカトリック側についたのだが､それはチェコ人たちに反

ドイツの意識を目覚めさせ､チェコ常による著作やチェコ常による礼拝など､

チェコ人の民族意識と結びついていき､後のプロテスタントの宗教改革の下地

となっていくのである｡ 13)フス戦争により多くのドイツ人がボ-ミアから出て

行くが､ 15世紀半ばになるとまたドイツ人はボ-ミア-の入植を再開し､ドイ

ツ化も再び進行する｡

1438年ハプスブルク家のオーストリア公アルブレヒトが皇帝位に就いて以

莱,神聖ローマ帝国の皇帝位はハプスブルク家が独占することになる｡ハプス

ブルク家はキリスト教(カトリック)の盟主としての役割を負わされることに

なり,ボ-ミアの再カトリック化を図ろうとするが､フス派の勢力が強かった

ボヘミアでは,反ハプスプルク･反カトリック･反ドイツという意味合いから

プロテスタントも支持を拡大していった｡また､ハプスブルクも実際には､当

時脅威となっていたオスマントルコに対する軍事協力と引き換えに､ボ-ミア

貴族のプロテスタント信仰を認めざるをえない状況であった｡チェコ人の民族

意識も高揚し､それはチェコ諸による聖書の出版などの形で現れた｡

貧困にあえぐ農民たちはたびたび-摸を起こすが､それをよそに､とりわけ

上層貴族たちは特権的な生活を享受し続けていた｡皇帝ルドルフⅠⅠ世(在位

1576-1611)は宮廷をプラハに移し､アルチンボルドやティコ･プラ-エ,ケプ

ラーなどの芸術家､科学者のパトロンとして､あるいはやブリューゲルのコレ

クターとして,プラハをパリと並ぶような都にしようと夢見ていたo一方で､

ハプスブルクのプロテスタントに対する弾圧も次第に厳しくなり､また王国で

多くのドイツ人が官吏として採用され､ドイツ語が幅を利かすようになるにつ

れ､ボ-ミアのプロテスタントたちの反ハプスブルク感情も強まっていく.1618

年5月､ 2人の王国顧問官をプラハ城の窓から投げ出すという事件をきっかけ

に､ハプスブルク家とボ-ミアのプロテスタント貴族の対立は解きがたいもの

になり､ 1620年プラハの西方12キロのピーター･ホラで戦火を交えることに
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なった｡戦いはあっけなくも2時間で決着がついた｡その結果プロテスタント

勢力が一掃され､ボ-ミアはカトリック化される｡以降､ボ-ミア王はハブス

プルクの世襲となり,チェコ語と並んでドイツ語も公用語とされたことでます

ますドイツ化が進み,ドイツ語は貴族や富裕層の言語､チェコ語は農民や市民

下層の卑俗な言葉と見なされるようになっていく｡

ボ-ミアで再び民族主義が目を覚ますのは､ 1S世紀後半啓蒙主義の時代であ

る｡すでに述べたように､マリア･テレ-ジアそしてヨ-ゼフⅠⅠ世は啓蒙主義

政策をとる｡特にヨ-ゼフⅠⅠ世はカトリックの弱体化を図り,プロテスタント

やユダヤ教などの信仰を認めるが､一方で中央集権化を目指し､ドイツ語の共

通語化を推し進めようとした｡こうしたドイツ化に反発し,ボ-ミアの貴族･

知識人たちはチェコ語の再生に取り組んだ｡チェコ語の研究や共通の文章語を

作ろうという試みがなされ､また､チェコ語の新聞や文学作品､外国文学の翻

訳が試みられる｡しかしこうしたチェコ語の再生運動は､知識階級の文化的な

民族意識の高揚という側面が強く､民衆を巻き込んだ大きな運動となったのは

1848年の革命後のことである｡

ヨーロッパ各地に広がっていた産業革命はボ-ミアにも広がり,特に1850

年代には機械産業などを中心に産業が発展し､都市-の人口の流入が顕著にな

る｡近代化により社会の新たな階層化が進み,貧富の差が大きくなるが,その

一方で60年代の自由主義的な政治の流れの中で､チェコ人は自分たちの権利を

主張し続けるようになる｡それは､自由主義政権に替わって成立したターフェ

内閣の時に､言語令という形で実を結んだ(1880年).この言語令により､ボ

ヘミアの役所の窓口ではチェコ語とドイツ語の平等性が保障された｡まだ役所

内部での役人同士のやりとりはドイツ語とされてはいたものの､窓口業務の役

人にはチェコ語も話せることが求められたわけで,ドイツ語も話せるチェコ人

が多かったのに対しチェコ語の話せるドイツ人が少なかったことを考えると､

これはチェコ人にとっては非常に有利な法令であった｡すでにこの言語令に先

立ち､ 1867年12月に発布された憲法は教育における各民族言語の平等性を駆

っていた.また1869年には全国小学校法が制定され､それに基づき各民族言語

で授業を行う小学校の設置が進められ,識字率は大きく上昇していく｡また､

1882年にはプラハ大学がチェコ部とドイツ部-分割される.このように､制度

面･施設面にも後押しされて,チェコ人のより一層の権利を求める声はますま

す強くなる｡
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ボ-ミアの経済がさらに発展を続ける中で,農村部の貧しい人たちはウィー

ンやプラハなどの都市に押し寄せるが､それは住宅不足や衛生問題､失業問題

などを惹き起こしたo貧軌こあえぐ労働者たちの間には富裕層に対する不満や

憎しみが増大する｡彼らの憎悪の対象になったのは,大資本家であるドイツ人

やユダヤ人であった｡経済問題は民族主義と結びつき､徐々に政治的な民族対

立という形を取り始める｡ボ-ミアでは､そうした大衆の不満を吸収する形で

青年チェコ党が勢力を伸ばし､普通選挙の導入など様々な急進的な要求を繰り

返す｡それが端的な形で現れたのが1897年のパデーニの言語令である.議会の

混乱を抑えるために､首相のパデーニは青年チェコ党の要求を入れ､ l$80年の

ターフェの時よりもさらに踏み込んだ言語令を発布する｡この言語令では窓口

業務でのチェコ語とドイツ語の平等だけではなく､役所内部での平等も認めて

いた｡つまり,ボ-ミアの役所では市民からの申請等を役所内部で処理する際

には､それがドイツ語でなされていた場合はドイツ語で､チェコ帯でなされた

場合はチェコ語で､役人相互の連絡を取り合わなければならないというもので

あり,それは職員全員がチェコ語･ドイツ語両方をマスターしていなければな

らないということを意味した｡ドイツ人たちの激しい抗議を受け､パデーニは

この音帯令を撤回してしまうが､それが今度はチェコ人たちの怒りを買い､議

会は混乱を続けた｡ 1ヰ)

ハブスブルク帝国は､第一次世界大戦後に解体し､ボ-ミアはスロヴァキア

とともにチェコスロヴァキアとして新生するが､多くのドイツ人はそのままボ

-ミアにとどまり,チェコ語とドイツ語の並存という言語事情は基本的にはそ

のまま続いた｡

次節では､上述したようなチェコ語とドイツ語の関係の中で､ユダヤ人はど

のような言語選択を行ったのかについて見てみたい｡

3.ボヘミアのユダヤ人の書括

19世紀末にプラハあるいはボ-ミアに住んでいたユダヤ人のうち､どれくら

いの人数が-プライ語やイデイッシュ語を話せたかは分からないが､ -プライ

語を話すあるいは唱えることができたのは,ラビなどを除けば､少数の熱心な

ユダヤ教徒だけであろうし､イデイッシュ語を話せたのは,ガリツイアなどの

東方からやって来たユダヤ人か､老人たちだけであったろう｡しかし､以前は

ボ-ミアのユダヤ人たちも祈祷の時は-プライ語を唱え､日常生活ではイディ
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ツシュ語を話し､そしてチェコ語の地域に住むユダヤ人はチェコ語も話し,ま

たドイツ語地域のユダヤ人はドイツ語も話していた｡多分行商をしていたユダ

ヤ人などは､チェコ語･ドイツ語両方を話すこともできたであろう｡

こうした状況に変化が現れるのは18世紀後半である.マリア･テレ-ジアは

教育の普及を目的に1774年に学校令を出し､小学校の義務教育化を命じた｡そ

の後を継いだヨ-ゼフⅠⅠ世も､教育改革を引き続き推し進め､さらには､行政･

教育の一元化を図るためドイツ語を共通言語としようとしたが､それはチェコ

人たちの抵抗が強かったため､結局は頓挫する｡田舎のそして貧しい人たちの

中で実際に小学校に行っていた数はそれほど多くはないであろうが､それでも

ヨ-ゼフ主義はその後の社会の流れを方向づけた｡教育は普及していった0
15)

ボ-ミアのドイツ化は進み､特に都市部のチェコ人にドイツ語･ドイツ文化は

浸透して行ったo 16)ユダヤ人のドイツ化の傾向も-層強まった｡イデイッシュ

語は話されなくなり､世俗化はさらに進展した｡

｢ヨ-ゼフⅠⅠ世の通告が出されてからはドイツ語が田舎町まで強制的に浸透して

きた. 1i50年頃には恐らく､中央ボ-ミアのユダヤ人はみんな二言帯(ドイツ語･

チェコ語)を話したであろうが､教育はドイツ語での教育が圧倒的な多数を占め

ていた｡｣
17)

(括弧内補足筆者)

第一節で述べたように､ 1849年にユダヤ人はゲットーから解放され､社会の

中で成功するチャンスが､他の民族と同じように与えられたことになる｡その

ためには教育は最大の武器と考えられた｡より高度の学歴は,社会でのより大

きな成功を約束してくれたからである｡次に挙げる数字は､ボ-ミアの中等教

育機関におけるユダヤ人生徒数である｡ ( )に入っていない数字はギムナジ

ウムと実科ギムナジウムRealgymnasiumの生徒数, ( )に入った数字は実

業学校Realschuleの生徒数であるo 18)

1i51年411人(-)

1$70年950人(346人)

1$60*354^ (102^)

1880年1716人(586人)

1$70年あるいは1880年の生徒数の急激な伸びは､ 67年の憲法制定, 1869年

の小学校法の制定も大きな要因となっているだろう｡もちろんこうした教育の
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普及はユダヤ人にだけ限られたものではなく､ 19世紀後半には他の民族の中等

教育機関-の進学率も上がり､生徒数も上昇したと思われるが､次のデータを

見れば､ユダヤ人がいかに教育に期待をかけていたかが分かる｡ 19)人口100000

人当たり何人がギムナジウムあるいは実業学校に通っていたかを､ボ-ミアの

ユダヤ教徒とキリスト教徒で比べたものである｡
20)

ユダヤ教徒
-

キリスト教徒

1867-71 *

1878-$2年

1888-92 *

1898-1902 *

134

242

260

279

21

32

29

36

すでに言及したように､ 1869年の小学校法により､ハプスブルク帝国では各

民族語で教育を受ける権利が与えられたのだが､ボ-ミアではそれはドイツ語

で授業を行う小学校と,チェコ語で授業を行う小学校が整備されていったこと

を意味する.前貢で､ ｢1850年頃には恐らく,中央ボ-ミアのユダヤ人は-ド

イツ語での教育が圧倒的な多数を占めていた｣と引用したが､こうした事情は

70年代以降変わったであろうか｡次の表はドイツ系学校区とチェコ系学校区の

公立小学校のユダヤ人生徒数を比べたものである｡
21)

表1)ドイツ系小学校区･チェコ系小学校区のユダヤ人生徒数

公立′ト学校

学校区

午
ドイツ系 チェコ系

1880* 5908 2770

1$90* 5439 4791

1900年 5137 6131

この数字を見ると､ 19世紀末には,ユダヤ人の言語選択はチェコ語の側に大

きく針が振れたことを示している. 1880年にはユダヤ人の子供の7割近く

(68.1%)が､ドイツ系の小学校に通っていたのが, 1890年には53.2%にまで

減り､ 1900年にはその数字は逆転し,ユダヤ人の子供の過半数(54.4%)がチ
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ェコ系の小学校に通っていたことが分かる｡

ギムナジウムのユダヤ人生徒数の分布も見てみよう. 22)

表2)ドイツ系･チェコ系ギムナジウム､実業学校のユダヤ人生徒数

55

ギムナジウム.実科ギムナジウム 実業学校

年度 ドイツ系 チェコ系 ドイツ系 チlIコ系

1883/84 1468 380 411 42

l893/94 1419 4$3 62l 104

1903/04 1006 406 1017 315

この数字を見ると､やはりチェコ系のギムナジウム,実業学校の生徒数が増

えているが､ただその伸び方は小学校の場合ほど極端ではないことが分かる｡

実業学校のドイツ系生徒数:チェコ系生徒数の比率を比べてみると､ 1i83/84

年度の9 : 1の割合が93/94年度には6 : 1に,そして1903/04年度には3 :

1に,かなり大きく変化していることが分かるが,それでも実業学校生の4分

の3はドイツ系の学校を選んでいるo ギムナジウムの場合は､ 1883/84年度で

はユダヤ人の生徒の8割近くはドイツ系を選んでいるが,その割合は93/94年

度は約75%､ 1903/04年度でも7割以上がドイツ系ギムナジウムに通っており､

ドイツ系からチェコ系-の変化はさらにゆるやかなものであったことが分かる｡

大学生の数はどうであろうか.すでに述べたように､ 1882年にプラハ大学は

ドイツ語部とチェコ語部に分割されるが､その直前の1881/82年度の冬学期の

学生数はキリスト教徒1905人に対し､ユダヤ教徒242人であり､ 23)全学生数

に占めるユダヤ教徒の割合は1l.3%であった｡下の表24)はドイツ語部とチェコ

語部に分割後の,各部でのユダヤ人学生数を挙げたものであるが､表1)で挙

げた公立小学校の生徒数の推移との間の違いはさらにはっきりしている｡小学

校の場合は､すでに1900年にはチェコ系の小学校-通う生徒数が過半数を占め

たのに対し､大学では1905, 06年でもまだ8割以上のユダヤ人はドイツ語部を

選んでいる. 1918年､ -プスプルク帝国が解体し､チェコスロヴァキアが誕生

すると､多くのドイツ系住民がプラハを出て,ドイツに移住していくが､ 25)そ

れでもなおユダヤ人の過半数はドイツ語部を選んでいる｡はっきりとした変化

が見られるのは1920年代も後半に入ってからであり, 1930年になると数字が

逆転し､チェコ語部を選ぶユダヤ人学生が過半数を占めるようになる0
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表3)プラハ大学(ドイツ語部･チェコ語部)のユダヤ人学生数

ドイツ語部 チェコ語部 両部合計学生数
ドイツ語部

学生数の割合

WS1891/92 52S 57 585 90.3%

WS1901/02 395 84 479 82.5%

l905 367 72 439 83.6%

1906 296 66 362 81.8%

192l 1400 469 1869 74.9%

1922 1321 369 1690 78.2%

1928 1431 960 2391 59.S%

1929 12$1 1146 2427 52.8%

1ら30 1069 142l 2490 42.9%

さて,以上のように､ボ-ミアのユダヤ人の言語選択がドイツ語からチェコ

請-と移行して行ったことははっきりしているわけだが,しかし小学校とギム

ナジウム,大学を比べてみた場合,その違いも大きいことが分かった｡すでに

述べたように､チェコ語を選ぶユダヤ人が増えていった背景としては,チェコ

人の経済進出がまず考えられる｡ 19世紀後半のボ-ミアの機械工業を中心とし

た経済発展は,将来はチェコ語を学んでいたほうが自分たちには有利かもしれ

ないとユダヤ人に考えさせたのであろう｡

しかし､それよりも大きかったのは19世紀末にかけて激化する民族主義運動

である｡すでに述べたように､反資本主義を唱えるチェコ人労働者の批判はド

イツ人だけではなく､ユダヤ人にも向けられた｡また,勢いを増すチェコ民族

主義に危機を感じ､ドイツ民族主義も台頭してきた｡そしてその矛先もユダヤ

人に向けられた.何か騒ぎが起こると､ユダヤ人はどちらの側からも其撃の標

的とされた.26)もともとユダヤ人はドイツ語もチェコ語も話せる人間が多かっ

たので､自分の日常使用言語を届けなければならない時には､とりあえず,敬

の多いチェコ人を慮ってチェコ語と届け出て､自分の子供もチェコ系の小学校

に通わせたのであろう｡また､ドイツ民族主義運動の中で出てきたシェ-ネラ

ーらの反ユダヤ主義に対する反発もあったのかもしれない｡それでは､なぜギ

ムナジウム､大学と上の教育機関にいくほど､ドイツ語を選ぶユダヤ人が多か

ったのであろう｡ 良.M.Wlascbekはその著書の中でHugo HeⅢnamの『あの当時
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InjenenTagen』からの次の一節を引用している.
27)

｢そういうわけで､チェコ帯地域のユダヤ人一彼らは自分たちのことを熱を

込めてチェコユダヤ人と呼んでいたが-そうしたチェコ番地域のユダヤ人の

中には,チェコ人であろうとして､チェコ語だけを話し,チェコ語の本だけ

を読み､子供たちをチェコ静の学校にしか通わせず､ソコル21)で体換をさせ

ようとする少数の人たちがいた｡彼らはドイツ的なもの､ゲルマン的なもの､

そしてある時期以降はオーストリア的なものをすべて憎み､しかしまたユダ

ヤ的なものすべてを,宗教的信条,一倍仰をすら捨七てしまっていた.しかし

大多数の人たちは曲芸を成し遂げようと考える人たちだった｡つまり､街や

商売など市民生活ではチェコ人であろうとし､宗教的には完全なユダヤ人で

あろうとし､そして家庭では､他に誰も開いていない時には､世界語である

ドイツ語を話し､ 『時間Cas 29)』の他に『プラハ日報das Prger Tagblaat』を購

読していた｡｣
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すでに述べてきたように､ボ-ミアのユダヤ人にとってドイツ語は､彼らの

解放と結びつく言語であった｡ヨ-ゼフⅠⅠ世の寛容令がそうであり､ドイツ自

由派が実現した憲法上の平等がそうであった｡時代の流れの中で､ボ-ミアユ

ダヤ人の言語選択がチェコ語の方に少しずつ比重が移っていくのは当然のこと

であるが,自らの民族の歴史の中での経験と照らして､チェコ語にすべてを賭

けてしまうことの危険性も承知していた｡特に同化ユダヤ人にとっては､ドイ

ツ語を捨てることは自分たちの今享受している文化を,そしてやっと与えられ

た自由を否定してしまうような心情もあったのではないだろうか｡ドイツ系の

ギムナジウムや大学を出たほうが出世するためには有利であるという現実的な

側面も強かったではあろうが,現在自分たちが同化してしまっているドイツ文

化に対する満足感･信頼のようなものがその根底にはあったのではないだろう

か｡いずれにしろ､ボ-ミアのほとんどのユダヤ人はイデイッシュ語という自

分たちの言語を捨て､ユダヤ教という自分たちの宗教からも離れることで､ド

イツ文化やチェコの社会に同化し､やっとの思いで他の民族との平等を手に入

れたわけだが,それも長続きはしなかった｡ 30)1939年にボ-ミアとモラヴィア

はナチス･ドイツの保護領とされ､多くのユダヤ人が強制収容所に送られ犠牲

となった｡しかし,収容所を生き延び戦後を迎えたユダヤ人たちが故郷に戻っ

ても､彼らを待ち受けていたのは迫害であった｡戦後ほとんどのユダヤ人は財
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産を没収され, 1948年から50年までの2年間だけで､ 17270人のユダヤ人がチ

ェコスロヴァキアからイスラエルに移住している｡
31)
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23) ¢bd.,S.35
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25) 1910年の統計では､ドイツ系住民の全人口に占める割合は､シレジアで43.90%､

ボ-ミア36.76%､モラヴィア27.62%であったが､ 1921年にはチェコスロヴァキア

全体でドイツ人は312万人で全人口の23.4%､ユダヤ人は1.3%に減り､ 1930年に

はドイツ人22.3%､ユダヤ人1.3%となっているo (南塚 前掲書286貢､ボヌール

前掲書113-114貫参照)
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27) ebd.,S.56

2S) 1862年に設立されたチェコの青少年のためのスポーツ組織
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30)混任するいくつかの民族の乱擦の中で､地域社会に同化しながら生きざるをえな

かったのは､もちろんボ-ミアのユダヤ人だけではなかった｡野村真理は｢恩書の

彼方一束ガリツイアのポーランド人･ユダヤ人･ウクライナ人｣ (望田幸男･村岡健
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の中で､ガリツイアの中心都市レンベルクを取り上げ､ポーランド人とウクライナ

人の間で歴史の波にもてあそばれるユダヤ人の運命を､特にハプスプルク帝国崩壊

後の1918年11月に起きたポグロムに焦点を当てて描いている0

31) Wlasd1¢k: a.a.0., S.223



｢屑｣としての詩人

ゲルトルート･コルマルとヴァルター･

ベンヤミンにおける収集のモチ丁フ

山口 庸子

I.はじめに

べルリン生まれで､アウシュヴィッツに移送されて消息を絶ったユダヤ系の

詩人ゲルトルート･コルマル(本名ゲルトルート･ホドチ-スナ- 1894-1943)

は､批評家ヴァルター･ベンヤミン(1892-1940)の母方の従妹であるo 1)二人

の共通の祖母--トヴィヒ･シェーンフリースの面影は､ベンヤミンのエッセ

イ｢ブルーメスホ-フ12番地｣ ( 『1900年ごろのベルリンの幼年時代』所収)

に書き留められている｡

ベンヤミン家とホドチ-スナ一家の7人の子供たちを撮影した1906年の写真

には､ベンヤミンとコルマルの姿もあり､二人が幼い頃から互いを見知ってい

たことは疑いない｡長じてベンヤミンは少なくとも二度､コルマルの作品発表

を後押ししている｡だが残されている伝記的資料から､二人の間に密度の濃い

精神的交流があったと推定することは難しい｡後にベンヤミンの弟ゲオルクの

妻となるヒルデ･ベンヤミンは､ベンヤミン家とコルマルとの間に｢特に密な

関係｣があるとは感じられなかったと回想している｡ 2)コルマルの末妹ヒルデ･

ヴェンツェルによれば､ベンヤミンはコルマルに｢一目置いて｣はいたが､ ｢文

学的な衝動｣以外は､彼らは性格が根本的に異なっていたというo 3)コルマル

が､ベンヤミンの著作を読んでいたという記録や証言は無い｡グドゥルン･イ

ェ-ガ-は､周囲の証言や､コルマルからベンヤミンに宛てた二通の書簡の分
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折から､彼らの間の｢知的な交流｣の乏しさを結論づけている｡
4)

一方､ビルギット･R･エルドレは､コルマルの作品分析から､コルマルの

詩学と､ベンヤミンの歴史哲学の類似性を指摘している｡ 5)事実､以下で検

討するように､両者の間には､歴史観や鍵となるモチーフに多くの共通点が見ら

れる｡だが生前はほとんど無名の詩人に終わったコルマルの思想形成を知る辛

がかりは､極めて乏しく､伝記的資料と作品分析との帝離を埋める資料が､今後

発見される可能性も低い｡

従って本稿では,コルマルとベンヤミンの間に直接･間接の影響関係があっ

たのか否かという･問いは､宙吊りにしておく｡その上で､コルマルの作品の重

要なメルクマールである収集のモチーフを､ベンヤミンを参照しつつ論じてみ

たい｡歴史の｢屑｣を収集-救済しようとする志向において､コルマルの詩学

とベンヤミン歴史哲学には､驚嘆すべき類似性が認められるからである｡

2.コルマルとベンヤミンのr知的な交流｣

コルマルとベンヤミンのテクスト分析を始める前に､やはり知られている限

りの両者の｢知的な交流｣を跡づけておきたい｡先に述べたように､ベンヤミ

ンはコルマルの作品発表を二度後押ししている｡ 192客年に定評のある雑誌『文

学界Die Literarische Welt』の復活奈別冊に掲載されたコルマルの二つの詩( ｢大

花火｣ ｢りんご｣)には､以下のようなベンヤミンの紹介文が添えられていた｡

rこの著者には､現在のところ､ 1917年にべルリンのエーゴン･フライシェルか

ら出版された『詩集』一巻があるのみである.だがこの昔の処女作に注意を喚起

するというより､読者の耳に､アネッテ･フォン･ドロステ以来,ドイツの女性

詩において絶えていた響きを届かせるために,私は以下の二つの詩を公表する｡

ヴァルター･ベンヤミン｣
6)

1929年には,これもベンヤミンの仲介で､マックス･リュヒナ一編集の雑誌

『新スイス展望Neue ScbweizerR皿dscbau』に､コルマルの詩三篇(｢祈る女｣

｢ラッサンの紋章｣ ｢放浪の女｣)が掲載されている｡
7)

コルマルからベンヤミン宛てに､二通の書簡が残されている｡
S)ベンヤミン

からコルマルに宛てた書簡は発見されていないoコルマルからの-通目は1934

年10月10日付で,ベンヤミンが亡命先のデンマークから出した便りを受けて
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書かれたと思われる｡コルマルは､同年に出版されたばかりの彼女の詩集『プ

ロイセンの紋章preusisscheWappen』について､ベンヤミンに『フランクフルト

新聞Frank触erZeitung』に掲載する書評を求めている.だがもう-通の､ 1934

年11月5日付けのコルマルの手紙の内容から判断すると,ベンヤミンは書評を

断ったらしい｡彼は｢新しい創造的拝情詩の頂点かつ終点｣として三人の詩人

の名を挙げ､コルマルの詩作を批判したようだ｡ 9)コルマルはベンヤミンから

書評を得られない残念さを伝え､ベンヤミンの批判に言わば弁明するような形

で､彼女が影響を受けた詩人の名前-リルケ､ヴエルフェル,ルコント･ド･

リール､ヴァレリー､ランボー､ミルトン-を挙げているo10)クリエスラ･

カンバスは､コルマルが､ベンヤミンが青春時代に熱狂したシュピッチラーに

言及していることから､彼らが文学について論じ合ったのは､け10年から1914

頃までだろうと推測している｡ ll)コルマルとベンヤミンの類似を如実に感じさ

せる､バロック文学やボードレールについての言及は書簡には存在しない｡

3.アレゴリカーとしての詩人

ベンヤミンの紹介で『文学界』に掲載されたコルマルの詩｢りんご｣は､後

に｢ツイナの紋章｣と名を変えて1934年出版の詩集『プロイセンの紋章』 (『プ

ロイセンの紋章鑑Das preussische Wappenbuch 』からの抜粋)に収められるこ

とになる｡これらの紋章詩は､コルマルの弟ゲオルクが､カフェ･ハーグ社の

包装紙から切り抜いて｢収集｣していた紋章に､コルマルが詩をつけたもので

ある.と言うと､いかにもがらくたのように見えるが-そして｢がらくた｣

の収集こそ､コルマル及びベンヤミンの収集の哲学なのだが-そうではない.

ハーグ社の包装続に印刷されていたのは, 20世紀初頭の紋章学の改革者オット

ー･フップが､調査･収集したドイツの都市や村落の印章および紋章であった｡

売れ行き不振のため途絶していたフップの紋章鑑の発行を援助するため､企業

家ルートヴィヒ･ロゼ-リクスは､これらの紋章を自社の包装紙に広告として

印刷させたのだ｡
12)

コルマルの詩と,バロック詩との親縁性に関しては､生前の発表当時から指

摘がある｡ ｢この拝情詩の際立った特徴は､バロックである｡特異なイメージと

文様的あるいは絵画的な装飾を､惜しげもなく費やした言語である｣ 13)と,フ

-ゴー･ラ-マンスキーは論評している｡ベンヤミンが『ドイツ悲劇の根源』

で述べていることに従えば､バロックの知の理想は､ ｢ (収集し)書庫に収める
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ことMagazimierung｣ 14)であった.フップとゲオルクによる二重の｢収集｣のモ

チーフが､コルマルの紋章詩の成立の過程で浮かび上がってくるのが興味深い｡

コルマルの紋章詩は､それぞれの紋章の地の色や図像を描写する短い題詞と､

その図柄から自由に連想を展開した詩の本文から成り立っている｡たとえば､

｢ア-レンの紋章｣では､ノルトライン･ヴェストファーレン州の都市ア-レ

ンの紋章を題材とし､ ｢赤地に､翼を持ち黄金の冠を戴いた､丸くなったウナギ｣

と図柄が説明されている｡そして詩の本文では､ウナギが一人称の語り手とな

る｡
15) ｢ッィナの紋章｣がもともと｢りんご｣と題されていたのも,紋章に描

かれた女性像が,左手にりんごを持っているからである｡

『プロイセンの紋章』の諸詩が示す､具象的な｢図像｣ (と言っても､この詩

集には紋章は印刷されず､文字によって説明されているだけなのだが)と､そ

の図像にもとの紋章の意味とは別の意味を付与するコルマルとの関係は､ 『ド

イツ悲劇の根源』の中で述べられた､エンブレムとそれを読み解くアレゴリカ

ーの関係によく似ている｡ ｢対象は､アレゴリカーが対象に付与するものを､己

れの意味として受け取る｡アレゴリカーは､自分が対象に付与しようとするも

のをこの対象の内部に含み込ませて､その深部に到達するのだ.｣
16)

また､ベンヤミンが､バロック悲劇における慣例として挙げている､具体的

事象とアレゴリー的事象に同時に向けられた｢二重表題｣ 17)は,コルマルの詩

圏『寄葎の像』で採用されている技法である. 18)ベンヤミンが､ 『ドイツ悲劇

の根源』出版したのは1928年,コルマルの『プロイセンの紋章鑑』の詩が成立

したのは､1927年から192S年にかけての冬と考えられ､成立の時期も極めて近

い｡

4. ｢屑拾い｣の形t

コルマルの詩｢屑拾いの女DieLtmpensammlerin｣と､ベンヤミンの『ボード

レールにおける第二帝政期のパリ』は､どちらもボードレールに依拠しつつ､

詩人のメタファーとしての｢屑拾い｣の形象を扱っている｡
19)

ベンヤミンの『ボードレールにおける第二帝政期のパリ』は､生前は一度も

活字になることなく､完全なテクストの形で初めて出版されたのは､ 1969年の

ことである.
20)

『ドイツ悲劇の根源』においてアレゴリカーに読み解かれるエ

ンブレムとは異なって､ここでは｢屑｣は､ベンヤミンが生きる現在と結びつ

く｡屑を収集し分類することは､産業資本主義社会のシステムを分析すること
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である｡産業社資本主義の｢真実の姿｣は､ ｢絢欄豪華の商品や技術的生産力｣

にではなく､それらが｢廃棄物｣になるときに現れるからである｡ 21)

ベンヤミンは,ボードレールの『葡萄酒とハシッシュ』を引用しつつ,屑拾

いの身振りと詩人の身振りの同一性を指摘しているc屑拾いは｢この大都市が

投げ捨てたすべて､失ったすべて､軽蔑したすべて,踏みにじったすべて｣を

｢集めて回｣り､その｢目録を作｣る｡ ｢この描写は､詩人の振る舞いを,ボー

ドレールが長い比喰を使って存分に述べた唯一の箇所である｡屑拾いあるいは

叙情詩人-どちらにも残り樺Abhubが大事なのだoどちらも市民が眠り呆け

ている時間に､孤独に仕事に勤しむ｡両者の身振りすら同じである｡｣
22)

コルマルの｢屑拾いの女｣は､ 193S年に出版され直後に絶版となった詩集『女

と動物たちDieFrauunddieTiere』に収められている｡ボードレールのテクスト

に定着された､大都市から排除された事物を拾って回る屑拾い-詩人の身振り

は､この｢屑拾いの女｣でも踏襲されている｡ 23)そもそもコルマルの｢屑拾い

の女｣には､ボードレールのテクストの引用や暗示が織り込まれている｡
24)っ

まり｢屑拾いの女｣というテクストの形成過程で､ ｢屑拾い｣と｢詩人｣に共通

する身振りである｢収集｣の行為が行われているのである｡それでは､テクス

トの意味内容のレベルで､この屑拾い-詩人が行う収集の行為はどのように表

現されるのか｡

Die stillen Dinge heiben tot,

Und蝕hllos, im Verderb bestandig;

Das schwitzt kein Geld, das ibt kein Brot

Undwird mir gene doch lebendig

und seufi( und weint und redet
Not. 25)

動かざる無言の物たちは､命なく,

情もなく､腐り果てるがままだと言う｡

それらは､汗して金も稼がず,パンも食わない､

だが､わたしの前ではたちまち生き返り､

溜息をつき､泣き､苦しみを語るのだ｡

一行目の｢動かざる無言の物たちDie stillen Dinge｣は, 『恵の華』所収の詩

｢高邦｣にある｢口きかぬ物たち【l]esehosesmuettes｣の翻訳･引用であるo 26)
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｢口をきけぬmuetJの訳語にsttmではなく､ stillを用いることで､コルマル

の｢物たち｣は, ｢静止｣と｢無言｣という二重の意味を帯びることになる｡運

動性および身体性の欠如と､言語の欠如が､死物である屑たちのメルクマール

なのだ｡だが三行目になると,これらの屑は､単なる産業廃棄物から,産業社

会で生きる人間の相貌を帯び始める｡屑たちは｢汗して金も稼がず､パンも食

わないDas schwitztkein Geld, das iBtkeinBrotJoつまり､屑とは産業廃棄物のみ

ならず､ ｢汗して金を稼ぎ､その金でパンを買う｣という､資本主義社会の模範

的人間のあり方から脱落した不要物-たとえば浮浪者や老人-を含意して

いるo支配的言説(r-であると言われるheiBen｣)の中でモノとして扱われる

これら不要物に､語り(｢reden｣)と身体性をもたらすのが､屑拾いの女の言葉,

すなわち詩的言語である｡屑たちについてのr命無くtotJ ｢情も無Rihllos｣い

という無生物としての形容と､ ｢生き返り1ebendigJ ｢溜息をつきseufdJ ｢泣く

weint｣､という生きた人間としての形容が､流通する支配的言説と､対抗的言

説としての詩との対比を浮き上がらせている｡

この褐色の壕から誰が飲んだのか

なぜ彼は､壌の首を投げ砕いたか?

帽子が萎れてふわりと棚から落ちた｡

ほら､その頭が,引きちぎられ転がっている､

その縁が､くしやくしやに丸められ病んでいる｡

この第二連には､ ｢屑｣を生み出す資本主義社会のメカニズムと､その暴力性

が描写されている｡これらの屑も､最初は商品だったのであり､商品として消

費された後に(｢壌｣は空になり､ ｢帽子｣は萎れて棚から落ちた)不要物とな

り破壊されたのである.砕かれた｢首Hals｣や引きちぎられた｢頭KopfJなど

の身体部分を表す名詞は,これらの｢屑｣が,ばらばらになった屍体であるこ

とを示している｡屑たちが語りや身体性を手に入れるとは言っても,ギリシア

彫刻の身体のような､無傷の滑らかさを回復するわけではない｡彼らはあくま

で屍体や病みあるいは穀損された身体として､ ｢びっこをひきhinkt｣ (第三連)､

哀れな｢ダンス｣ (第四連)を踊り,言葉ならざる言葉で語るしかないのだ｡

ここで､ 『ドイツ悲劇の根源』に語られた､ ｢有機的なものの破片の中に,真

の､定着された､文字にふさわしい意味を読み取る-拾い上げるauflesen｣ 27)た
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めには肉体は破壊されねばならぬ､という｢エンブレムとしての屍体Jの概念

を思い浮かべることは難しくない｡ベンヤミンの遺稿である『歴史の概念につ

いて』の中でも､進歩という嵐に吹き携われていく｢新しい天使｣は､おそら

く廃嘘に留まって｢死者たちを目覚めさせ､破砕されたものを集めdie Totem

weckenund dぉZerschlagene zusammenfugen｣ 28)たいのだと述べられている.都

会の屑たちを目覚めさせ,語らせる｢屑拾いの女｣と､死者たちを目覚めさせ

ようと願う｢新しい天使｣の類似性は紛れもない｡女の立つごみ捨て場は､ ｢新

しい天使｣の眼前に広がる､ ｢唯一の破局｣としての過去の歴史ではなかった

か｡

だが､コルマルの詩学をベンヤミンの歴史哲学と分かつのは､この詩の最終

連である第五連である｡

袋を持ち荷車を引いた大きな黒い影が､

柔らかに身を翻しつつ,わが足元に現れる｡

漉さを増し､灰色になる影o そして影は投げ込むだろう､

いっかわたしが熱い杖にもたれ､身体を強ばらせるとき､

このわたしもまたわれらのごみの中-｡わたしをもまた｡

生物の持つ｢柔らかさ｣と､屍体の｢強ばり｣は､ここでは時間的な軸に移

し変えられている｡未来の｢いつかeinst｣､屑拾いの女が､杖をつく老人とな

ったとき､彼女のもとに｢袋を持ち荷車を引いた大きな黒い影｣が現れる｡若

く軽やかな身体を持つ､この新たな屑拾いは､すでに不要な老人となった｢屑

拾いの女｣を｢ごみ｣の中に投げ込む｡ここには,人間を使い捨てにする資本

主義社会のサイクルは,わが身においても貫徹され､自分もまた歴史の屑とな

るであろうというコルマルの冷徹な認識が示されている｡進歩とは､楽園から

の嵐に吹き摸われることではなく､己れの眼前に広がる瓦磯の一部と化すこと

なのだ｡

実は最終連は､ 『悪の華』の詩｢告解｣にある美しい女の告白｢愛も美しさも,

すべては崩れる定め､いつの日か､ <忘却>が背負い屑龍に投げ込んで/<永

遠>にそれを返す! ｣ 29)を踏まえている｡ところがこの最終連が､暗示してい

るのではないかと思われるもう一つのテクストがある. 1930年に発表されたベ

ンヤミンの書評｢アウトサイダーが存在感を示す｡ S･クラカウア-の『サラ
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リーマンについて』｣である｡この中でベンヤミンは､批評家ジークフリート･

クラカウア-の批評のスタイルを､ ｢夜明けの屑拾いLumpensammler im

Morgengrauen｣に愉えている. ｢彼は自分の杖で､語りのボロ布や､言葉の切れ

端を拾い上げ､ぶつぶつと頑固そうに咳きながら､少し酒の残った様子で､荷

車の中に投げ込むのだ｡時には, <人類><内面性><沈潜>といった色極せ

たキャラコの布地からあれこれを抜き出して､噸るように朝風にはためかせる

こともある｡早暁の屑拾い一軍命の日の夜明けの｡｣
30)

荷車や杖といった小道具の共通性はさておいて､気になるのは｢灰色grau｣

という色彩である｡ベンヤミンの屑拾いが出没するのは, ｢夜明けMorgengrauen｣

で､ grauと同語源のgrauen (白む)を含む｡一方､コルマルの｢灰色になるwachst

【…】grauJ影は､人生の黄昏に現れる.両者は明らかに時間的な対照関係にあるo

もしかしたらコルマルは､ボードレールだけでなくベンヤミンのテクストから

も表象を収集し､それを密かに転倒して見せたのではなかったか｡

5. r屑Jとしてのユダヤ人-コルマルの『ユダヤ人の母』 31)

屑拾いの女が屑に転じるという暗然たる弁証法には､コルマルのユダヤ人と

しての自覚が深く関わっている｡コルマルはユダヤ人を､いずれドイツ社会か

ら暴力的に排除されるであろう｢屑｣として､明確に位置づけていた｡ドイツ

性とユダヤ性の｢共生｣を信じた多くの同化ユダヤ人の希望的観測と比較すれ

ば､その罷織の明噺さは際立っている｡ 32)確かな予感を持ちながら早期にドイ

ツを逃れなかったのは､高齢の父ゆえと言われている｡
33)

幼女強姦と母親による子殺しというショッキングな題材を扱ったコルマルの

小説『ユダヤ人の母』(1930-1931年成立､ 1965年初版)には､ ｢屑としてのユ

ダヤ人｣のテーマが明確に現れている｡ユダヤ人の動物写真家マルタ･ヴオル

クと､ドイツ人の夫フリ｢ドリヒの間に生まれた五歳のウルズラは､何者かに

強姦され､発狂する｡黒髪に黒い眼のマルタと金髪碧眼のフリードリヒの対比

が示すように,この小説の登場人物は､意図的に類型化されている｡混血の少

女ウルズラの｢夜のような｣眼と髪は､輝かしいドイツ性を汚染するユダヤ的

な闇の象徴である｡ ｢まるで､この子が生まれる時に､父親の明るさと母親の闇

が争って､彼女の暗黒が､彼の光輝を打ち負かし､食り喰らったかのようだっ

た｡｣34)

この小説でコルマルが用いる幼女強姦のモチーフは､この種の事件が頻発し
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ていたワイマール共和国末期の世相を反映していると思われる｡ 35)それと同時

に､ヨーロッパの民俗伝承の中で｢ユダヤの美女｣に付与されてきた｢非常に

特殊な性的意味｣にも注意が払われるべきだろう｡ユダヤ人女性は､ ｢最も真面

目な小説においても､全く決まりきった役割を持たされている｣と､サルトルは

指摘しているo彼女は｢始終､凌辱され,乱暴される｣ 36)のだo

強姦事件の犯行現場は､ ｢ゴミ処理ジードルング siedlung MBllabfuhr｣と津

名された菜園の荒れた一角､ ｢便所のような｣建物の中であるoワイマール期に

次々と建設された先端的な噛水餅地｣と､都会の暗部｢ゴミ処理場｣が結合
したその名は､快適さと不快なものの排除が､表裏一体であることを示してい

るo ｢汚物unratの中に投げ捨てられ､ぐしやぐしやになった､紙屑､靴磨きの

ボロ布｣ 37)のような姿で発見されたウルズラは,人格を破壊され､ただ泣き叫

ぶだけの｢叫ぶモノSchreiding｣ 38)にまで退行している｡傷っけられ､言葉な

らざる言葉を叫ぶだけの少女は､先に｢屑拾いの女｣が拾い集めていた屑その

ものであり､ゴミの山から彼女を抱き上げるマルタは､ ｢屑拾いの女｣の前身と

いうことになろう｡エルドレは,混血の少女に対する暴力に､ ｢ユダヤ人とドイ

ツ人の文化的対話｣の挫折を読み取っている｡強姦は｢ドイツ社会による暴力

的な他者の同化｣のメタファーである｡ 39)他者は他者性を消去され､モノとし

て所有の対象になり､しかる後に捨てられる｡それは､同化ユダヤ人が人間か

ら屑に賠められる瞬間の形象化なのである｡

6. r屑｣の救済-コルマルの『ズザンナ』におけるrせむしの小人｣

ベンヤミンの｢せむしの小人｣は､ 『ベルリンの幼年時代』に現れる｡ ｢せむ

しの小人｣に見つめられると,注意力が散漫になって物を壊してしまい､ ｢破片

の山｣ 40)の前に立ち尽くす破目になる｡ ｢せむしの小人｣と｢屑拾い｣の類似性

は､その姿形からも明らかである｡

｢屑屋は屑やぼろきれをいれる｢駕篭｣を背負っている｡せむしの小人が背中に

｢癌｣を背負っている`ように､屑屋も癖のごとき駕篭を背負っている｡屑屋は小

人のように人目をはばかって､背中を曲げ下を向き,いじましいものを拾い歩

く｡｣41)

コルマルの｢せむしの小人｣は,遺された最後の短編小説『ズザンナ』 (1939
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-1940年成立､ 1959年初版)に登場する｡語り手であるユダヤ人の女教師は､

東欧の小さなユダヤ人衝にある衣料品屋の息子､アルベルト･アブラモーヴィ

ッツに出会う｡ ｢私は彼に視線を向け､息を呑んだ｡美しく悲しげな眼をした､

黒っぼい髪の東欧的な少年の頭があった｡その頭は､まるでしやがみ込むよう

に､両肩の間にめり込んで､痩せた奇形の身体の上に載っており､その下側に

は痛が見えた-｣
42)

『ユダヤ人の母』におけるドイツ性とユダヤ性の対立は､『ズザンナ』では､

成功した同化ユダヤ人が暮らすドイツの首都ベルリンと､夢みられた根源とし

ての東欧(コルマルの父方の故郷､ポーランドが暗示されている)のシュテ-

トル､という地理的な配置に置き換えられている｡シュテ-トルに住む｢少し

ばかり心を病んだ｣美少女ズザンナは,ベルリン-去った恋人を追って列車に

はねられる｡彼女が徒歩で辿ろうとした､彼方のベルリン-と伸びる線路は､

東欧諸国からひたすら西を目指した､幾世代にもわたるユダヤ人たちの軌跡の

比喰となっている｡ 4‡)だから彼女の横死は､彼らの西欧-の同化の歴史の挫折

を暗示するのだ｡歴史の敗者となったズザンナの遺体を拾い上げるのが, ｢せむ

しの小人｣アルベルトである｡

｢私はまた,雑巾を密からふるった｡そして見たのだ｡通りの向こう側を,二人

の男が歩いていたo 一人は制帽を被っていたo 二人は梯子を水平に担いでいて､

その上には何か黒っぼい､ほとんど袋のようなものが載っていた｡そしてあの可

哀想なせむしが､その横をのろのろと歩いていた｡彼らは向きを変え､車道を越

えた｡そして彼らが家のすぐ前に来ると,アルベルト･アブラモーヴイツツは私

を見上げ､ぴくりと身体を震わせながら暗赤色の革のトランクを高く差し上げた｡

彼は泣いていた-･｡｣
44)

屑やがらくたの収集は､ 『ズザンナ』に登場するユダヤ人たちが繰り返す行為

である｡女教師はズザンナの部屋で､珍しい形や文様の貝殻､鉱石､装身具､

外国硬貨などの雑多なコレクションを見せられる｡45)すでに絶滅したかもしれ

ない東欧のシュテ-トルについて物語り記憶することも､一つの屑拾いの行為

であると言えよう｡

今は年老いたこの女教師は､もう何週間も､出国のために必要な｢宣誓供述

書Afndavit｣ 46)が､アメリカから届くのを待っている. Afrldavitとは､亡由者
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の生活を保障するという､アメリカ合衆国市民の宣誓供述書で,ユダヤ人はド

イツ出国の際に､この書類をアメリカ領事館に提示しなければならなかった｡

47)何気なく挿み込まれたAffidavitという外来の行政用語は､この小説全体の夢

物語的なイメージを乱ませる｡トランクを持ち､ホテルの部屋で書類を待ち続

ける女教師には､ 1941年10月23日のユダヤ人に対する最終的な海外渡航禁止

令発布48)に至る時期の,コルマル自身の心理が反映されているだろう.今し

もゴミの山に投げ込まれんとする｢屑拾いの女｣の像は､コルマルには文学的

形象以上の切迫した意味を持っていたはずである｡

1939年12月から1940年2月までの『ズザンナ』執筆当時､すでに郊外の邸

宅は強制売却され,コルマルは父親とともに､ベルリン･シェ-ネベルク地区

のいわゆる｢ユダヤ人家屋Judenhaus｣に移されていた｡ 1941年から1942年頃

にかけて､コルマルは,ヒルデ･ベンヤミ'ンらの家族や知人に, 『ズザンナ』の

手稿を含む草稿の多くを手渡している｡ 49)その行為からは､自身を含めた歴史

の屑を､別の屑拾いに委ねようとする身振りが読み取れるのではないか｡
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WoodyA11en作品におけるユダヤ系

アメリカ人表象再考-AnnieHall､ Zeh'g､

Climes and Mt'sdemeanoTSを読む

長畑 明利

I.

1654年に現在のブラジルのオランダ定住地レシーフから23名のユダヤ人が

ニューアムステルダムに住み着いて以来､多くのユダヤ人がアメリカに渡った｡

合衆国独立後､ 1$20年代以降には､ドイツ語圏の中央ヨーロッパから延べ

100,000人ほどのユダヤ人が､反ユダヤ主義の法律ゆえに､あるいは経済的苦境

のゆえにアメリカ-移住し､ 1880年代頃からは､貧困､工業化による失業､ロ

シア皇帝の反ユダヤ政策などを理由に､現在のロシア･東欧地域から大量のユ

ダヤ人がアメリカに移住したoこれらのユダヤ移民のうち,特にロシア･東欧

ユダヤ移民の多くはイデイッシュを母語とし､ドイツ系ユダヤ人とは異なり､

教育水準も低く,経済的基盤も持たなかったため,移民後,行商人や裁縫業な

どの職について､困難な生活を送ったが､その子あるいは孫の世代は,多くの

企業家､学者､芸術家などを輩出し､アメリカにおける成功物語として常られ

るようになった｡

ユダヤ人にとって､特に19世紀後半のロシア･東欧ユダヤ人にとって,アメ

リカはユダヤ人差別のない自由の国であり､ r約束の地｣であった. MaryAntin

がThePromisedLandに書いているように(Antin 113-114)､そのような理想化

されたアメリカ像は先にアメリカ-移住していたユダヤ人からの手紙(｢アメリ

カからの手紙｣)によって広められたが､ 1)移動の自由が認められ,教育の恩
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恵に浴することができ,公職-の就任も可能とされ､また大量虐殺の標的にさ

れることもなかったアメリカ社会は､ Paleに住むロシア･東欧ユダヤ人にとっ

ては格段に条件のよい居住地であったと言えるoそれゆえ,実際にはアメリカ

でもユダヤ人に対する差別･偏見がなかったわけではないが､
2)移住を果たし

た多くのユダヤ人が､旧世界でのユダヤ的慣習を捨て,新しい祖国アメリカの

文化･社会習慣に順応することとなった.アンティンの『約束の地』､
Abraham

cahanのThe Rise
ofDavidLevinsb7､さらには映画Hester

Streetが描くのはこ

うしたユダヤ人のアメリカ-の同化の物語に他ならない｡

本稿で採り上げるユダヤ系の映画監督wbody Allenもまたユダヤ移民の子

孫であり､アメリカにおける第2次大戦後のユダヤ人の成功物語を具現する人

物の一人だが,映画監督として,また俳優として,輝かしい経歴を持つ彼の作

品とユダヤ系というエスニシティとの関係はこれまで十分に論じられてきたと

は言い難い｡彼の作品の多くが中流階級のユダヤ系アメリカ人の生活を描いて

いることはしばしば指摘されるが､彼の作品に見出されるユダヤ系アメリカ人

への言及の分析と､そうした言及とユダヤ系アメリカ人の歴史との関係につい

ての考察は意外に少ない｡
3)

アレンはユダヤ系社会を題材に用いると同時に､現代アメリカ社会一般に共

通する様々な問題をも採り上げており､それゆえ,アレンの作品中のユダヤ人

表象を彼自身のユダヤ系の出自に結びつけることに疑いを抱く立場があり得る

ことにもー定の理解が得られるかもしれない.例えばJohn Baxterは､アレン

の作品に見出されるユダヤ系アメリカ人-の言及が｢噸笑的｣であること,作

品中に織り込まれるユダヤ人表象がブラックフェイスを被った白人コメディア

ンの演技のように見えること､アレンが自身の最初の宗教的体験としてシナゴ

ーグではなくカトリックの修道院を挙げていること,そして実際､アレン作品

においても｢キリスト教文化に基づく生活-のノスタルジア｣を見て取ること

ができることを指摘して､アレンの作品中に描かれるユダヤ性が虚構であり,

それゆえそれらは文字通りに受け取られるべきではないと主張している

(Baxter 27-30)oしかし,こうした主張にも拘わらず､アレンが作品中でユダ

ヤ系社会に対する言及を行っていることは否定しようのない事実であり､そこ

に彼のユダヤ系社会に対する意見表明を見ることも不可能ではない｡もし彼の

ユダヤ人に対する言及が｢噸笑的｣であるとしたら､その事実は､ユダヤ系ア

メリカ人のアメリカ主流社会-の同化というより大きな問題との関連からの考
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察を誘うものと言えるだろう｡アメリカに移住したディアスポラ･ユダヤ人に

とって､主流社会-の同化と他民族との共存というテーマは極めて重要なもの

であり､またそれゆえ｢ユダヤ的伝統｣対｢アメリカの世俗文化｣という二項

対立はユダヤ系の文学や映画において繰り返し採り上げられてきたモチーフで

あった｡アレン作品におけるユダヤ性と非ユダヤ性のバランスに注目すること

は､この才能豊かなユダヤ系映画作家の作品について考察する上で欠くことの

できない作業である.以下､本稿では､アレンの作品のうち､主としてAnnieHalZ

(『アニー･ホール』)､ZeZig (『カメレオン･マン』)､ Crimes andMis&meanors

(『ウディ･アレンの重罪と軽罪』)の3作を採り上げ､そこに見出されるユダ

ヤ系アメリカ人の表象について,とりわけ､それらのアメリカ大衆社会との関

連性について考察する｡

2.

アレンは1935年に生まれ,ブルックリンのFlatbusb地区に育った｡本名は

AllanStewartKomigsberg.タクシーの運転手､ウェイター､宝石彫刻師など様々

な職についた父Martin､花屋の帳簿係をしていた母Neqyは､ともに正統派ユ

ダヤ人であり3 (･･woody Allen Bio,- n.p.)､アレンも公立学校に通う傍ら, 8年

間の間､毎週土曜日にフラットブッシュ地区の-プライ語学校に通った(Baxter

27)oその幼年期は後にRadio Dq'sに描かれることになるが､家族は祖父母､

叔母､叔父､いとこが同居する大家族であり､近所には共産党員も住んでいた

という(ビヨークマン192).地元の高校(Midwood HighSchool)を卒業後､

ニューヨーク大学に進むが､学業に興味を示せず､最初の学期の後で退学とな

るo 1956年にHar1eneRosenと､また彼女と離婚した後(1960年)､ 1964年に

LouiseLasserと結婚したが(1969年に離婚) ("TheFacts,･-n.p.)､ともにユダヤ

系である. 5)アレンは16歳のときにWoodyA11enの名前でジョークを新聞な

どに送るようになり,コメディー･ライターの道を進むが､1964年にfnat･sNew

Pussycatの脚本担当として､映画業界での仕事を始めるo以後､多数の映画の

脚本を書き,自ら監督し､出演. 1977年のAn7u･e Hallでアカデミー賞を受賞

するなど(作品賞､監督賞)､アメリカを代表する映画監督として知られるよう

になった｡

アレンの作品の多くが彼自身のユダヤ系アメリカ人としての生い立ちを反映

している. 1987年のRadioDqysが自身の幼少年時代の経験に基づくものであ
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ることはすでに述べたとおりだが､ New York Storiesに収められたOedipus

wrecks (1989)では､ Jewish Motherが息子にもらたす精神的苦痛が描かれ､また

この作品や1997年のDeconstructingHarryでは､ニューヨークのユダヤ系アメ

リカ人がしばしば訪れたキヤツキルの遊興施設も描かれる｡ 1985年のThe

purple Rose ofCairoは､アレンの少年時代の映画館での経験を反映するもので

あるし(ビヨークマン180)､後述のように､ 1977年のAnnz'eHallはユダヤ人

である自身の性格を克明に描いた作品のように見える. Stwdust Memoriesや

Deconstructing Harryにはユダヤ系の主人公の妹が登場し-その性格描写が

アレンの妹のそれを再現するものか否かは別として-これもアレン自身の家

族構成を反映するものと言える｡アレン自身の経歴と直接結びつくわけではな

いが, 1984年のBroadbLD7DannyRoseで,彼はイタリア系の歌手に翻弄される

ユダヤ系のエージェント役を演じ､ 1986年の1hnnahandHerSistersでは､死

後の不安を覚えてカトリックに改宗することを考えるユダヤ系のシナリオライ

ターの役も演じている｡

こうしたアレン作品におけるユダヤ系アメリカ人の表象は多分に誇張された

ものであり､それはアメリカ社会におけるユダヤ人のステレオタイプ化を助長

するものだという批判も想像できないものではない｡しかし､仮にその批判が

的を得たものであるとしても､見方を変えれば､そこには,彼がそのようなス

テレオタイプを押しつけられるユダヤ系アメリカ人一般を代弁する姿を認める

こともできることになろう｡また､興味深いことに,アレンはユダヤ系アメリ

カ人に付与される数多くのステレオタイプを逆手にとって､それをさらに非ユ

ダヤ人に対しても-般化するという行為をも試みているように見える｡アレン

の出世作『アニー･ホール』を例に採り､考察してみたい｡

3.

『アニー･ホール』はユダヤ人のコメディアンAlvy Singerが非ユダヤ人で

女優志望のAmieHallに出会い､同棲し､破局を迎える物語である｡アルヴィ

は友人のRobに紹介されてアニーを知り,やがて二人は同棲するようになる

が､関係は徐々に悪化し､アニーは歌手のTony Laceyに誘われてロサンジェ

ルスに移る｡アニーとの別離に耐えられなくなったアルヴイは彼女を追ってカ

リフォルニアまで行くが､二人の溝は深く,よりを戻すことはできない｡後に､

二人はマンハッタンで偶然再会するが､昔話をした後に別れる｡この作品は､
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こうした単純な筋書きを､印象に残る数多くのエピソードとともに､コミカル

に,またアイロニカルに,そして-登場人物が観客に直接語りかけたり､実

際の発言とは矛盾する内心の本音を字幕スーパーで示したり､スクリーンを分

割して二人がそれぞれ別の精神科医に話しているシーンを同時に映し出したり､

過去の回想シーンに現在時を生きる登場人物が入り込み､過去の人物と直接話

をしたりといった一美験的な手法を伴って描き出すのだが､作品中には､し

ばしばユダヤ系アメリカ人のステレオタイプを思い起こさせる登場人物の性格

づけやエピソードが散りばめられている｡

アルヴィが慢性の憂哲症､偏執症､あるいは迫害強迫症に苛まれ､それゆえ

に精神分析医の診断を欠かせないという設定はその一例であるoユダヤ系アメ

リカ人の精神的不安､特に迫害強迫は､ Allen Ginsbergの..Kaddish"に措かれ

たギンズバーグの母の描写などでよく知られるが､ Hertzbergが言うように,棉

神分析は"anoverwhelming Jewish cult''(Hertzberg 258)であり,不安を抱え,精

神科医に通う人間像はユダヤ系の一つのステレオタイプであるo 『アニー･ホー

ル』は､作品中で,ユダヤ系に対するこのステレオタイプを裏付けるかのよう

に､アルヴィの抑密症の過去を､あるいは,現在の彼の強迫観念を描いていくo

映画の冒頭で,アルヴィは観客に向かって｢自分は抑萄的な人間ではない｣

("Ⅰ'mnot adepressive character")と語りかけるが､その昔菓をすぐさま裏切る

かのように､画面はフラッシュバックで彼の少年時代の抑参状態を再現する

(FF4-5)o 6)テニスに出かけるアルヴィと友人のロブが舗道を歩いているシー

ンでは,彼がユダヤ人に対する偏見に過敏に,あるいは過剰に反応することが

示される｡

ALVY I distinctly heard it･ He muttered under his breath, ``Jew."

ROB You'recrazy!

ALVY No, Ⅰ'm not･ We were
walking ofrtennis court,and youknow, he was there

and me and hiswife,and he l00ked at herandthen they bothlooked at me,and under his

breathhe said, uJew.n

ROB AIvy, you're atotal paranoid.

(FF9)

非ユダヤ人が自分を常に偏見の目で見ているという意識が強いアルヴィは､

ロブとテニスをしている間も反ユダヤ主義について話している(FF30).彼は
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また,仕事仲間が`･Didyou?"という言葉を故意に"Jew''と聞こえるように発

音したと言う-
-

"No, not did you eat? butjew eat? Jew･ You get it? Jew eat?" (FF

10)-かと思えば､ユダヤ人がワーグナーを嫌うことを知るレコード店の店負

が､彼にわざと｢今週はワーグナーのセールをやっていますよ｣と言ったとも

言う(FF 10).そんなアルヴィを評してロブが言う"You see conspiracy in

everything''(FF10)というコメントは､上記引用文中の"you're atotalparanoid''

という言葉同様､アルヴィのパラノイア(偏執症)を適切に表現するものだが､

それはユダヤ系アメリカ人のステレオタイプ-の言及でもある｡

作品中には､こうした憂穆症､偏執症､あるいは迫害強迫症の身体的兆候と

見なしうる行動上の特徴が散りばめられている｡例えばアルヴイは､たった2

分でも映画を途中から観ることに耐えられないという潔癖症を示し(FF13)､

ケネディ暗殺が陰謀であるという説について考え始めると､妻アリソンとの性

行為も中断してしまう(FF21-22).彼はロブスターに対して過剰な恐怖心を見せ

(FF22-24)､死に関する本ばかり購入する(FF45).

映画が進行するにつれて､こうしたアルヴイのパラノイアの原因がユダヤ人

迫害･差別･偏見にあることが示唆されていくoアルヴイがT7zeSo"10Wandthe

piO･というナチス占領時代のフランスを描いたとされる映画を何十回も取り

憩かれたように観ていることは､彼のパラノイアがユダヤ系であることと密接

に結びついていることを示唆している｡ユダヤ人特有の群衆恐怖症を想起させ

るシーンもある｡アルヴイは映画館の前で､彼をテレビで観たことがあると言

う男に名前を聞かれる｡男は黒い革のジャケットを着て体格がよく､言葉には

労働者階級風の靴がある｡不安に駆られながらもアルヴイが自分の名を名乗る

と,男は集まってきた他の男たちに､大声で彼の名を叫び､アルヴィはついに

群衆から走って逃げ出す(FFIO112).有名人の大衆恐怖のシーンと考えることも

不可能ではないが､この場面は､暴徒によって迫害を受けるユダヤ人のイメー

ジを妨沸とさせる｡体格に優れぬアルヴィが屈強の男たちに取り囲まれる映像

は-アルヴィはアニーに事情を説明する際､彼らを映画『ゴッドファーザー』

のキャストに喰える(FF12) -このイメージを喚起するうえで効果的である.

暴力に対する潜在的不安と身体的な劣等感はユダヤ人のステレオタイプの一つ

だが､アルヴィは人前で裸にならないことにしているため､テニスの後でシャ

ワーも使わない(FF38)o

この映画におけるユダヤ人およびユダヤ系アメリカ人-の言及とステレオタ
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イプの描出は､アルヴィのパラノイアックな性格描写によってなされるだけで

はない.アルヴィが最初の妻Allisonに出会うのは､ AdlaiStevenonという名

の政治家のための支援ラリーだが､この政治家の名前がユダヤ的なファース

ト･ネーム(AdlaiはAdomiを思わせる)とワスプ的なラスト･ネームをつ

なげたものであるのと同様に､アリソンの名前(AllisonPortchnik)は､ワスプ

的なファースト･ネームとユダヤ的なラスト･ネームをつなげたものになって

いる｡アルヴィは､そこで､アリソンが執筆中の論文のタイトル(``OnPolitical

CorrmitmentinTwentieth-Century" [FF 20])を聞くと,

AIvy Y-y-you like New York JewishLe氏-Wing Liberal Intellectual CentralPark West

Brandeis University･･･ uh,the Socialist Summer Campsandthe
…the

fatherwiththe Ben

Shalmdrawings,right?And you really, youknow, strike-oriented kind of
--

uh, stop me

before I make a complete imbecile of myself.

(FF20)

とユダヤ人知識人のステレオタイプを並べたジョークを発する｡左翼知識人(お

よびストライキ)､セントラルパーク･ウェスト､ブランデイス大学(ユダヤ人

のための大学として設立された)､社会党が開催するサマー･キャンプ､ベン･

シヤーン(ユダヤ人の画家)は､いずれも30年代以来ののユダヤ系左翼知識人

あるいはユダヤ系アメリカ人一般について連想される名辞に他ならない.実際､

アリソンがこのジョークを聞いて､ ``Ilove being reduced to a culturalstereotype.,,

(押20)と答えていることは､こうしたステレオタイプが70年代にも日常的に

使われていたものであることを暗示している｡

こうしたユダヤ人のステレオタイプはユダヤ人-の偏見と結びつくものだが､

アレンは中西部の非ユダヤ人家庭におけるユダヤ人-の態度を描くことで､そ

のことを明確に示している｡映画の中程でアルヴィはウィスコンシン州

(ChippewaFal1s)にあるアニーの生家を訪れ､一家とともにイースター･ディ

ナーを食べる｡そこで彼はコシヤーには含まれないハムを食べる羽目になり､

また､典型的な反ユダヤ主義者として措かれるホール家の祖母(Gm皿myHall)

の偏見に満ちた視線に晒される｡アニーの説明によれば､彼女はユダヤ人を憎

んでおり､ ｢ユダヤ人は金儲けしかしない｣と考えているのだが(∫F39),食事

の席で､祖母の視線に晒されているアルヴィは,黒服に身を包み､黒い帽子を
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被り,長い髭を生やした正統派ユダヤ人の出で立ちに変身する(FF55)o
7)

このシーンに続いて､ホール家とアルヴィの育ったシンガー家がsplitscreen

により対比されるが､シンガー家の母が罪の悔い改めのために断食をすると言

ってYomKippurに触れたのに対し､ホール家の母が砧Idon'tunderstand"と答

える(FF57)oこの場面は明らかに,ユダヤ系社会と非ユダヤ系社会の断絶を

示すものと言える｡

実際,アニーは,ユダヤ人のステレオタイプを確認するがごとく､アルヴイ

が都市から離れられず-アルヴイがカリフォルニアに出かけたときに具合が

悪くなることはその証だが(FF86)一新しい人間関係を求めて人生を楽しむ

ことができない人物だと決めつける.アニーが彼を形容して"【Y]ou're

incapable of enjoying life.... [Y]our life is New York City･ You're just thisperson･

you･re like this islandunto yourself'(FF98)と言う言葉は､アルヴイ本人の規定

であるだけでなく､ユダヤ人のステレオタイプに他ならない｡そして､アニー

がそのようなアルヴィと暮らせず､新しい人生を求めてカリフォルニアに移る

ことは,我々の文脈においては､ユダヤ系のアルヴイと非ユダヤ系のアニーと

の必然的な別離と見えるのである｡

4.

『アニー･ホール』にはこのように数多くのユダヤ系アメリカ人-の言及が

散りばめられており､それにより､アルヴイの性格と行動の特異性が-とい

うことは彼が一面で代表するユダヤ系アメリカ人一般のそれが一際だっよう

に見えるのだが､しかしこの映画においては､往々にしてステレオタイプ化さ

れたこれらの特殊性が､実はアルヴィに､あるいは､ユダヤ系アメリカ人のみ

にあてはまるものでないことが示される｡この作品では､ユダヤ系のステレオ

タイプが強調される一方で､少なくともそれらの一部は非ユダヤ人のアメリカ

人にも核当することが暗示されているのである｡

例えば､精神的に不安定で精神分析を受けているのはアルヴィ(及びユダヤ

系であると考えられる2番目の妻Robin)だけではなく､アニーも同様である｡

アルヴィがロブスターに恐怖を感じるのと同じように､アニーは蜘殊に対して

異常な恐怖心を示す(FF67-71).アルヴィが死に取り憩かれていることは作品

中何度も強調されるが､車を運転しているときに対向車に吸い込まれるような

衝動を感じるという(FF52)アニーの弟Duaneも同様であるo第1次大戦に
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よるシェルショックのゆえに睡眠発作(narcolepsy)を煩い､死んでしまうSadie

(FF37)や､動物に引き裂かれて死んでしまいたいと演技するアニーのかつて

のボーイフレンドJerryの逸話(FF25)も死に取り懸かれた非ユダヤ系アメリ

カ人というモチーフを補強するものと言える｡アルヴィのパラノイアが､一人

のユダヤ系アメリカ人としての彼の生い立ちと経験によってもたらされたもの

であるのと同じように,精神の不安定をマリファナによって隠し､黒人-の変

身願望を抱くかに見える(FF 70) 8)アニーの現在が､中西部での彼女の生活

を通して穣成されていったことは想像に難くない｡実際､アルヴィはチッペワ･

フォールズのホール家を見て､次のように言う｡

I can't believe this family･ [･･･]Annie's mother･ She really's beautiful.Andthey,re talkin,

swap meetsand boat basins,andthe old lady at the end of the table […】is a classic Jew

hater･And, uh,they･they really look American, you know, very healthy aLld ･･･ 1ikethey

never get sick oranything･ Nothing like my family･ Youknow, the two are like oiland

water.

(FF56)

ホール家とシンガー家は確かに水と油のように見えるのだが､冒頭の"I

can't believethis family''という言葉を無視することはできない.ホール家が典

型的なアメリカ人家庭だという発言は多分にアイロニカルである｡美しい母が

いて､健康そうで､表面上は楽しい日常生活を営んでいるかのように見えるの

だが､しかし､そこには典型的なユダヤ人嫌いの祖母がおり､また子供たちは

表面には現れない心の病を隠し持っのである｡ユダヤ系のシンガー家がパラノ

イアックなアルヴィを生み出したのと同じように,ワスプのホール家もまた精

神不安定なアニーと､自殺衝動を訴えるドゥエインを生み出したのである｡こ

のシーンに続くドゥエインの狂気を感じさせる告白は､表面上は平穏に暮らし

ているこの典型的なアメリカ人家族の内面に忍び寄る狂気を暗示するものであ

り､その殺伐とした心の空洞をアルヴィのパラノイアと結びつけることにより､

この映画は､ユダヤ系アメリカ人のステレオタイプをアメリカの主流社会にま

で拡張することに成功していると言わねばなるまい｡ベトナム戦争後のアメリ

カ人一般の精神的荒廃を､アレンはユダヤ人のステレオタイプの一部一精神

的不安定-を非ユダヤ人にも見出すことによって表現しているとも言える.



86 長畑 明利

5.

『アニー･ホール』におけるアレンのこうしたユダヤ性の一般化の試みは､

ユダヤ系アメリカ人のアメリカ主流社会-の同化衝動の一つの現れと見えるか

もしれない｡しかしそれは､ 20世紀のユダヤ系アメリカ人に見られる主流社会

への同化の現れとは似て非なるものである｡なぜなら､多くのユダヤ系アメリ

カ人がそのエスニックな文化を捨てることによって主流社会-の同化を果たし

たのとは逆に,ここでアレンが試みているのは,ユダヤ的なステレオタイプの

方を主流社会に当てはめることなのだから.アレンはこの後, 1983年のZelig

(邦題『カメレオンマン』)において､ユダヤ系アメリカ人の同化衝動をモチー

フにしつつ,それを逆転して一般化する試みを誇張したかたちで行っているo

『カメレオンマン』は免kedocumentaryと称されるタイプの映画の~つで､

Leon selwyn (Zelig)という名の架空の人物の生涯を実在人物のドキュメンタリ

ーであるかのように描くものである｡アレンは1920年代､
30年代のニュース

フイルムを織り交ぜ､また当時のレンズ､カメラ､録音機材を使用し,できあ

がったフイルムに傷をつけるなどして､画面を年代物らしいものに作り上げて

いろ(ビヨークマン164).さらに彼は､
Su-Sontag,加ingHowe､ SaulBellow

をはじめとする著名な知識人にゼリグに関わる証言をさせて､架空の物語の｢真

実性｣を演出している｡

ストーリーは次のようなものである｡ 1920年代のアメリカに､周囲の人間に

次々と擬態する男が現れる｡彼はヤンキーズのフロリダ･キャンプで､野球選

手として姿を現したかと思うと(Ⅳ9)､シカゴのスピークイージーでは､白人

のギャングから黒人のトランペット奏者に変身する(Ⅳ12)｡マンハッタンの

病院に収容され,精神科医EudoraFletcher博士の診断を受けると､彼は今度は

精神科医に変身する(Ⅳ17)｡フレッチャー博士による診断の結果､幼少時に

虐待され虐められたゼリグは､周りの人と同じような存在になれば安全だから

-"It,s safe" (TF 32)-そして人に好かれたいから変身するようになったと

いうことが明らかになる｡フレッチャー博士はそんなゼリグの特異な症状を取

り除くべく努力するが､マスコミによってアメリカ中の人気者になったゼリグ

に､彼の義理の妹(あるいは姉) Ruthと彼女のボーイフレンドMartinが目を

っけ,彼を見せ物にして金儲けをするために彼を引き取る｡ゼリグはこうして

ショービジネスに参入することになり､アメリカ全土ばかりか海外公演にも出

かけることになる｡しかし､スペイン公演中にルースは土地の闘牛士と恋に落
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ち､嫉妬に狂ったマーティンが二人を射殺した後に自殺するというスキャンダ

ラスな事件を起こす｡ゼリグは再びフレッチャー博士の診断を受け､その結果､

変身あるいは擬態の症状は消える｡また､診断の過程で次第に親密になってい

った二人は婚約する｡しかし今度は､変身を繰り返していたときに､ゼリグが

別人として女性と結婚したり､子供を作っていたりしたことが明らかになり､

彼は社会の敵として糾弾される｡ゼリグは再び変身の症状を表し始め､失捺す

る｡その後､彼がドイツにいることを知ったフレッチャー博士は,彼を追って

ドイツに赴き､ナチスの党大会の最中に彼と再会.'二人は追っ手を振りきって

飛行機でアメリカに逃れた後､結婚する｡

ストーリーの要約からも明らかなように､ 『カメレオンマン』は, 1920年代

のアメリカの狂騒を効果的に再現する映画でもある｡潜り酒場(スピークイー

ジー)でジャズが流れ､ダンス･コンテストが開かれ､女性飛行士が登場し､

スキャンダルが起こり､真実を誇張して報道するメディア-の言及があり,そ

のようなメディアが飛びつく奇怪な出来事が起こり､ K且Kが登場し､労働運

動が展開され､人々は流行歌や映画に熱中する｡ ｢人間カメレオン｣ゼリグが引

き起こす騒動と彼が巻き込まれる様々な出来事は､まさにこうした熱しやすく

醒めやすい時代の雰囲気を伝えるものだが､我々は同時に､この映画がユダヤ

系アメリカ人の集団的経験を如実に反映するものであることも見逃すことはで

きないo作品中でIrving Howeが言うように､ ｢彼の人生はアメリカにおける

ユダヤ人の経験の多くを反映していた｣ ("his life reflected a lot of the Jewish

experience inAmerica''【TF97])のであるo実際､ゼリグがイデイッシュ劇団の

俳優MomisZeligの息子であること(TF20)､幼少時に反ユダヤ主義者の子供

たちから虐められたこと(TF21),父が死の間際に自分の人生がr意味のない

苦難の悪夢｣ ("ameaningless nightmare of suffering" 【IP21])であったと語るこ

と,兄(あるいは弟)のJackが神経衰弱にかかり､義妹(柿)のルースが万

引き常習犯かつアル中になったこと(TF20,22)､家庭内虐待があったこと(TF

77)､ゼリグが-プライ語のレッスンに通ったこと(TF77)､田舎が嫌いである

こと(TF77),ずっと民主党員であったこと(TF82)などは一多分にステレ

オタイプ化されたものではあるが-ユダヤ系アメリカ人の苦難の成長過程を

描くものと言ってよい｡また,彼のショービジネス-の参入はユダヤ系の映画

をはじめとするエンターテインメント産業-の参入を反映するものと言えるし,

彼が別名で結婚したり､子供をもうけていたという筋書きも､ヨーロッパから
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移民としてアメリカ-渡ってきたユダヤ人男性がしばしば妻を捨てて別の女性

と姿を消してしまったという事実(Hertzberg 186-187)を思い起こさせるもの

である｡

また､ゼリグがカメレオンのように周囲の人間と同じ種類の人間に変身する

という荒唐無稽な設定は､ユダヤ系アメリカ人が受けた差別と偏見､さらには

それ以前にユダヤ民族が受けた迫害に対する心情を誇張して表現したものに他

ならない｡ 『アニー･ホール』のアルヴィの迫害強迫がパラノイアとして顕現し

たように､ゼリグにおいては､同様の迫害強迫が身体的･心理的変身として顕

現したというわけである｡

しかしその一方で､ゼリグのカメレオン的変身はユダヤ系アメリカ人のアメ

リカ主流社会-の同化願望を象徴するものでもある｡ヨーロッパからアメリカ

に渡ったユダヤ人の子孫がユダヤ的な文化･慣習を捨てて,アメリカの世俗文

化を吸収していったことは､たとえばAbr血amCahanの小説TheRiseofDavid

Levins砂や映画Jazz Singerなどに播かれている通りだが,その後成功して郊

外に移り住んだユダヤ人たちの同化願望の背景に差別に対する恐怖があったこ

とは､例えばphilipRothの"Eli,theFanatic" (｢狂信者イ-ライ｣)に見て取る

ことができる.例えば,物語中,郊外の町Woodentonに住むユダヤ系アメリ

カ人Tedが弁護士のEliに言う次の言葉は､同化と非ユダヤ人との共存によ

って自分たちに対する迫害が避けられるという彼らの心理を明白に表している

-"Look, Eli--pal,there's a good healthy relationship inthis townbecause it's

modern Jewsand Protestants. That'sthe point, isn't it,Eli? [･.･]There's going to be no

pogroms in Woodenton. Right?''(Roth201)a 『カメレオンマン』の中でSaulBellow

が言うように､ゼリグには群衆に紛れ込みたいという願望があったのだが

(`触re was [...]something in himthat desired immersion inthe mass andanonymity"

【Ⅳ 115】)､ゼリグが非ユダヤ人に変身し､アメリカ社会の中に紛れ込むのは､

群衆の中に紛れ込むことによって､異端として人目を惹き､迫害されることを

逃れるユダヤ人の心情を滑稽な形で表すものであると言える｡

6.

このように､ゼリグの変身物語は差別や迫害を受けてきたユダヤ人の被害者

意識を表現するものであり､また､アメリカにおける彼らの主流社会-の同化

願望を反映するものと言えるが､ 『アニー･ホール』同様､この作品においても,
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ユダヤ的経験を非ユダヤ人に拡張しようとするアレンの試みを見て取ることが

できる｡ゼリグの変身は､虐待や迫害から逃れるために他者と同化するという､

ユダヤ的な迫害強迫の誇張表現と言えるが､この映画では､それは人間の心理

に根元的に存在する変身願望一般とも結びつけられている｡特異な体質を持つ

ゼリグがメディアによって｢人間カメレオン｣として報道されると､アメリカ

中にゼリグ･ブームが起こるというエピソードはその証である｡そこでは､ゼ

リグすなわち｢人間カメレオン｣にちなんだ｢カメレオン･ダンス･コンテス

ト｣が開催され(TF 35)､ ``Doin'the Chameleon"､ "Changing ManConcerto"､

粥Chameleon Days Fox Trot竹､砧You May Be Six People, but i Love You',､ ``Leonard the

Lizard"､ "Reptile Eyes"といった歌が作曲され(TF35, 45, 48･50) , T71e Changing

肋〝という映画が制作され､ゼリグの似顔絵のついた土産物､衣類(エプロン､

手袋など)､温度計､ゲームなどが商品化され､煙草や下着の販売にゼリグのイ

メージが利用される(TF47-49).人々はそうした商品を身につけたり､用いた

りして､自身の変身願望を部分的に満足させるのである｡客の一人が言う"I

wish I could beLeonard Zelig,the changing man, and be different people･And maybe

somedaymywisheswill come true''(TF30)という言葉は､ゼリグのユダヤ的変身

願望が20年代のアメリカの大衆の心に潜む変身願望-と接ぎ木される場面を

捕らえている｡

言うまでもなく､こうした大衆の変身願望は-リウッド映画によってもたら

されるものでもある｡そして実際, 『カメレオンマン』においても､ゼリグを題

材にした映画me changingManが作られ､また､有名人となった彼の動向が

ニュース映像によって配信される｡ゼリグの治療に成功してやはり国民的著名

人となったフレッチャー博士とともにSanSimeonのHearstCastleを訪れたゼ

リグは,そこでチャップリンをはじめとする有名な映画俳優やコメディアンと

戯れる(TF 91-94)o映画が観客に俳優-の自己同一化を促すのと同じように､

ゼリグもまた自己同一化の対象となったのだが､その理由はゼリグがハンサム

であるとか､裕福であるからではなく､自由に他人に変身できるという変身能

力に見出される｡ゼリグの変身能力は､こうしてユダヤ系アメリカ人の自己保

全および同化願望から,アメリカの大衆一般の変身願望-､そして映画という

メディアの持つ自己同一化の欲望喚起能力-とその言及対象を移行させたこと

になる｡差別や偏見に苦しみ,人に好かれたいという顧望を表明し､またその

一方で,迫害の対象にならぬよう､大衆に紛れ込んで匿名の存在になりたいと
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願っていたユダヤ系アメリカ人ゼリグが､皮肉にも､その変身能力ゆえに大衆

の人気者になり､自己同一化の対象となったのだが､
9)そのことは同時に､ア

レンが､ユダヤ系アメリカ人の歴史に見出される精神的困難を一般化して､非

ユダヤ人の心理的渇望-と接ぎ木したことをも意味している｡

『カメレオンマン』におけるユダヤ系アメリカ人の歴史的経験の一般化は､

この映画がpassingのテーマを踏まえていることにも見出せる.ユダヤ系アメ

リカ人であるゼリグが非ユダヤ人に成り代わることは､ユダヤ人の自己保全と

アメリカ社会-の同化という歴史社会的テーマの表現であるが,それは同時に､

肌の色の薄い黒人が白人に成り代わるという､アメリカの歴史においてしばし

ば採り上げられる異人種-の変身という出来事-の間接的な言及でもある｡ま

たそれは､白人俳優が顔に焼けたコルクを塗って黒人の振りをする19世紀以来

のミンストレル･ショーの伝統を踏まえるものでもある｡この点において､ユ

ダヤ系を題材にした映画史上の先行作品としてJazz Singerと Gentteman's

Agreement (『紳士協定』)を無視することはできない. 『ジャズシンガー』は､

AIJ.ls.n演じるユダヤ系2世のJakeが､カンターである父の跡を継いでYon

鮎ppurの日に聖職を務めるか､あるいは､ジャズシンガーとしてブロードウェ

イの舞台に立つかという二者択一に直面して苦悩する物語だが､ステージに立

づジェイクはミンストレル･ショーの伝統に則って顔を黒く塗っているo一方

『紳士協定』は､ワスプのジャーナリストが2週間自分が実はユダヤ人である

と偽って生活することにより､そこで体験する差別や偏見をもとに雑誌の特集

記事を書くという映画であり､ 『ジャズシンガー』の場合とは異なり､非ユダヤ

人がユダヤ人に成り代わるパッシングの物語である｡

RacechangesのなかでSu組n Gubarは､白人が非差別人種である黒人の振り

をするミンストレル･ショーには人種差別的要素が静められ､一方､通例被差

別人種である黒人が白人に成り代わるパッシングはその逆の価値を担うと言う

が(Gubarll,36)､ 『カメレオンマン』において､ゼリグはワスプのアメリカ人

に擬態するばかりでなく,中国人に(Ⅳ15,23),フランス人に(Ⅳ23)､黒人

に(TF12,30, 106)､スコットランド人に(TF37)､アイルランド人に(TF40-41)､

先住民(インディアン)に(TF44)､ギリシャ人に(TFllO)､メキシコ人に(TF

113)変身し､挙げ句の果てにはカトリックのビショップ(TF63-64)やナチ党

員にまで姿を変える(Ⅳl15,119)｡その事実はこの映画がアレンによる『ジャ

ズシンガー』と『紳士協定』に対するオマージュであることを示すばかりでな
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く､ 10)アレンがそれらの先行作品を踏まえつつも､人種･エスニシティの境界

をやすやすと越えることのできるこの超現実的な人物を作り出すことによって､

アメリカという多民族社会における人種･エスニシティの境界を無化する可能

性を示唆していると考えることもできる｡実際､アレン扮するゼリグが変装に

よって黒人や中国人になりかわった姿がもたらす効果は､文字テクストによっ

てもたらされるそれよりも数段に高いと言わざるを得ない｡差別･迫害を避け

るために他者に成り代わるというユダヤ系アメリカ人ゼリグの擬態の物語は､

こうしてアメリカ社会における人種･エスニシティの越境の物語-とすり替え

られるのであるo 『アニー･ホール』に見出された､アレンによるユダヤ性の一

般化の試みをここにも罷めることができるだろう｡

7.

TheJews inAmericaの中でハ-ツバーグは､ 1940年代, 50年代のユダヤ系ア

メリカ人が自分たちのユダヤ性に関してアンピグアレントな感情を持っていた

ことを論じている(Hertzberg304)｡ユダヤ系人口の約3割が都市から郊外-移

住し(Hertzberg309)､アメリカ主流社会との共存に努める一方で,パレスティ

ナでのユダヤ国家建設といった､ ｢もっともユダヤ的な感情｣が喚起される出来

事については､それ-の積極的な支援を進めたというのである｡アメリカにお

けるユダヤ人の経験を描きつつ､それを非ユダヤ人の経験･感情にオーヴァ-

ラップしていく『アニー･ホール』と『ゼリグ』の性格は,こうした戦後のユ

ダヤ系アメリカ人の二重性の現れとしても見ることができるだろう｡しかし同

時に,アレンの作品に見られるユダヤ的経験は､これまでに述べてきたように､

多分にステレオタイプ的なものであり､またその扱いはいささか距離を置いた

ものにも見える｡アレンの映画に､彼本人のユダヤ的感情がよりストレートに

現れる場面を見出すことはできないのだろうか｡このことについて考えるため

に､本稿の最後に､ CrimesandMisdemeanws (『ウディ･アレンの重罪と軽罪』

-以下『重罪と軽罪』と略記する)に現れるホロコースト-の言及を見てお
きたい｡

『重罪と軽罪』 (1989)のメインプロットは､裕福な眼科医のJudahが結婚

を迫りじやまになった愛人のDoloresを弟のJackに頼んで殺害させる物語で

ある｡殺害を依頼する前にジュダが愛人との関係について自分の患者であるラ

ビのBenに相談すること､また､ドロレス殺害後に彼が後悔の念に苛まれる
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ことが示すように､ジュダのこの依頼殺人は人間の罪と良心の問題を観客に問

いかける象徴的な事件に他ならない｡しかし､観客の期待を裏切るかのように､

ジュダは一時の後悔の後､自身の罪に対して開き直る｡映画のラストシーンで､

ジュダはベンの義理の弟,すなわちアレン演じる売れない映画監督cliffに､

映画のアイデアとして自分の物語を語るのだが､そこで彼は､依頼殺人を犯し

た男がその後も幸福に暮らしたと語るのである-"[H]e isn't ptmished. In fact,

heprospers''o ll)っまり『重罪と軽罪』は,この世で犯された罪に対して罰が与

えられないことをテーマとする映画なのである｡

このメインプロットは映画のなかで二つのサブプロットと結びつけられてい

る.一つは､クリフのもう一人の義兄Lester-ベンとレスクーとクリフの妻

が兄妹-の物語である｡彼は売れっ子の映画プロデューサーだが､倣慢で,

他人に対する思いやりを欠く人物である｡しかし､そうした人間的欠点を持つ

彼は､女性アシスタント(Hal1ey)をめぐるクリフとのライバル関係において

勝利を収める｡白血病などを題材とした､話題にされることのない地味なドキ

ュメンタリー作品を撮影し､現在は後述の哲学者のドキュメンタリー･フイル

ムの鞍影を進めるクリフは,観客が共感を寄せることのできるモラリスティッ

クな人物と言え､ハリーもその点に惹かれるかのように見えるのだが,彼女は

結局レスクーを選ぶのである｡ジュダの依頼殺人とはレベルが違うが､ここで

もまた､人間性に傷のある､インモラルな人間が幸福を掴み続け､道徳的では

あるが不幸な人間は不幸のまま捨て置かれる､つまり､勧善懲悪が果たされな

い｡

いま一つのプロットは､クリフが細々と撮影を進めている哲学者Louis
Levy

をめぐるものである｡クリフが撮影したフイルムの画面上で､強い靴りのある

英語で自身の哲学を話すレヴイ教授は､第二次大戦で家族のすべてを失った人

物とされ､その名前からも､ホロコーストの生き残りであるPrimo Levyを想

起させる｡ 12)彼は｢私たちは私たちがおこなってきた選択によって定義される

存在だ｣と語る実存主義哲学者だが,フイルムのなかの彼は,過酷な経験にも

関わらず､ ｢冷淡な宇宙に意味を与えるのは愛する能力を持つ私たちだけなの

だ｣という前向きなメッセージを送る｡しかしある日突然､何の前触れもなく､

自殺してしまう｡依頼殺人を犯したジュダが何の罰も受けることなく幸福に生

き続け,人間性に優れぬレスタ-が人生の勝利者であり続けるのに対して,不

幸な人間は不幸なままであり続け､しかも､そのような不幸な人間に対して生
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きることの意味を説き続けた哲学者は自殺し､生きることの意義を自ら否定し

てしまうのである｡

罪が罰せられないというこの映画のテーマは､そのタイトルが暗示するよう

に,ドストエフスキーの『罪と罰』に対するアイロニカルなコメントとしても

読めるが､映画で強調されるのはむしろユダヤ教の教えに対する疑念である｡

作品中にはユダヤ教の教えに対する数多くの言及がちりばめられている｡幼少

のジュダが経験したシナゴーグでの儀式を回想するシーンは作品中少なくとも

2度繰り返されるが､そこで彼の父Solは彼に､この世で犯される罪は常に神

の目に晒されている("TheeyesofGodareonusalways")と諭す. 13ドロレスの

殺害後､ジュダが自分がかつて住んでいた家を訪れる場面で､彼の幼少時の

S¢der条の食卓での藩論がフラッシュバックで描かれるが､そこで父は,罪を

犯した人間がたとえ捕まらなくとも､その悪事は消えることがない(``bl｡ss｡min

afoulmamer")と主張するのに対し,レーニン主義者の叔母は,罪を犯すこと

ができ､捕まらず､また自身倫理観に苛まれないこ`とに決めたのなら､その人

間は自由の身で家に帰るのだと青う｡ここでも父はユダヤ教の倫理観を強調す

るのだが､叔母の発言は現実世界はそのような倫理観を否定するものだという､

世界に対するペシミスティックな見解を代表するものと言える｡

こうしたペシミスティックな世界観がユダヤ人が過去に蒙ってきた過酷な経

験､ことに第2次大戦時の大量虐殺にも及ぶものであることは､この映画にお

けるペシミスティックな世界観に対峠されるものとして展開される実存主義哲

学者レヴィがホロコーストの生き残りであると了解されることから,また､ホ

ロコーストという悪がなぜ起こり得たのかという問いがアレンをはじめとする

多くのユダヤ人の重要な問いであったことから理解することができる｡レヴィ

のヒューマニスティツクな世界観は彼の自殺によってそれ自身否定されたかに

見えるが､しかし､映画のエンディングにおいて､彼の声はそれまでのシーン

のフラッシュバックに重ねられて繰り返されるo PeterJ.Baileyが詳細に分析す

るように(Bailey 137-139)､そこで彼の声は彼の哲学を打ち消すような場面と

重ね合わされているのだが､しかし､正義を欠く,冷淡な現実世界を措くフラ

ッシュバックの映像に重ねられて響くレヴィの声は､疑いなくホロコーストを

生き延びた証言者の声を想起させ､さらには､現代社会に呼びかける死せる良′

心の声として響く｡

また､アレンはHannahandHerSisterTにおいて､ Mickeyに｢もし神が存在
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するなら,なぜ世界にこんなに悪がはびこるのか｡ト】なぜナチスがいたのか｣

("But if there's a God,then wh-why isthere so much evilinthe world? [･･･]

Why-whywerethereNazis?" 【HHS 133])と言わせているが､ 『重罪と軽罪』にお

ける罪に対する罰が与えられない冷淡な世界の描出は､神なき世界の提示､す

なわち､ホロコーストのような重罪を阻止し得なかった世界とユダヤの神-の

懐疑の現れとも言える｡実際､前述のシーダー奈の食卓での会話のフラッシュ

バックにおいて,叔母は､父の｢神は邪悪なる者を罰する｣という言葉に対し､

ヒットラーは｢600万人のユダヤ人と他の何百万人もの人間を殺しておきなが

ら,何の罰も受けていない｣と主張している｡ポジティヴな哲学を語る姿なき

レヴィの声は,こうしたペシミスティックな懐疑論に対峠される敗北者の声か

もしれないが,作品中､レヴイの哲学に期待を寄せるクリフの姿勢には､監督

アレンの共感を見出すことが可能だろう｡

しかし､我々の文脈においてさらに興味深いのは､ 『重罪と軽罪』というシリ

アスな作品において提示される倫理的な問題が､明らかに､ユダヤ系アメリカ

人にとって｢もっともユダヤ的感情が喚起される｣出来事の一つであるホロコ

ースト-の言及を踏まえるものでありながら､同時にそれが､愛人の依頼殺人

や人間的欠点を持つレスタ-と良心的な敗残者クリフとの対比といった卑近な

出来事をモチーフにして語られ,それにより､ユダヤ人のみならず､非ユダヤ

人にも開かれているという事実である｡ユダヤ系アメリカ人を主たる登場人物

とし､ユダヤ教とそれ-の懐疑を踏まえ,ホロコーストという｢もっともユダ

ヤ的感情が喚起される｣出来事-の言及が見られるこの作品において,こうし

たユダヤ的なテーマは,むしろ｢重罪と軽罪｣というエスニシティを超越した

一般的な問題として扱われているのである.ここに『アニー･ホール』と『カ

メレオンマン』について指摘したユダヤ的経験の一般化のプロセスを見て取る

ことは容易い｡そしてそのことに､戦後のアメリカ社会におけるユダヤ系アメ

リカ人の同化の進展ぶりを見ることも困難なことではないだろう｡ユダヤ人に

降りかかった過酷な運命は,この映画において普遍的な悪として扱われ､その

悪-の裁きの有無がユダヤ的文脈を越えて描かれているのである｡

8.

先に触れたように､アレンの評伝を書いたバクスターは､アレン作品におけ

るユダヤ系アメリカ人の表象が｢噸笑的｣であると考えている｡確かに彼が言
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うように､作品中に見出されるユダヤ系アメリカ人はしばしばアイロニカルに

措かれており､また､作品中のユダヤ系の登場人物を実在のユダヤ系アメリカ

人と同一視し,アレン作品における描写を現実のユダヤ人社会の再現と見なす

ことは慎まねばならないだろう｡しかし､これまでに見てきたように､ 『アニ

ー･ホール』と『カメレオンマン』においては,アレン本人のユダヤ系アメリ

カ人としての生い立ちと経験が反映されているだけでなく､しばしばステレオ

タイプ化されるユダヤ系アメリカ人一般の経験が作品中に再現されていること

は否定できないo そうした経験に対するアレンの態度は一面では確かにアイロ

ニカルなものと言えるかもしれないが､しかし同時に､アレンはそうしたユダ

ヤ的経験を一般化して､非ユダヤ系のアメリカ人にも拡張しようとしているよ

うに見える｡ワスプの観客に対して､彼らが与り知らぬユダヤ人の経験と心理

を伝えつつ､それらの少なくとも一部が実はユダヤ人だけに該当するものでは

なく,非ユダヤ人にも当てはまることを示すというアレンの試みは､ 1970年代､

80年代において,アメリカのユダヤ系がアメリカ主流社会に受け容れられうる

ものとなっていたことを暗示している｡そのことはユダヤ系アメリカ人の同化

の進展ぶりと､ユダヤ的伝統の希薄化を広めかすものかもしれないが､しかし､

『重罪と軽罪』が示しているように､ホロコーストのようなユダヤ社会にとっ

て決して忘れ去ることのできない問題は,悪とその裁きという普遍的な問題と

して措かれている｡別言すれば,ユダヤ系というエスニシティに密着した問題

は捨象されることなく,より一般化された文脈に置き換えられて論じられてい

るのである｡ここに見出されるのは,ユダヤ系でありつつアメリカ人でもある

というエスニック･マイノリティの二重性を効果的に利用するアレンのスタン

スに他ならない｡それを､同様の立場に置かれたマイノリティの芸術家の創作

のあり方の一つのモデルとみなすことも不可能ではないだろう.

注

1)野村51-52も参照のこと.ただし､ Hertzbergによれば､ラビや知散人はアメリ

カに対する否定的な見解を表明していたという(Hertzberg 142-146)a

2)アメリカにおけるユダヤ人差別については,佐藤はL¢oFrankのリンチ殺害事件,

Jacob Josephの葬列-の襲撃事件､ Henry Fordによる反ユダヤ･キャンペーン,



96 長畑 明利

Massinaにおける儀式殺人の告発､大学入試におけるユダヤ人排斥､公民権運動時

のシナゴーグ爆破事件などを挙げている｡しかし､佐藤も言うように､アメリカで

は｢法的措置に基づいた政府主導型の反ユダヤ主義がなかった｣ことは確認してお

く必要がある(佐藤21)0

3)文献中のDr¢sn¢r､ Lublingのような例外はあるが､作品を十分に分析していると

は青い難い｡ Dr¢sn¢rはアレンの現実の女性関係(特にSoon-Ⅵとの関係)を糾弾

し､作品そのものをも同様の観点から断罪するもので､作品分析としては正確さを

欠く｡

4)父親Martyは1900年生まれ.ロシアから英国を経由してアメリカ-移住した比

較的裕福なユダヤ人の息子(Meade25)o母親Nettieは1908年生まれ.その父Leon

は1891年､ 26才のときにオーストリアからアメリカ-入国した(Meade23)o

5)その後､女優のDianeKeaton､ MiaFarrowと同棲し､ Farrowとの破局の後､彼女

の養女だったSoon-Yi Previnと結婚したことはよく知られているが､いずれも非ユ

ダヤ系である｡

6)引証に際して､アレン映画のスクリプトには次の略語を用いる. FF:FourFilmsof

Woo4y AIZeれHHS: Hannah and Her SisteTTS､ TF: ThTlee FT'lms of Woody ALleno

7)主人公の正統派ユダヤ人-の変身はTaketheMoneyandRunでも試みられてるo

8)アニーが黒石鹸を使っているのを見て､アルヴイは`yuhjoiningaminstrelshow?"

(∫F 70)と言う｡アルヴイは別のシーンでも,性行為の最中にマリファナを吸うア

ニーに, uThe illusionthat itwill make a white
woman more like Billie Holiday" (FF 50)

と育っているoこうした隠れたracechangeの欲望-の言及は,この時期のアレンに

すでに人種的あるいはエスニシティ上の境界侵犯(あるいは越境)という問題意識

があったことを物育っている｡

9)この点に関しては文献中のPerlmutterも参照のことo

10)スクリプトにはJa=zSingerの主演俳優AlJolson -の言及がある(FF94).

ll)本作晶のスクリプトは未出版であるため､作品からの引用はDVD版の英語字幕

に基づく｡

12)アレン本人はPrimoLevyをモデルにしているわけではないと言っている(ビヨ

ークマン254)0

13)この作品においては｢目｣およびそれを隠すことのシンボリズムが重要な役割を

果たしている｡モラリスティックな人物であるラビのベンは失明し,ハリーも眼鏡

をかけている｡ドロレスもときに黒いサングラスをかけ,殺された彼女は目を大き

く見開いたままで床に横たわっている｡ジュダが殺害現場を訪れるときには､車の

ライトが二つの巨大な目を思わせるように強調されるo文献中のLeeも参照のことo
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時空間の境界線を越えるための歴史/地理哲学

ユダヤ人とチカーノの事例から

井村 俊義

1.ユダヤ人とチカーノが交差する身体

1961年にメキシコシティで生まれたスタバンスは､東欧のユダヤ系移民の家

系を引く関係でイデイッシュ語の教育を子どものころに受けた｡二十四歳でユ

ダヤ教の神学を学ぶためにニューヨークに移住し,のちにコロンビア大学でラ

テンアメリカ文学の博士号を取得している｡現在はマサチューセッツ州のアム

ハースト大学で､ラテンアメリカとラティーノの文化を教えながら,最初は短

編小鋭の作家として､その後批評家あるいはアンソロジストとして､現在にい

たるまで旺盛な執筆活動を続けているo ヒスパニックの出自をもちユダヤ教の

教育を受けたスタバンスにはすでに膨大な著作があるが､大別するとヒスパニ

ックに関するものとユダヤに関するものに分けることができる｡そのなかで､

ヒスパニックでありユダヤ教にも同時に関係している作家を四十一人選びだし

たアンソロジーが2000年に出版された｡ 1)スペインの作家が十九人でヒスパ

ニックの作家が二十二人という内訳で､時代は十世紀から二十世紀にまたがり,

取り上げられたテクストの種類も手紙､物語､詩､小説の断片,遺言､批評,

歴史的記述など多岐に渡る｡この『渦巻きと交差』と題された書物と,ラテン

アメリカにおけるユダヤ系作家のアンソロジー『トロピカル･シナゴーグ』､ 2)

そしてユダヤに関して書かれた文章をまとめた『慢性的な夢想家』 3)などが､

彼のヒスパニックでありかつユダヤ人であることの問題意織を探るためのきっ

かけとなる書物だと言える｡これらスタバンスの言葉などを足掛かりに､ユダ

ヤ人とヒスパニック(あるいはチカーノ)のアイデンティティや共同性に関す
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る考え方を交差させてみたい｡そうすることによって私たちは､ユダヤやヒス

パニックに限らず､アイデンティティや共同性に関するより普遍的な概念を抽

出し､さらに豊かな議論を展開するための下地ができると考えるからである｡

『渦巻きと交差』の冒頭でスタバンスは､この著書を編集した意義や背景を

解説しながら彼自身の立場を表明している｡彼はまずユダヤ人を｢一時的に離

散した状態にありながらモーセの教えによって結びつけられた宗教的かつ民族

的な人々｣ 4)と定義し,ヒスパニックに関しては､イベリア半島とアメリカス

にかけての地理的な意味合いが強い用語であるとしている｡つまり､ユダヤを

宗教的な側面から捉え,ヒスパニックを地理的な側面から捉えていることがわ

かる｡このことは､メキシコで生を受けたにもかかわらずメキシコに精神的な

思い入れを持つことができず､ユダヤ世界の小宇宙のなかで教育を受けたスタ

バンス自身の経歴とも大いに関係している｡また著者は,自らがアシュケナー

ジ(東方ユダヤ人)であるにもかかわらずセファルディ(西方ユダヤ人)に関

心があると述べたうえで､この本における彼の問題意識の中心は｢ユダヤ人が

イベリア半島と新大陸に移り住んだことによる､ヒスパニックとユダヤ人のお

互いの影響｣にあるとしている｡これも同様に､スタバンス自身の経歴から生

じた内面の葛藤がもたらした末の問題意識であることは想像に難くない｡ヒス

パニックやユダヤ人がたどってきたルーツの過程で築かれた多様な出自5)をも

つスタバンスのアイデンティティは,信念と土地のあいだの相克のなかにある

と言えよう｡それはまた,祖先から受け継いできた時間的なつながりと,メキ

シコからアメリカ-と移住した空間的なっながりの上におかれたアイデンティ

ティ同定の作業の困難さをも意味する｡

2.ユダヤ人の丘史感光とアイデンティフィケーション

時間卿こも空間的にも絶後な迫害の歴史を経てきたユダヤ人は､国境線が移

動することによって存在を消されたメキシコ人がチカーノとして存在を主張す

る以上に,自らのアイデンティフィケーションに対して歴史的に撤密かつ広範

に反応-してきた｡しかしユダヤ人のアイデンティティ同定の作業の性質は､近

代以降のそれとは異なっていることが重要である｡ある固定された思想や宗教､

そして身体的特徴のなかにユダヤ人のアイデンティティを求めることはふさわ

しくないということである｡たとえば､迫害の最たるものと言える第二次世界

大戦の時期に,ナチスによって規定されたニュルンベルク法6)によって､祖父
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母四人のうち三人が｢ユダヤ教徒｣であったものが｢完全ユダヤ人｣とされた｡

つまり､ユダヤ人であるかどうかは｢血｣の問題である以上に宗教的な問題で

あり､自らの選択や他者からの規定に大きく依存しているということになる｡

その一方でナチスが,科学的な方法による生物学的な特色に基づいて､ユダヤ

人を規定■しようとしたことも事実である｡いずれのアプローチもユダヤ人のア

イデンティティを探し当てることは難しいだろう｡身体的な特徴を有している

ユダヤという問題に関してスタバンスは,彼が十四歳のときに学校の授業中に

読んだⅠ･j･シンガー7)の『カーノフスキー家』 (ドイツ系ユダヤ人家族の三世

代にわたる物語)の一節を紹介しながら､大戦中のユダヤ人を取り巻く環境の

理不尽さを描写し､ 8)このような史実に対しての驚きと困惑と抵抗を隠さない

でいる｡

かつてサルトルは｢ユダヤ人とは､近代国家のうちに､完全に同化され得る

にもかかわらず､各国家の方が同化することを望まない人間として定義される｣

9'と書き､また｢ユダヤ人とは､他の人々が､ユダヤ人と考えている人間であ

る｣と書いた｡つまり,ユダヤ問題とはユダヤ性自体に問題が隠されているよ

うな本質的な事柄ではなく､人々の頭のなかに育まれた窓意的な思想上の問題

であるということである｡ユダヤ人のアイデンティティ同定の作業が反近代的

であることを利用することによって､近代はユダヤ人の排除を可能にしたとも

言えるのではないだろうか｡もちろん､ユダヤ人が身体的あるいは精神的に劣

等であるというレッテルを貼られたことによって受けた苦痛に関する問題は､

あとから振り返って｢不当｣であったと簡単に見過ごすことのできないほどの

傷跡を残している｡ここでは詳しく論じることはできないが､それに関しては

たとえば､サンダー･L･ギルマン10)らの著作が参考になるだろう｡ここでは､

ギルマンも風上に乗せた,ユダヤ人であることによってフロイトが抱えざるを

得なかった問題に焦点をあてて書かれた､エドワード･W･サイ-ドの『フロイ

トと非-ヨーロッパ人』 ll)に若干触れておく｡

この本のなかでサイ-ドは,フロイトの最後の著作となった『モーセと一神

教』に着目している｡この本のなかでフロイトは｢モーセがユダヤ人に新しい

宗教だけでなく割礼という捷をも与えたのであれば､彼は決してユダヤ人であ

ったのではなく､ひとりのエジプト人であった｣ 12)と書いた｡ユダヤ教の創設

者であるモーセは､実はユダヤ人ではなくエジプト人であったことを明らかに

しようとするフロイトの言葉のなかに､結局,宗教や国家やアイデンティティ
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は根源的にも表層的にも､あるいは時間的にも空間的にもいつも断絶とずれを

抱えざるを得ないものであることをサイ-ドは読み取るのである｡サイ-ドに

よればフロイトは｢モーセとは誰かといった彼個人のアイデンティティ問題だ

けに回帰するのではなく､ <-とは誰か?>といった疑問を支えるアイデンテ

ィティという概念それ自体のまさに要素-立ち戻ることに恐かれていた｣
13)の

であり､サイ-ド自身が抱え込んでいた引き裂かれたアイデンティティをもう

一度解きほぐすための方策をそこに見て取ったのである.とりわけ､サイ-ド

が次のように記したことは重要である｡ ｢フロイトは､ユダヤ教がそれ自身から

始まったのではなく(中略)エジプトやアラブ的な他のアイデンティティとの

出会いによって始まったという,巨大な和解空間の存在を主張した｣｡ 14)その

空間こそがアイデンティティ･ポリティクスの公共性に他ならない｡つまりア

イデンティティとは､アイデンティフィケーションの過程のなかで自らをどの

ように位置づけるかの時間的にも空間的にも超越した営みなのであり､アイデ

ンティフィケーションの過程のなかにおいてこそ他者と結びつくことができる

ものなのである｡

自らを瞬間瞬間にアイデンティフィケーションし続ける行為は時間と空間を

飛び越えそれらをすべて等価なものとして見る｡そこにおいてアイデンティテ

ィを規定する重要な要素としての｢記憶｣のあり方が問われることになる｡記

憶は時間の境界線を越えることができるからだ｡スタバンスの記憶に関する見

解は｢記憶と文学｣という論文に詳しいが､そこでスタバンスはヨセフ･ハイ

-ム･イェルシャレミの『ユダヤ人の記憶/ユダヤ人の歴史』 15)を参照し,ユ

ダヤ人は太古の時代からの集合的記憶を保持し｢想起｣を通してアイデンティ

ティを不断に構築していることに関心を示す｡そして､そのような集合的アイ

デンティティのあり方が､時間が過去の出来事を消し去ることを引き止めよう

とする行為とも結びついていることを明らかにしてゆく｡スタバンスはそのな

かで｢ユダヤ人は生まれるのではなく作られるのだ｣ 16)と簡潔に述べている｡

この言葉は､アイデンティティが固定されたものではなく流動的なものである

ことを示している｡また｢タルムードを通してユダヤの歴史を司るラビは､儀

礼と朗唱を通して記憶のなかに歴史をそのつど形成する｡ユダヤ人は歴史的時

間ではなく神話的時間を生きるのである｣ 17)とも述べている｡ユダヤ人は､記

憶のなかに公共性を作り出し､私たちが一般に考えがちな実証主義的な歴史を

重視しない｡壌未な歴史的事実を明らかにすることが歴史の本質を捉えること
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につながるとは考えないのである｡スタバンスが参照したイェルシャレミ自身

は｢ラビたちはまるでアコーディオンをひくかのように､自由に伸ばしたり縮

めたりして時間を扱って｣ 18)ぉり､ ｢歴史の個々の具体的な事柄には関心を払

わずに､歴史の全体的な形態に関心を向け｣ 19)ていると書いている｡ 20)

そのようなユダヤ人の歴史に対する独特な見方は､ベンヤミンの思想と密接

に結びつき引き継がれている｡たとえば『パサージュ論』のなかで,勝者とし

ての商品のなかに過去の敗者や死者たちの｢救済｣を求める声を聞き取ろうと

するベンヤミンは､建築物､遊歩者､売春､賭博､無為､広告､鏡､蒐集､写

真､絵画などを取り上げて時間を越え出ていこうとする｡ 21)あるいはベンヤミ

ン最後の論文｢歴史の概念について｣の最後の一節はユダヤ神学が示すユダヤ

人(およびベンヤミン)の歴史哲学をもっとも凝縮した形で提示されている.｡

律法と祈祷とが､かれら(ユダヤ人)に回想を教えている｡ (中略)ユダヤ人に

とって､未来は均質で空虚な時間ではなかった｡未来のあらゆる瞬間は,そこを

とおってメシアが出現する可能性のある､小さな門だったのである｡ 22)

タルムード(口伝律法)やト-ラー(聖書の最初の五巻)の教えを通して｢/ト

さな門｣を見つけ,そこから境界線(ベンヤミンの好む言葉を使えば｢敷居｣)

を越え出ていくことによって,ユダヤ人は過去と出会い自らを日々更新してゆ

くのである｡

3.チカーノの地理感光とアイデンティフィケーション

メキシコ生まれのスタバンスは､多様な出自(キューバ系､プエルトリコ系

など)をもつヒスパニックのなかでもメキシコ系アメリカ人(チカーノ)に属

している｡しかし､スタバンスが一世のメキシコ系アメリカ人でありしかもコ

ーカサス系に属し､現在は東海岸に住み大学の教官をしているという理由から､

彼を｢チカーノで｣はなく｢メキシコ人｣とする捉え方が一般的なようである｡

一般的にチカーノを､南西部に精神的な思い入れをもち,農作業に従事する者

という表面的なイメージで捉える傾向はいまだに強い｡スタバンス自身もいく

つかの場所で､自らをチカーノではなくヒスパニックと位置づけており､チカ

ーノの精神的故郷である南西部-の違和感をあらわにする文章を書いてもいる｡

23'ただ､ここではあえてチカーノという枠組み自体が滑養する豊穣な間愚意識
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を明確にするために,チカーノという概念を通して考えてみたい｡チカーノを

時間と空間に束縛することなく､外部から規定された客親的で固定化された集

団として捉えないためである｡

たとえば､スタバンスと同じメキシコ系アメリカ人の一世に属するギリェル

モ･ゴメスエペ-ニヤが､自らをあえてチカーノと位置づけてその意味を模索

していることは示唆的である｡ゴメスエペ-ニヤは｢多くの本質主義的な考え

をもつチカーノは,いまだに私をチカーノと認めようとしない｣ 24)と述べる｡

その上で彼は､ 1979年に行ったパフォーマンスに関して｢新しいアイデンティ

ティである<チカーノ>を生み出すための苦痛をともなうメタファー｣ 25)であ

ったとし,そのアイデンティティを｢大陸横断的なアイデンティティ｣と表現

している｡ 1980年代に入ると｢チカーノ化の過程にあるメキシコ人(aMexic皿

intheprocessofChicanization)｣ 26)と自らをアイデンティファイするようになり､

パフォーマンスの共同制作者であるロベルト･シフエンテスを､逆に｢メキシ

コ人化の過程にあるチカーノ｣ 27)と表現している｡人々のアイデンティティは

一義的に判断することができず､むしろある集団からある集団-の過程のなか

にこそ､つまりアイデンティフィケーションという進行形のなかにこそ､何者

であるかを把持することができると彼は考えているようだ｡国境線を北から南

-と越えて,メキシコさえもが｢チカーノ化｣する可能性を秘めているのであ

る｡ゴメス-ペ-ニヤは次のように書いている｡

毎月20万人を越えるアメリカ-の越境者は,私たちをそのたびに生まれ変わら

せてくれる｡そして､私たちの過去を絶えず思い出させてくれるのである(メキ

シコ系アメリカ人にとってそれは､集団的な記憶と同じ作用をもった､継続的な

移民が担ってい る流動的な機能だ)｡同時に､反対の現象も起こっている｡神話

的な北(それは未来を 象徴している)も失われた過去を求めて南に帰ろうとし

ているのである｡ ｢反対側｣ (アメリカ)にやってくる多くのメキシコ人は｢チカ

ーノ化｣され､そしてメキシコに帰る｡帰るという行為において,彼らはメキシ

コが経験しているチカーノ化の無言のプロセスに寄与しているのである｡
28)

｢帰る｣という言葉はベンヤミンの｢回想する｣と通低している｡また､チ

カーノ詩人のジミー･サンティアゴ･バカが脚本/出演している映画『ブラッ

ド･イン･ブラッド･アウト』では､チカーノの母親と白人の父親のあいだに

生まれたミクロ(ダミアン･チャパ)が白人にしか見えない容貌であることを
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悩みつつ､仲間からチカーノとして認められるまでの軌跡を措いている｡つま

りこの作品は､チカーノというものを｢肌の色｣や｢どの程度チカーノなのか｣

という実証的な問題から解き放っているわけである｡時間や空間の束縛を解き

放ち､あるいは肌の色や母語を越えて､自らの属する集団を選択することがで

きるという可能性を生きるためにも､チカーノを国家原理にとらわれずに定義

していくことが必要である｡チカーノであることは､自らが選びとったアイデ

ンティティであるという積極的かつ肯定的な側面を強調する行為の結果なので

あるoチカーノは､そのような行為を継続する主体としてアイデンティフィケ

ーションし続けると同時に, ｢忘却の穴｣に陥れられようとしているあらゆる存

在をアイデンティフィケーションするよう働きかける存在でもある｡

それではユダヤ人にとってのタルムードのような,チカーノのアイデンティ

ティの拠り所はどこにあるのだろうか｡ ｢アメリカ南西部｣に原風景を宿してい

るチカーノの想像上のホームタウンであるアストランをその一つにあげること

ができるだろうoアリゾナ州やニューメキシコ州を中心としたアメリカ南西部

は,アメリカ合衆国においては一般的にも文化的に固有の意味空間として認識

されているo実際､サウスウエストという言葉を自明のものとして題名に掲げ

る書物をアメリカで見つけることはそれほど難しいことではない｡サウスウエ

ストに関するリーダーもすでに出版されている｡ 29'ただ､この地域が具体的に

はどこからどこまでを指しているのかについては､明確な定義はいまだなされ

ていないようである｡たとえば, 1971年の時点ですでに『サウスウエスト』 30,

という題名の本を出版しているD･W･メイニグは,先にあげたリーダーの冒頭論

文で次のように記している｡

サウスウエストはアメリカ人の精神にとっては特別の意味をもった場所である｡

しかしその場所を地図上で指し示すことはそう簡単なことではない｡誰もがサウ

スウエストは確かに存在していることを知っているのに､どこにあるかについて

は意見の一致を見ていないのであるo 31)

つまり､アメリカ人にとっては､サウスウエストと呼ばれるある特徴をもっ

た風景が存在するという主観的な事実の方が先行しており､どの州がサウスウ

エストに属しているのかという客観的な事実は唾味なままなのである｡このこ

とと地理的な近接性を考慮するならば､サウスウエストが醸し出す心象風景と
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いまは無きフロンティアが紡備とさせる心象風景とを結びつけて考えるのは自

然なことだろう｡アメリカ人の心のなかに存在する原風景としてのフロンティ

アは,未開の西部の荒野を開拓していくという勇猛果敢なイメージとともに請

られ､アメリカ人の進取の気性を象徴する言葉としていまも機能している｡し

かしそれは境界線(境界地域)によって西洋と非西洋をふるい分けるための装

置として機能したという点において､アストランとは大きく異なる｡

歴史的に見ればフロンティアは､ 1890年に国務相によって消滅を宣言されて

いるが,それでも,アメリカの独立宣言(1776年)からフロンティアの消滅

までが1I4年､それから現在(2004年)までに114年しか経過していないこと

を考えると､アメリカ史におけるフロンティアのもつ比重の大きさがわかる｡

フロンティアを多角的に論じた代表的な歴史家のひとりであるフレデリック･

ジャクソン･ターナーは､アメリカ西部の風景は一般に不毛で殺伐なものとし

て受け取られたとしながらも,観念的な民主主義の発展との関係から肯定的に

捉えられた面もあるとして､次のように述べている｡

西洋の民主主義は､生まれた当初から観念的な性格が強かった｡それゆえ､よ

り高次の社会を求める人々の闘争の物語のなかで､新しい章を書くための無垢で

白祇のページ として表象される荒野は､人々の心に強く訴えたのであるo
32)

現実には､西洋と非西洋が激しくせめぎあったフロンティアにおいて､西洋

から不毛な荒野であると見なされた土地とその住人であるインディアンは征服

され､その作業が終了した後にあらためて有用なものであったと回顧された｡

フロンティアは,西洋ではないものを西洋によって塗りつぶす装置として機能

し､西洋にとって異質なものを除去する精神的な浄化作用の役割も果たしたの

だった｡したがって,国務相によって宣言されたフロンティア消滅の年である

1890年の最後(12月29日)に､ウ-ンデッドニーにおけるダコタ族の虐殺が

行われたことの意味はおのずから明らかである｡インディアンの西洋文化-の

屈服によりフロンティアの役割は終わり,インディアンと西洋との300年以上

にわたる武力をともなう大規模な衝突が終結したのである｡

西洋がインディアンを征服していくさまを､地図や写真を配して克明に描写

した『インディアン･フロンティア』のなかに次のような記述がある0
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フロンティアにおける文化的越境が生んだ果実から､私たちは深遠な意味を受け

取る ことができるはずだ｡最近になって､インディアンの精神的､政治的､経

済的な復活が 歓迎され奨励されているアメリカにおいて､インディアンが作り

上げたもののアメリカ人の生活-の豊かな貢献は,ますます強く羅織されるよう

になってきている｡ 33)

レナ-ト･ロサルドはこのような精神状況のことを｢帝国主義的ノスタルジ

ア｣ 34)と呼んだ｡西洋は､征服すべき不毛や野蛮という概念を創出しつつ､自

己を正当化しながら他者を征服した｡そして､他者を境界線の向こう側-と囲

い込んだあとには､その経緯を無意識に忘却し､自らは安全な場所に身をおき

ながら､すでに変容させられてしまった他者との関係を一方的に回顧し模索し

たのである｡もちろん､文明と未開､あるいは西洋と非西洋という言葉による

二項対立は､その分類の仕方自体が西洋のパラダイムの投影でしかないことは

いうまでもない｡しかし私たちは､その二項対立をなかば自明のものとしてす

でに受けとめているのも事実である｡酒井直樹が言うように｢西洋とは､現代

の世界に拡がった情報の普及を可能にしている近代的な機構そのもののこと｣

35)であり､地理的なヨーロッパを中心とした概念にとどまらないからだ｡つま

り､西洋を現出させる装置としてのフロンティアの問題は,現代を生きる私た

ちと無関係ではありえないのである｡フロンティアの原理は,国家原理の中の

国境線という形で生き残っている｡人々は西洋か非西洋か､非西洋ならば西洋

にとってどのような意味を持つ国家なのかが絶えず参照される｡

西部の荒野には､インディアンを囲い込んだリザベーションの他にも､メキ

シコとアメリカの国境を示す境界線や､第二次世界大戦中に日系アメリカ人を

強制収容したときに引かれた境界線が引かれた｡これらの境界線は､文明と未

開を分断するフロンティアの働きによってもたらされた境界線と同種のものと

言える｡個々人のあいだに存在するグラデーションのような差異のあいだに明

確な境界線を持ち込むことによって､人々はインディアンのように選別され､

囲い込まれ､集団に名前をつけられ､優劣をつけられた上で､差別され,排除

され､支配されたのだった｡ 36)フロンティアが文明と未開を選別し､その間に

境界線を設ける役割を果たしたという視点から､国家間の境界線を見ていくと

いう視線はまだ有効である｡いまでは､太平洋戦争勃発当初に十ケ所にわたっ

て建設された日系人強制収容所の鉄条網は取り壊され､日系アメリカ人はアメ
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リカ社会に浸透していき､無数のリザベーションのなかに囲い込まれていたイ

ンディアンも､アメリカ社会のなかで徐々に重要な地位を占めようとしている｡

もちろん,彼らのおかれた現状は満足できるものではない｡なぜなら､人々の

頭のなかに刻み込まれた境界線は､土地の上に引かれた境界線を消すようには

簡単なことではないからだ｡

一方､メキシコとアメリカのあいだに引かれた3000キロに及ぶ国境線は,現

在でも未開と文明を隔てる境界線として機能している｡この国境線は､スペイ

ン語と英語､カトリックとプロテスタントの境界線を示し､第一世界と第三世

界の境界線であることを維持しようとしている｡その境界線にまたがるように

して居住しているチカーノ(メキシコ人)は､風土から見ても文化から見ても

｢サウスウエストを､メキシコやラテンアメリカの延長として見ている｣ 37)た

めに､サウスウエストに引かれた国境線を,西洋が創出したパラダイムのなか

に置こうとはしない｡近代国家の原理によって人々を選別しようとする境界線

とは異なる視点から,サウスウエストを見ているのである｡つまり､サウスウ

エストはいまでも､ポストフロンティアにおける,近代と非近代がせめぎあう

場所となっているのである｡そこにアストランは存在する｡

たとえば,西洋人が日本を極東と呼び､サウスウエストを西のはずれ(極西)

と東西に見たのに対して,チカーノはサウスウエストを南北に見て､アメリカ

国内からメキシコ-､さらにラテンアメリカ-とつながる地域の出発点として

捉えている｡現実にチカーノは鉄条網にいくつもの穴をあけ,境界線で分断さ

れた二つの世界は､中米や南米からの越境者の通路となっている｡メキシコと

アメリカの両国が境界線の存在によってお互いを排他的に認識する考え方から

逃れられないのに対して､あたかも鉄条網に穴を開けて越境するようにしてチ

カーノたちは,国家とは異なる次元からアメリカス(南北アメリカ大陸)を見

ようとしているのである｡サウスウエストの風景にあるフロンティアとのかか

わり合いのなかでマインドスケープを創出するが､そのまさに同じ場所におい

て､チカーノの論理に基づくアストランの精神風景が､西洋がもたらした近代

に抗するもう一つのパラダイムを私たちに示しているのである｡そういうせめ

ぎ合いのなかにチカーノのホームランドであるアストランは存在している｡括

抗する世界観のはぎまで､アストランと呼ばれる共同性はチカーノの人々の心

の中に｢帰る｣べき場所として浮上している｡それは歴史的な事実を越えたタ

ルムードのように､空間的な現実を越えた存在として心のなかに生きているの
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4･時間や室rqの境界&を洩えた共同性の群集:ユダヤ人とチカーノ

国家という超越的な視点に影響を受けずに人々が自ら宗教や趣味や居住する

場所を選ぶことによって形成される集団が､アイデンティティを規定する際の

重要な参照枠となっている｡それは前近代的な地域社会や血縁関係にふたたび

重きをおくことを意味しない｡これまで見てきたように､スタバンスのおかれ

たユダヤ人やチカーノという重層的な境遇がそのことを体現している｡ユダヤ

は精神的な｢信条｣を表す言葉であり､チカーノとはメキシコの文化に親しん

だスペイン語話者がアメリカに住んでいるという｢状態｣をさすからである｡

チカーノとは誰なのかという問いは､ユダヤとは誰なのかという問いと本質的

には変わらない｡私たちは国家とも地域共同体とも血統とも異なるトライブ

(｢趣味やスタイル,慣習を共有する小集団のこと｣ 38)
)のなかに生き,そこ

にアイデンティティを託すという生き方を日常的にしようとしているからであ

る｡そこにおいて､ユダヤ人でありかつチカーノであるというスタバンスの書

く文章は､私自身の問題としても引きつけて読むことのできるものとなる｡チ

カーノとはユダヤと同じように､生き方の選択にしか過ぎないという点では,

誰もがユダヤに,そしてチカーノになれる可能性がある｡しかしそれは国家の

内部に自明のものとして包摂されることがないという意味ではつらい生き方か

もしれない｡ 『ブラッド･イン･ブラッド･アウト』の主人公と同じように､ス

タバンス自身が自らを｢白いヒスパニック｣と呼び､メキシコにおいてもアメ

リカにおいても周囲とは違和感をもって生きてきたことがそのことを明らかに

している｡ ｢メキシコでの私はユダヤ人で,国境を越えたあとはメキシコ人｣に

なったとスタバンスは述べている｡

ユダヤ人を結びつけている粋を､公共性という一般的な概念から捉え直せる

とするならば､なぜユダヤ人がそのような発想をもつことができたのかを考え

てみる必要があるだろう｡ユダヤ人の存在自体を無きものとしようとした第二

次世界大戦中の出来事が示唆しているように､パーリアとして他者から規定さ

れた人々は､他者から隔離されるだけではなく究極的には絶滅までをも強制さ

れた｡それは空間的な次元における｢いまこの場所｣からの絶滅だけではなく､

過去や未来を通しての時間的な絶滅ということも意味している｡いわば､歴史

的にも地理的にも｢忘却の穴｣に突き落とされることによって､パーリアは完
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成するのである｡パーリアとはどこにも存在しない存在となったときに成立す

るという矛盾する言葉である｡被害者としての彼らから見れば,そのような経

験は､身体的な疎外(空間的)だけではなく､内面的な疎外(時間的)にも苦

しめられるということになる｡つまりそれは､世界全体から存在自体が疎外さ

れるということであり､彼らは自らの存在の空虚さとともに他者の非存在に直

面するのである｡祖先からの世代から続いた土地と言語を移動する体験を通し

てスタバンスは｢私はいつも,引き裂かれてしまったアイデンティティの謎を

解くための手掛かりを探していたのだ｡
･

-結局､私が発見したのは､存在の

確実性を疑うということだったのかもしれない｣ 39)と書いている.土地の移動

と言語の移動の強制がもたらすものは､他者の喪失と自らの存在-の疑問であ

った｡

他者の存在を喪失することがいかに非人間的な状況であるかをハンナ･アレ

ント40)は『人間の条件』のなかで､ローマ人の言葉を引用しつつ次のように香

いている｡｢私たちが知っているなかでおそらくもっとも政治的な民族であるロ

ーマ人の言葉では,｢生きる｣ということと｢人々のあいだにある｣ということ､

あるいは｢死ぬ｣ということと｢人々のあいだにあることを止める｣というこ

とは同義語として用いられた｣｡ 41)生きるとは他者とのあいだに存在するとい

うことだ｡しかもそのなかの誰をも失うことは許されない｡アレントは代替し

がたい個々人のすべてのパースペクティヴこそが重要だと考える｡なぜなら｢複

数性が人間の行為の条件をなすのは､私たちは人間であるという点ですべて同

一でありながら､誰一人として,過去に生きた他者､現に生きている他者､将

来生きるであろう他者とけっして同一ではない｣ 42)からである｡歴史は客観的

で固定的で､誰にとっても同じように開かれているものではない｡個々人の視

点がより多くなり多様になれば,世界や歴史もより豊かになるものである｡ま

た､ひとりの個人のなかに多くのパースペクティヴをもつことができれば､世

界や歴史をより豊かにすることができる｡そういう発想を､アレントを初めと

したユダヤ人は携えているようだ｡つまり､世界中のすべての人々のパースペ

クティヴが私たちが生きている世界と歴史を作り出している｡世界と歴史にそ

れぞれのパースペクティヴを投げかけることによって,その都度新たな世界と

歴史が創造されるのである｡そして私たちは私たち自身のなかにも複数のパー

スペクティヴを擁していることによって､すなわち複数性があるからこそ｢思

考｣することができるとアレントは考えていた｡思考とはつまり､自己と自己
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の対話だからである｡

ユダヤ人の複数性に対するこのような考え方を支えているのは､ユダヤの口

伝律法であるタルムードにある､と私には思われる｡ユダヤ人学者のエマニュ

エル･レヴィナスが『聖句の彼方』 43)で｢クルムードの語り方がこれほど奇妙

なのは､簡単に言えることをあえて複雑な言い方で語ることを楽しんでいるか

らではありません｡そうではなく､その語りに意味の複数性を残しておくため

なのです｣と述べるのも,文字のなかに｢公共性｣のトポスを確保しようとす

る態度に違いない｡レヴィナスはまた｢初学者が学校でその節に向けるどんな

つまらない質問であっても､それはシナイ山で聞き取られた｢啓示｣の欠くこ

とのできない一つの文節点なのである｣と述べていた｡この点においても､ベ

ンヤミンの翻訳に対する捉え方を連想することができるだろう｡

ここでもうー度､チカーノについて考えてみよう｡アストランはチカーノに

とっての精神的な故郷といまでは考えられているが, 1969年にアルリスタらに

よって｢アストラン精神宣言｣が出される以前は､この言葉は一般に知られる

ことはなかったoこのことからラフアエル･ペレス-ト-レスは,アストラン

という名前や歴史的な事実には重きをおかず､あえて｢空虚なシニフィエ｣

(emptysigmifler)44)として捉えることによって､ポストモダンにおける共同性

や空間論を論じるための普遍的な意義をそこに見い出そうとしている｡現実に

おいても｢アストラン｣は､チカーノにとって共通の言葉ではなく,政治的､

社会的,文化的なエリートが使っている言葉に過ぎないという面もある｡アス

トランはすなわち､バリオのようなホームランドというよりはボーダーランズ

なのである｡しかし､チカーノはなぜそのようなアストランを｢空虚なシニフ

ィエ｣のま′ま換作できるのだろうか｡その理由の-つとして､チカーノがメキ

シコを祖先にもつ人々の地理的､世代的､階級的な起源には重きを置かなかっ

たことがあげられる｡彼らはそれよりも､詩的なレトリックを重視し,メキシ

コ人とチカーノの歴史的な人物を称揚することを通して､お互いの一体感を創

造しようとしたのであるoこの新しい感覚による一体感は,古代アステカの故

郷の名前につけられた｢アストラン｣の再征服と強く結びついている｡したが

って､アステカ人が実際にサウスウエストに住んでいた証拠があるかどうかは

重要ではない｡チカーノがメキシコ文化やメキシコの仲間たちと一体になれる

かどうかの方が重要だったのだ｡リチャード･グリスウオルド･デル･カステ

イーリョが書いているように｢政治的シンボルとしてのアストランの創造はチ



112 井村 俊義

カーノにとって､不法に越境する人々にはそれだけの十分な理由があるとする､

精神的かつロマンティックな試みとなっている｣ 45)のである｡

ユダヤ人が時間の堆積を自由に越え出てゆくことと､チカーノが無数に引か

れた土地の上を自由に越え出てゆくことは,私たちのこれからの共同性を考え

ていく上において､重要な示唆を与えている｡このような問題設定は､さまざ

まな人々が使うさまざまな言語が､さまざまな空間と時間を呼び出しながら､

やがて落書きやビラのように再び街頭に消えてゆくイメージとともに語られた

プランショの｢明かしえぬ共同体｣ 46)や,それに影響を受けて書かれたジャン

-リュック･ナンシーの『無為の共同体』
47)のような研究とも深く結びついて

いると思われる｡この点に関する研究はこれからの私の課題としたい｡あるい

は,エドワード･W･ソジャの『ポストモダン地理学』48)とともに､フーコー

の提示した｢ヘテロトピア｣の視点から研究していくこともできるだろう｡ソ

ジャは,時間を使って書かれる言語の制約が人々を地理ではなく歴史に向かわ

せているとし､現代が｢同時性の時代｣ (フーコー)であるからには｢地理的想

像力｣が不可欠であるとしている｡時間的想像力とともに地理的想像力を復権

し(それは既存の地図を無効化することでもある),新しい歴史/地理哲学や新

しい共同性を構築するための理論的基盤を構築するための糸口を,ユダヤ人や

チカーノの歴史/地理哲学を通してさらに見ていこうと考えている｡
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Ⅵ

フランス詩碑における

ユダヤ人アイデンティティ





北アフリカからのユダヤ人1)

一息想家､歌手､お笑い芸人-

田所 光男

はじめに

北アフリカのユダヤ人と言っても広く､フランスと関係の深い三国､アルジ

ェリア｣-モロッコ,チュニジアだけをとってみても､それぞれの土地のユダヤ

人は独自の歴史をもち,またそれぞれの内部でさえ統一的なイメージを作るの

は難しい｡例えば､ほぼ同年にアルジェリアに生まれ､後にフランスに渡った､

エンリコ･マシアス(1938年､コンスタンチ-ヌの生まれ)とェレ-ヌ･シタ

ス- (1937年､オランの生まれ)とは､歌手と学者というように活動領域を異

にするばかりではなく,フランスによる植民支配､アルジェリアの独立,ユダ

ヤ人とアラブ人の関係､イスラエル国家とのつながりなど､様々な問題で立場

を異にしている｡たかが芸能人の言うことなど聞くには及ばないとお考えの方

もあろう｡そのような場合も確かにあるかもしれないが､しかしアルジェリア

のユダヤ人について考えるためには､この歌手は決定的に重要で､実際､現実

政治の場面ではジャック･デリダ(1930年､アルジェの生まれ)以上の意味を

もち,マシアスのアルジェリア再訪をめぐって､アルジェリア､フランス双方

の大統領が関与するほどに､マシアスは政治上の争点に位置している｡北アフ

リカからフランスに移住したユダヤ人という大きな集合を検討するには､どう

してもエンリコ･マシアスのような人の声にも耳を傾ける必要がある｡ 2)

ただ､このような多様性にも関わらず､やはり北アフリカのユダヤ人は､フ

ランスのユダヤ人のもう一つの巨大な源泉である東ヨーロッパからのユダヤ人

と対比すると,文化的に,歴史的に一つに括ることができる.とりわけ,集団



120 田所 光男

的記憶の次元では､フランス本国-の｢帰還｣をその中核にもっており､これ

はショアーの記憶を中心とする東欧出自のユダヤ人とは著しい対照を成してい

る｡

本稿では､あまり知られていない,フランスのユダヤ･コミュニティ内部で

通用する(常識)を明らかにしながら､北アフリカからのユダヤ人の全体とし

ての輪郭を素描してみたいと思う｡
3)

1ユダヤ人とは?-ニつのステレオタイプ

さて､北アフリカのユダヤ人を見てゆくに先立って,やはりユダヤ人全般に

ついて一応の理解をもっておきたい､むしろ誤解を退けておきたい｡

まず､ユダヤ人にかかわる様々なステレオタイプの中に､ (ユダヤ人とは､ユ

ダヤ教徒である)というのがある｡もちろん､ (良きユダヤ人)の伝統的なあり

方は宗教的である｡前フランス大ラビであるルネ-サミュエル･シラット(1930

年､アナバの生まれ)は､生まれ故郷､アルジェリアのボーヌ(現アナバ)の

人たちを,自分の両親も含めて皆｢良きユダヤ人｣であったと言い､ ｢彼らはコ

シェルを食べ,シナゴーグに通い､シヤバットを守り､公教育の学校のほか､

子供たちにタルムード･ト-ラーで詳細な講義を毎日受けさせた｣ (Sirat

112-113)と述べている｡

しかし､アルジェリアにはこの種の｢良きユダヤ人｣ばかりがいたわけでは

ない｡広大なブドウ栽培を行っていたシャルル･ビュナン4) (1930年､オラン

の生まれ)は,自分の家族をはじめとするオランの｢ユダヤ･ブルジョワジー｣

について､こう述べている｡ ｢私の縁者はユダヤ教から非常に遠ざかっていて,

それはフォークロアになっていました｡大きなお祝いごとのために一年に二,

三度シナゴーグ-行ったり､過ぎ越し祭に種無しパンを食べたりしていました｣

(Bunan 102)0

また､ユダヤ教信者でないにもかかわらず自分はユダヤ人であると主張する

人も少なくない｡この種のユダヤ人は､宗教以外のところでユダヤ人性を捉え

ているのであり,東欧ユダヤ移民の子供である､歌手ジャン-ジャック･ゴー

ルドマンは､ ｢反ユダヤ主義者がいる限り､自分はユダヤ人だと主張する｣とい

う､ユダヤ人差異の主張の仕方をとっている｡これは戦後世代の多くに共有さ

れた差異主張のやり方で､その理論的な支えはジャン-ポール･サルトルであ

る｡サルトルは1944年のパリ解放直後, 『ユダヤ人問題についての考察』を執
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筆し､その中で､本質主義的なユダヤ人規定を退けて､ユダヤ人だと拒否して

くる他者の反ユダヤ主義的視線に､ユダヤ人の内容を捉えようとした｡こうし

て,シナゴーグとラビを中心としたユダヤ･コミュニティの外に立っユダヤ人

も多く､デリダが『言葉にのって』で述べている､ユダヤ人社会に所属したく

はなかったという事態は(2卜22)決して珍しいことではなく､むしろ｢ユダヤ

人アウトサイダー｣ (Min°12)は､ユダヤ知識人の最もありふれたあり方とさ

え言えるのである｡ 5)

あらかじめ避けておきたいもう一つのステレオタイプは､ (ユダヤ人は時空を

通じて不変の自己同一性を一貫して保持してきた)､というものであるoしばし

ばディアスポラ･ユダヤ人と一括するので､何かひとつの統一体を考えてしま

いがちであるが､地域と時代により言語も習慣もかなり異なり､ヘンリー･メ

シュランが的確に指摘するように｢単一宗教､複数文化の民｣ (Sit,ain9)と言

うべきであろうoェンリコ･マシアスとジャン-ジャック･ゴールドマンは､

自分の民族的､歴史的､地理的ルーツに自覚的に創作の源泉を求めることがあ

るが､この二人の歌にも,このユダヤ文化内部のはらむ差異ははっきりと反映

している｡

2フランス車命が制射ヒした新しいユダヤ人性

現在,フランスにはアメリカ合衆国とイスラエルに次いで多くのユダヤ人が

住んでおり､ユダヤ人の大きな文化的集合体であるアシュケナジムとセファラ

ディムが二つながらよく広まっている点で特徴があるが､長いユダヤ史の中で､

フランスはまた特別な意味を持ってきた｡

よく知られているように､かつてユダヤ人はどこにおいても劣等な地位に置

かれ､差別や迫害の対象になってきたo中世ヨーロッパにおいては,他の諸国

の君主と同様､フランス国王もユダヤ人のお金を利用する一方で､ユダヤ人追

放令をたびたび出した.しかし, 1789年の革命が新しい地平を開く. ｢統一体

という意味でネーションであるユダヤ人にはすべてを拒否し,個人としてのユ

ダヤ人にはすべてを与えなければならない(中略)｡ユダヤ人は国家の内部にお

いて､政体も団体もつくらず､個人個人が市民でなければならない｡｣クレルモ

ン-トネールのこういう提案の方向で､国民議会はいわゆる｢ユダヤ人解臥

を行う(Benbassa13卜132)o当時､イスラム世界を含めどこの国でも､ユダヤ

人は法的に部外者ないし劣等者でしかなく､様々な規制､差別､迫害の対象で
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あり続けた｡フランス革命においてはじめて､法的なレベルで平等な｢人間｣､

平等な｢市民｣の仲間入りを許されたわけである｡これは問題をはらむもので

あったとしても,やはり画期的な変化であった｡

フランスのユダヤ人はこれ以後19世紀を通じて､非早ダヤ人と同じようにな

ろうと務める｡いわゆる同化である｡ ｢人間｣と｢市民｣-の同化過程､つまり､

フランス共和制の設定する公私の二分界に適応する過程において､ユダヤ人性

は,ただ宗教として私的空間に留め置かれ､公的空間ではいかなる表出もなさ

れない､ということになる｡ユダヤ人を指すために使われてきた(ジュイフ)

という名称を捨て､みずからを(イスラエリット)と呼んで,同化ユダヤ人は､

要するにユダヤ教を信仰するフランス人という形になろうとしたのである｡

こうしてフランスには､パリを中心にたくさんのユダヤ人が流入するように

なる｡ 19世紀末からは,東欧のポグロムなどにより多くのアシュケナジムが移

住し,これがフランスのユダヤ社会のマジョリティとなって行く｡しかし､イ

デイッシュ世界を壊滅させたショアーは､フランスのユダヤ人社会にも甚大な

打撃を与えた｡戦後､その人的損失を回復し､再びユダヤ人社会に生気をもた

らしたのは､北アフリカからのユダヤ人であった｡現在では､人口比率でもこ

ちらが上回り､またユダヤ人社会の内部政治においても優勢になっている｡

3北アフリカのユダヤ人-ニ壬のマイノリティ

すでに触れたように,北アフリカからのユダヤ人は､東欧からのユダヤ人と

はいろいろな点で異なる｡ 2003年､ 『アルシュ』が一年かけて行った特集シリ

ーズ｢アルジェリア･ユダヤ人の記憶｣の趣旨説明を行った文章の中で､メイ

-ル･ヴアントラテールは､アルジェリアのユダヤ人が集団としてもつ記憶を

次のように述べている｡

彼らの集団的記憶の中には､クレミュー政令､コンスタンチ-ヌの虐殺､ヴイ

シー政府による差別があった｡また､多くの人は､彼らの祖先がフランス人の到

来のはるか前から､さらにはアラブ人の到来の前から,この国に住んでいたとい

う意識をもっていたo (Waintrater42)

この短い一節の中に､単にアルジェリアばかりではなく北アフリカのユダヤ

人全体に共通する､基本の思考枠と言えるものがよく表明されている｡すなわ
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ち､アラブ人とフランス人という二つの外来勢力に対して自分たちを位置づけ

る考え方である｡

19紀未から20世紀初頭､イデイッシュ語文化を形成していた東欧ユダヤ人

が貧困やポグロムを逃れてアメリカや西欧に移民していた時期､北アフリカで

は事情はまったく別であったoむしろ反対に､フランス人の側がそちらに移り

住み､政治的･経済的･文化的支配を行っていた｡ 1830年代にアルジェアが植

民地化され､ 1881年にはチュニジアが､ 1912年にはモロッコが,フランスに保

護領化される｡ 6'そして､フランス国家による様々なレヴュルでの支配と平行

して､フランス本土のユダヤ人も働きかけを行い､ナポレオンによって創設さ

れたユダヤ長老会議(consistoire)のほか､アリアンス･イスラエリット･ユニ

ヴェルセルというパリに本拠を置く同化ユダヤ人の文化･教育組織が学校の創

設をはじめとして積極的な活動を展開し,北アフリカの多くのユダヤ人は､フ

ランス化に励むことになる｡後にパリ大学で社会学の教授となり､植民地社会

や人種差別についての分析で知られるアルベール･メンミ(1920年､チュニス

の生まれ)がチュニジアで通ったのも､この組織のユダヤ人学校である｡従っ

て､東欧ユダヤ移民がフランス語をまったく知らずにパリに来て､イデイッシ

ュ語が通じる同胞や組織を頼りにフランス社会に入り込んでいったのとは違い､

北アフリカのユダヤ人は､フランス本土に来る前から,多かれ少なかれフラン

ス文化の内側にいたことになる｡ 7)

また､アルジェリアにはもうひとつ特別な事情があった｡ 1870年からクレミ

ュー政令により,ユダヤ人はフランスの市民権を賦与されており,法的にもフ

ランスの内部にいた｡デリダやシクス-のような人にとっては､これが｢毒の

贈与｣ととらえられる(シクス- 243)｡つまり､アルジェリアの被植民同胞を

裏切って､自分たちだけが植民勢力の側にまわった､と罪悪感を感じるのであ

るoしかし､ 『アルシュ』の展開するシリーズ｢アルジェリアのユダヤ人の記憶｣

の中では,こうした思想家の見解はまったく聞こえてこない｡ ｢1962年､アル

ジェリアのユダヤ人の声｣であったジャック･ラザリュス8'はこう述べている｡

フランスがとどまった一世紀以上の間,アルジェリアのユダヤ人はフランスに

対して愛着を示すことを止めなかったoすでに1830年､遠征軍は､西欧の諸価値

に帰依しようとはやるユダヤ系住民に出会っていた｡そして､ユダヤ人はきわめ

て急速に､フランスの文化と文明を選択したのであった｡フランスの市民権(.‥)
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は､エミール･トウアチの言うように,実情の法的確認にすぎなかった｡ムスリ

ムは(...)この施策に反対しなかったo
9) (La祖mS 142)

ラザリュスのとるこうした歴史的パースペクティヴの中に浮かび上がってく

るのは,フランス-植民勢力､アラブ-被抑圧民､という単純な図式が忘れが

ちの､ 1830年以前の長い歴史､とりわけその間に蓄積されたユダヤ人の経験で

ある｡アルジェリア出身のユダヤ人は,普通,シクス-のように,アラブ人を

アルジェリアの地に｢最も古く``到着した"｣ (242-244)とは考えない｡先住と

いうのであれば,それはベルベル人やユダヤ人であり､ 10)アラブ人は外来の征

服者ということになる｡ユダヤ人迫害というとキリスト教世界でのことばかり

が強調され､イスラム世界ではディンミとしてそれなりの安定と自立性を保障

されてきた､と言われるが,しかし､この地位がユダヤ人にとって名誉なこと

であったわけではもちろんない｡アラブ支配下におけるこの屈辱的地位に対す

る長く根強い不満が､アルジェリアのユダヤ人の多くに,クレミュー政令以前

からフランス化を選択させた大きな要因の一つであり､シュミュエル･トリガ

ノは次のように述べている｡

第三世界主義的な善悪二元論には不愉快なパラドックスでしょうが､植民勢力

の到来は､この抑圧されたマイノリティには､解放として現れたのでした｡この

勢力が1950年代に撤退しはじめた時､問題は明らかでした｡デインミの地位に逆

戻りする恐れが再び迫っていたのです｡ (廿igano 49)0

北アフリカのユダヤ人に焦点をあてると､フランス-植民勢力,アラブ-被

抑圧民という基本の構図それ自体は変わらないとしても､フランスとアラブ双

方と距離をとるユダヤ人のあり方は､これに微妙な陰影を投げかけてくるので

ある｡

4ピエ･ノワールのr特選｣
ll)

1950年代･60年代､北アフリカの三国が独立を果たす中､多くのユダヤ人は

国外に流出する｡すでに述べたように東ヨーロッパ出身のユダヤ人の集団的記

憶の中核にはショアーの犠牲があるに対し､北アフリカのユダヤ人の場合には､

祖国からの離散というこの事件が位置している｡
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アルジェリアからフランス本国にやってきたのは､周知のように､ユダヤ人

ばかりではなく､その人々は全体としてしばしば(ピェ･ノワール)と呼ばれ

るoピエ･ノワールは､マルセ-ユやパリをはじめフランス全土に広がった｡

ユダヤ人に限って言うと､以前はパリとアルザス地域､それにいくつかの大都

市に集任していたが､これ以後フランスにおけるその分布図はまったく変わっ

てしまった(《Judai'sme nouveau et renouveau dujuda･l･sme》45)｡また,この北ア

フリカから流入したユダヤ人に関しては､フランスのユダヤ世界の｢再ユダヤ

化｣にきわめて重要な役割を果たしたことがしばしば強調される｡ただし､同

化が進行したアシェケナジム中心のフランス･ユダヤ世界-の､セファラディ

ムの保持する伝統的･宗教的ジュダイズムの流入､というような図式的な理解

は危険であるo北アフリカ出身者はすでに長期にわたりフランス的な同化を経

てきていることが軽視されてはならないし､ミシェル･アビットボルが的確に

指摘するように､ 60年代以降のフランス･ジュダイズムの変貌には､ジャコバ

ン的な国民国家論の弱まりや､様々な民族的･文化的･地域的マイノリティに

広がった(差異-の権利)の要求の高まり､といったフランス社会全体の変貌

を考慮しなくてはならない(Abitbo1 32卜323)0

さて､たとえどれほどフランス文化になじんでいたとしても､生活の基盤を

失った｢帰還者｣たちの生活は厳しかった｡ 12'ユダヤ人の中には､同化の方向

を進めて､名前を変えたり改宗したりする人々も少なくなかったという｡適応

の困難､生活の再生の困難を象徴する事例は､ゼムール兄弟(セティフの出身)

であるかもしれない｡セティフのシナゴーグで働く父親をもつこの兄弟は,1955

年､多くのピェ･ノワールとともにアルジェリアの変動に揺さぶられて､パリ
■

にやって来た｡向こうでは､貧しいながらもとにかく｢ふつうの生軌を送ろ

うとしていた兄弟であるが､ 60年代のパリの裏世界を支配するまでになってし

まう(Leclerc 117-119)0
13)

ユダヤ人の職業というと､中世ヨーロッパからの伝統で､金貸し業や商業が

有名であるが､近代では,帽子やシャツをはじめとする衣類の製造･補修にも

多く携わり､パリのサンチェ地区は､ 19世紀末以降､東欧ユダヤ移民がつくり

だした､中小繊維業者の集結地区である｡製造や卸売りの大小様々の店が何百

と軒を並べているoかつては不法入国した同胞ユダヤ人などを働き手として使

っていたが､現在では中国人やトルコ人が数多く働き手として入り､ユダヤ人

は経営者になっていることが多いoこの地区の繊維業界に,北アフリカ､とり
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わけチュニジア､モロッコからのユダヤ人は多数入ったo 60年代はちょうど､

既製服製造の新たな黄金期､スポーツ･ウェアーの流行する時代に重なり､サ

ンチエは新たな発展を遂げた｡そして､ユダヤ人の数もアシュケナジムから､

セファラディム-と中心は移って行き, 80年代半ば,サンチエ地区の1200の

会社のうちおよそ800がユダヤ人経営で､そのうち90パーセントが北アフリカ

出身の立ダヤ人のものである(www.1esentier･com).

ェリ･カクが呼吸していたのは,このサンチエ界隈の､北アフリカ系ユダヤ

人の作り出した空気である｡ 1960年チュニジアに生まれ､マルセ-ユで育った

このユダヤ人は,サンチエ界隈に生活するユダヤ人たちをお笑いのネタにし､

14)もちネタの代表は, ｢サルファチおばさん｣である○これは､自分の子供を

べったり抱え込む､いわゆるユダヤお母さんの､地中海地域版で､当初はくピ

ェ･ノワールにしか受けない)と評されたものの､次第に広く受け入れられ､

テレビでも人気者になり､パリの大劇場でワンマンショーをするまでになった

(Blumenfeld).

北アフリカからのユダヤ人にまず支持され,次第にその狭い境界を越えて､

フランス全体に受け入れられて行く.こういう進化は,歌手エンリコ･マシア

スの場合も同じである｡エンリコ･マシアスは, 1961年,アルジェリアのコン

スタンチ-ヌを離れて､フランス本国に来たが､ 62年､歌手としてはじめてヒ

ットさせた曲｢さらば､我が祖国｣は,アルジェリアを離れる船上で作ったも

ので､自分の｢家｣, ｢太陽｣､ ｢青い海｣､ ｢白い町｣､ ｢娘たち｣などのつくるア

ルジェリア-の郷愁の歌であった｡ 15)それは,いわゆるアラブ-アンダルシア

音楽の伝統に汲むもので,マシアスは以後もこの路線を続け､ピエ･ノワール

の心情の代弁者として名前を知られ始め､そしてこうしたもともとのフアン層

を越えて､彼の歌は広くフランスをはじめ,諸外国でも支持されて行く｡

ェンリコ･マシアスの本名は､ガストン･グレナシアである｡
16)この名前は

南スペインの都市グラナダから来ている｡先祖はグラナダから追放されて､コ

ンスタンチ-ヌに定着したという(MonAlge'rie 26)｡マシアスは､この遠い起

源に強いこだわりをもっている｡しかし､ただ単に自分の血縁ルーツを大切に

しようというわけではない｡その土地は､彼がその伝統を受け継ぐとするアラ

ブ-アンダルシア音楽の故地だからである｡マシアスによれば､アラブエアン

ダルシア音楽という言葉は､誤解をあたえやすい｡その起源となったマルーフ

という音楽は,本来､ 9世紀から15世紀の間にアングルシアで､ユダヤ人とア
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ラブ人の音楽家たちによって担われた音楽なので､ ｢ユダヤ-アラブ音楽｣と呼

ぶべきだという(24)0 1492年にイスラム教徒もユダヤ教徒もともにカトリッ

ク勢力に追放されて､以後は､地中海地域､とくに北アフリカで､この音楽的

な共同は維持されてきた､とマシアスは言って､アラブ人とユダヤ人の歴史的

なっながりを強調する17'(25-26)oコンスタンチ-ヌにおける､この音楽伝統

のシンボル的存在であったレ-モン･レリスの楽団で､マシアスの父はバイオ

リニストとして働き,マシアス自身も15歳のころからギター奏者としてこれに

加わっていたのである｡

5アラブ化過橿の中での排除

FLNがはじめからユダヤ人排除を狙っていたのか否かは､きわめて微妙な問

題であろう｡ 1956年10月1日､ FLNは大ラビに宛てた手紙の中で､イスラエリ

ツト社会がアルジェリア国民に所属することを宣言するように求めている｡こ

れに答えたアルジェリア･ユダヤ人社会研究委貞会(CJAES)は､自分たちア

ルジェリアのイスラエリットは政治的な集合体ではなく､各人がそれぞれ個人

の資格で政治的な問題について態度決定を行う､と述べている(Ayoun, 《Une

coⅡ皿unauti entre deux feux)) 60).結局,フランス共和制のたてるライシテの原

則に則って反応しているのであり､それから考える限り､フランスを選択して

いるのである｡そして,そいうことの当然の結果として､ FLNは態度を硬化さ

せていったのであろう｡ 18)しかし､はじめからFLNは独立国家のアラブ-ムス

リム化を目指していたと考えるユダヤ人も少なくない｡ 19)

いずれにしても, FLNが公式の言論のレヴェルではユダヤ人に連帯を呼びか

けてはいるものの､すでに1955年以降､ユダヤ人に対しては傷害や殺害､テロ

攻撃が繰り返され､ラビも殺されている(Ayoun,
《Les Juifs d･Algirie》 24-27)｡

そうした中､ 1961年6月､コンスタンチ-ヌでは､レ-モン･レリスが暗殺さ

れる｡アラブ人とユダヤ人との共同性のシンボル的存在であったこの人物が殺

されたことから､コンスタンチ-ヌのユダヤ人の脱出が急速化する｡ 20)ェンリ

コ･マシアスの一家も祖国を離れる決意をした1.マシアスは自伝的著作の第二

作に『私のアルジェリア』というタイトルをつけているが,その｢私のアルジ

ェリア｣の核心にあるのは､地中海の太陽や白い家､空と海の青さ以上に､そ

れはレ-モン･レリスの音楽､ユダヤ-アラブ音楽である｡東欧ユダヤ移民は

ショアーにより､家族を失い民族を失いイデイッシュ文化を失って､ずっと喪
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に服しているのだ,と言われるが､北アフリカからのユダヤ移民もまたやはり

喪を生きている｡それは､チュニジアの民族解放戦線に参加したものの､独立

後のアラブ化過程の中で､自分たちの居場所を失っていったというアルベー

ル･メンミなどを通してもはっきりと窺われることである(メンミ6-7)0

さて､祖国アルジェリアでは､マシアスの歌は禁じられ､戻ることも許され

ない｡ただ､マシアスは2000年3月､アルジェリア大統領からの招待を受けて､

ユダヤ人の代表団とともに40年ぶりにアルジェリアに戻ることになっていた｡

これは双方で, ｢和解｣の旅と捉えられていた(Macias,MonAZge'ire 16)o しか

しこれも最後になって中止されてしまう.この｢和解｣を望まない一部勢力の

反対運動のためのようである｡この事件をめぐっては一般メディアもユダヤ･

メディアも大きく報道しているが､マシアス自身,直後の反応にととまらず､

その苦しい思いを､ 2003年のアルバム『樫』に表現している｡

私はこの旅をあれほど夢見てきたのに

狂った奴らが私の渡航を阻んでしまった｡

私は､ただ愛した彼女に

もう一度会うことしか夢見ていなかったのに｡

これは｢旅｣という歌の､怒りと無念に満ちたリフレインである｡この歌は

全体として｢私｣と｢彼女｣の恋愛の歌と読めるが､もちろん､ ｢私｣が｢ずっ

と忠実のまま｣である｢彼女｣とは､女性名詞の国アルジェリアであろう｡

ェンリコ･マシアスには,フランスの植民支配に対する批判や拒否はない｡

ましてや糾弾する言葉に出会うことはない｡フランス本国では､レ-モン･ア

ロンから､ジャン･ダニエル､アンリ･キュリエル､ピエール･ヴイダル-ナ

ケまで､多数のユダヤ知識人がアルジェリアの独立ために動いた(Abitbo1 304)0

また､ダニエル･コン-ベンデイツトやアラン･ジェスマールをはじめ､ 68年

世代の極左学生運動の中心にいた多数のユダヤ人は､アルジェリア戦争の際に

は､ FLNの支援者として活動した｡さらに､アルジェリアに生まれ育ったユダ

ヤ人の中にも､アルジェリア側を支持する知識人がいる｡エレ-ヌ･シタス-

は､たとえ自分たちがアラブ人の敵意や憎悪の直接の犠牲となっていたとして

も､アラブ人の抱く｢反乱の憎悪｣を｢正しい｣ものと認め､フランスの植民

地主義を糾弾している(242-243)｡また､セファラディム出身としては最初の
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フランス･大ラビを勤めたシラットも､ 1962年FLNにより兄を殺害されている

が､やはり当時アルジェリアの独立を支持している｡ ｢ユダヤ人として､ト-ラ

ーの強く求める､基本的な正義や人間の尊厳の尊重に反する行いを見て,それ

に無関心であることは許されませんo植民者たちはフランスを代表すると言っ

ていたものの､そのフランスとは私たちが賛嘆していた人権のフランスではあ

りませんでしたo人種差別の政策をとり､アルジェリアに対する､正義と進歩

の約束を実行しませんでしたo (…)アルジェリアの暴力は､苦しみの積み重

なりや日常的な軽蔑などによって説明されうることでした｣ (sirat113).ジョ

ルジェット･アジザのようにFLⅣの側で戦ったユダヤ人さえ存在する(Abitbo1

294-295).

しかし､フランスのユダヤ人社会は､こういう知識人･学生の立場には必ず

しも同調せず､大多数は独立には反対であった(s血113)0 ｢帰還｣後40年経

った現在､自分たちが本当に正しかったのか自信をもてなくなっているシャル

ル･ビュナンのような人もいるが(Bunan103),やはり少数派であろう.大多

数はマシアスの側にいるoつまり,アルジェリアに築かれていた共同性が､ ｢同

胞の殺し合い｣ (Macias,Non,je n･aipas oublie･ 120)によって葬り去られてしま

ったと感じているのである｡

結び

以上見てきたように,北アフリカ出身ユダヤ人のフランスでのあり様はきわ

めて多様で,一つに括ることは#しい｡ 21'しかし､地中海の向こう側でかつて

生きたこと､そしてそこから離脱しなければならなかったこと,この二つの経

験が生涯に決定的な刻印を残している点では､やはり彼らを(北アフリカから

のユダヤ人)としてカテゴリー化することができると思う｡

しかし､もちろん､抽象度を上げてともかくもーつに括ることによって､多

様性が消されてしまってはならないoそれぞれにとってのアルジェリアの内実

は決定的に異なっているo本稿を終えるにあたり,はじめに取り上げた二つの

名前に戻って､この対比対立を今一度確認しておきたい.

ある人々は強制過去に対し帰属の欲求によって反応します｡私には､私の母と

同様､世界があるだけで十分でした.私は一度も地上の､局地的な国を必要とし

ませんでした(-･).私はアルジェリアを失いはしませんでした.なぜなら私は
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一度もそれを持ったことがないし､それは一度も存在していないからですo私は

アルジェリアが植民地主義によって,アルジェリア自身のために失われ､アルジ

ェリア自身から引き離されたことに苦しみました.もしかつて私が同一視したこ

とがあるとすれば､それは傷つけられ､切断され,侮辱されたアルジェリアの激

しい怒りに対してでした｡ (シクス- 248)

｢私｣として語られたこういうシクス-の言葉を､どれだけの北アフリカか

らのユダヤ人が､(私たち)として発言しうるか､きわめて興味深い問題である｡

本稿では､フランスのユダヤ人コミュニティの代表的な雑誌『アルシュ』が2003

年一年間かけて行った｢アルジェリア･ユダヤ人の記憶｣というシリーズにた

びたび言及してきたが､そこに掲載された証言等を､フランス･ユダヤ人の意

向の趨勢と考えるなら､シクス一に共感するのは少数派と言わなければならな

い｡

一方､エンリコ･マシアスは実際そのシリーズの10月号に登場しているが､

｢帰還者｣たちは､マシアスを支持し､マシアスによって自分たちが表現され

るように感じてきたと言える｡かつてマシアスは､決して戻れぬコンスタンチ

-ヌの､ビスカラ通り8番地の生家をこう振り返っている｡

それは4階建ての小さな建物で､ユダヤ教徒､イスラム教徒､キリスト教徒の

家族が同じ屋根を分かち合っていた｡それは幸福の家であり､扉が開かれ､相互

理解と友情の家であった｡それこそが本当の共同体､書物や大息想の共同体では

なく,毎日毎日の､瞬間瞬間の共同体､苦しみと喜びを分かち合い､他者によっ

てのみ自分が存在し､それぞれの愛なしには何ものも建設されることのない共同

体に違いない. (Macias,Non,je n 'aipas oubZie'9)

ェンリコ･マシアスは,しばらく前から､自分の音楽的ルーツに立ち戻るこ

とを音楽活動の中心においており､アラブ系のタウフィツク･べスタンジー

Ta.ufik Bestandjiらと共同でコンサートを行ったり､アルバムを出していた

りしているが､ 2003年の最新アルバム『樫』の中の｢いくつもの私のアンダル

シア｣にもそれがよく表明されている｡ ｢アンダルシア｣は､イスラム教徒､キ

リスト教徒､ユダヤ教徒がともに働いてマルーフの貴金期を作り上げた南スペ

インのあの固有の土地には限られない｡それは中世ばかりではなく他の時にも

現れたし現れうるし､スペインばかりではなく他所にも現れたし現れうる｡そ
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れは複数形で捉えられる｢エルドラド-｣であり,マシアスの生家もまた､こ

ういう｢アンダルシア｣の一つなのである｡

注

1)本稿は2003年5月14日､名古屋大学で開催された,映画『デリダ､異郷から』

の上映会(主催:名古屋大学大学院国際言語文化研究科､協賛:日本フランス静フ

ランス文学会中部支部,協力:国際交流基金､アテネ･フランセ文化センター)に

おいて行なった講演を改稿したものである｡

2)マシアスの言動は､一般メディアばかりではなく､フランスのユダヤ人コミュニ

ティ向けのメディアでも絶えず注視されている｡代表的な雑誌『アルシュ』ではし

ばしば解説や批評の対象になっている｡

3)注2で挙げた『アルシュ』は,アルジェリアの独立から40年が経った昨年2003

年､ ｢アルジェリア･ユダヤ人の記憶｣と摩するシリーズを毎号掲載した｡そこに載

せられた､インタヴュー､アンケート､書評,証言などは､フランスのユダヤ人の

意識の動向を把握するためにきわめて重要である｡

4)農業は伝統的にユダヤ人には禁じられていて,アルジェリアでは各都市で､せい

ぜい-､二家族が営んでいたにすぎない(Bunan 103)｡

5)ジャン-ジャック･ゴールドマンのユダヤ人意識およびサルトルのユダヤ人定義

については､拙稿を参照されたい(田所)0

6)第二次世界大戦直後､フランス語圏マグレブには全体で1500万人の人口があり,

そのうち10パーセントに当たる150万人がピェ･ノワールで､ 3パーセントに当た

る50万人がユダヤ人であったoモロッコに25万人､アルジェリアに14万人,チュ

ニジアに9万人という分布である(Abitbo1 287)0

リシヤール･アユ-ンによると, 1954年､アルジェリアのユダヤ人口は12万6

千人ほどであるoアルジェに3万人(全市人口の5%)､オランに3万人(全市人口

の10%)､コンスタンチン-ヌに1万5千人(全市人口の10%) (Ayoun, ((Les Juifs

d'Alg6rie,'18)o しかし数字は研究者により異なり,ほぼ同じ時期､バンジャマン･

ストラによると､ ｢マグレブのエルサレム｣と呼ばれたコンスタンチ-ヌのユダヤ人

口は3万人で､全市人口の三分の-を占めており､そのユダヤ人地区は､ 50年代,
北アフリカで最大規模のものであったという(stora

107)｡
7 )征服から100年後の1930年の段階では､アルジェリアのユダヤ人の大半がフラ

ンス誇話者であり､ユダヤ-アラブ語やユダヤニスペイン語を用いているのは､四

分の-以下に過ぎないoそして､伝統的なユダヤ文化は､信仰も含めてすたれてい
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ったという(Ayoun, 《Une communaut6 entre deuxfeux,, 58-59)o

8)アルジェリア戦争の時期､ユダヤ人社会の名において反応することになったアル

ジェリア･ユダヤ人社会研究委貞会(CJAES)の中心的人物であり､フランス本土-

のr帰還｣後は､ 1962年12月､アルジェリア出身ユダヤ人連盟(AJOA)を結成し

ているoまた現在でも続く月刊新聞『ユダヤ報道』 (hfTomat1'oD ju1've)の創設者

でもある.これはもともとCJAESの機関紙であった. CJAESについて詳しくは､ダ

ヴイッド･コ-エンの論文を参照のこと(Cohen).

9)クレミュー政令に対する態度はこのように分かれるが､ヴイシー政府の反ユダヤ

主義的施策､さらにまた､いわゆる解放後もその差別的措置が維持されたことに対

しては､意見の分かれはない｡デリダはユダヤ人の入学者数制限法によって学校教

育から排除された自らの経験を軸にこの時期の混乱を語っているし(デリダ16-20)､

ラザリュスも明確に差別的施策の持続を非難している(L乱払ruS 142-143).また､同

じ法的排斥はシタス一にも(シクス- 236)､マシアスにも(Macias, Mom Alge'rie

82-83)傷として残っている｡ただし､マシアスは､最初の自伝的著作『そう､私は

忘れていない』では､これを含めてヴイシー政権下のユダヤ人差別には言及してい

ない｡

10)ジャック･ラザリエスはユダヤ人を｢この領土に居住した最初の住民｣とさえ述

べている(L乱払nlS 143)oベルベル人-の言及はない｡

ll)通常使われる≪rapatrie≫という薄は, ≪re≫と≪patrie≫が組み合わせられており､

この構成から浮かび上がる本来の意味は, ｢再び祖国-｣というものである｡アルジ

ェリアで生まれ育ったユダヤ人には､この文字通りの意味に対する拒否の心情があ

ることは理解できるところである｡そうしたところからもカツコつきでこの語を使

う人も少なくない｡

12)フランス国民であったアルジェリアのユダヤ人と､そうではなかったモロッコや

チュニジアのユダヤ人とは､フランスにおける処遇は異なり,前者は国家から様々

な補助金を得ることができた(Damon 117)o

13)この兄弟については､この組織の壊滅に努めたルクレール警部の証言が,現在の

ところ入手しうる最も詳しい資料である｡

14)エリ･カクは『本当のことを話すよ!』という著作に､サンチエ地区の繊維業界

で働くユダヤ人をテーマにしたユーモア小話を集めている｡ ｢母たち｣ ｢男たち,女

たち,子供たち｣ ｢ビジネスとお金｣ ｢宗教｣などのカテゴリーに分けられており､

金にきたない､という行き渡ったユダヤ人イメージを逆手にとるようなものも少な

くない｡非ユダヤ人が言えば､人種差別的に聞こえるものもある｡短いものを例示

すれば､ r反ユダヤ主義者とは誰か?スーツの値段を値切るやつ｣ (Kakou 80). ｢サ

ンチエの料理のすべてのレシピーは､どのように始まるか?まず卵を二つ借りて
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-｣ (90)0

15)私は故郷を離れた/私は家を離れた/私の人生､私の悲しい人生は/わけも

なく歩みが遅い

私は太陽を離れた/私は青い海を離れた/その思い出は蘇える/別れの言葉

のずっと後になっても

太陽!失われた故郷と/私が愛していた白い町と/かつて知りあった娘たち

の太陽

私はある若い女性から離れた/彼女の目が今なお見える/雨に滞れた彼女の

目/別れの雨に滞れたその目

彼女の微笑みを思い出す/私の顔の間近にあったその微笑/私の村の宵を輝

かせていた

だけど､私を岸壁から遠ざける/船の舷の/鎖が水の中で/鞭のように鳴っ

た

私はずっと見つめていた/遠ざかる彼女の青い目を/海はそれを波間に沈め

た/悔恨の波間に

16)芸能人が芸名を名乗るのは日本でもかなり多く見られることであるが､ユダヤ系

の芸能人に芸名を求める業界関係者は､ユダヤ的なものを消したいと考えているよ

うであるoジャン-ジャック･ゴールドマンははっきりと､レコード会社のそうい

う要求を拒否したという(Goldman)oユダヤ人の名前は､ヒトラーによる迫害の際

ばかりではなく､戦後の社会調査の場合にも､ユダヤ人であるかどうかを見極める､

最も重要な指標であり,またユダヤ人アイデンティを構成するきわめて重要な要素

となっていることも少なくない｡

17)アラブ文化とユダヤ文化の共同性については､もちろん音楽の面でエンリコ･マ

シアスばかりが強調するわけではもちろんない｡例えば､アルベール･ペンス-サ

ンは､宗教,書籍､名前､などの点から強調している(Bensoussan106-107)｡

18)リシヤール･アユ-ンによれば､ FLNははじめ国連やアメリカの支持をとりつけ

るのにユダヤ人が必要であったが､独立が確実となった1960年以降は,ユダヤ人を

必要としなくなった､という(Ayoun,<{LesJuifsd,Alg6rie》 21-23).

19)例えば､この戦争が宗教戦争という面を多分にもっていたと考えるアジエロンな

どはこの立場である(Ageron)o cJAESとFLNとの交渉､対決については､ダヴイッ

ド･コ-エンの研究が詳しいが､コ--ンは､アルジェリアのユダヤ人が､独立国

家の中でのユダヤ人の位置を見定めるのに､先に独立国家となったモロッコとチュ

ニジアの状況を検討していて､それによって否定的な見解をもっていたことを明ら

かにしている(Cob¢n 36)0

20)ェンリコ･マシアスは『私のアルジェリア』の中で,この殺害を｢不正｣と断
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定する｡そして,本論で言及するアルジェリア大統領アブデラジズ･プ-テフリカ

からの公式招待は､これによって､レ-モン･レリス､およびコンスタンチ-ヌの

ユダヤ･コミュニティに名誉を回復させようとするものであった､という(肋〝

Alge'1･ie ll)o

21)本論では検討する余裕がなかったが､イスラエル国家やシオニズムに対する態度

という面でも,多様である｡ただ､特長として､チュニジアとモロッコのユダヤ人

は,北アフリカを離れる際､移住先として多くの人がイスラエル国家を選んだこと

を挙げることができる｡アルベール･メンミやエリ･カクはフランスを選んだが､

彼らもまた強くイスラエル国家と結びつき､ ｢サルファチおばさん｣も､イスラエル

におけるアシュケナジムによるセファラディム差別を快く思ってはいないが､娘を

イスラエルに送って結婚相手を見つけさせようと大金をはたいたりする｡アルジェ

リアのユダヤ人は大半がフランスに移り住んだが､経済面や精神面でイスラエル国

家を支援する人が大半である｡エンリコ･マシアスはイスラエル国家の存立を肯定

し,問題の平和的な解決のために積極的に支援している｡彼がアルジェリアに戻る

ことに反対する勢力は,彼のこうした態度にも強い反感を抱き､フランス国内でも､

彼のコンサートをボイコットしようとする反対運動がなされている0

イスラエル国家の重要性は､もちろん北アフリカ出身のユダヤ人には限られないo

すでに多くの研究が明らかにしているように､戦後フランスで､ユダヤ人アイデン

ティティの結晶する第一の極はイスラエル国家であり,これは,シナゴーグや宗教

儀礼に取って代わったと評されることもある.
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